
スポーツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（豆）

ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共
性
と

　
　
　
　
　
　
　
　
新
自
由
主
義
H
個
人
的
消
費
主
義
と
の
対
抗

　
　
　
　
　
　
ー
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
動
向
と
政
策
1

目
　
　
次

　
は
じ
め
に

第
一
章
　
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
と
政
策
ー
福
祉
の
向
上
－

　
一
、
七
〇
年
代
の
政
治
経
済
的
動
向

　
　
1
、
政
治
的
・
思
想
的
動
向

　
　
2
、
経
済
的
動
向

　
二
、
関
連
省
庁
の
体
力
つ
く
り
・
余
暇
政
策
の
確
立

　
三
、
七
二
年
保
健
体
育
審
議
会
答
申

　
　
1
、
審
議
過
程

（
1
）

内
　
海
　
和

雄
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第第第
四三二八　　七六　　　五　　　四
章章章’21 ”321’321 ’32

、
七
二
年
答
申
の
内
容

、
七
二
年
答
申
以
降
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

日
本
体
育
協
会
（
日
体
協
）

、
日
体
協
の
概
要

、
日
体
協
の
財
政

、
日
体
協
の
組
織
と
事
業

ス
ポ
ー
ツ
運
動
－
新
日
本
体
育
連
盟
（
新
体
連
）
の
七
〇
年
代
1

、
新
体
連
の
発
足

、
新
体
連
の
活
動

、
組
織
方
針
の
充
実

「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
発
展
と
課
題

ス
ポ
ー
ツ
権
論
の
台
頭

、
ス
ポ
ー
ツ
権
論
の
推
移

、
ス
ポ
ー
ッ
権
論
の
内
容

七
〇
年
代
の
概
要
（
以
上
本
号
）

　
八
○
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
動
向
と
政
策
（
以
下
次
号
）

　
九
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
動
向
と
政
策

　
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策

4



は
じ
め
に

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（1）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
九
七
二
年
ま
で
の
国
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ッ
政
策
分
析
は
拙
著
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
（
一
九
九
三
年
）
で
展
開
し
た

よ
う
に
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
経
過
す
る
中
で
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
が
確
立
さ
れ
始
め
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
運
動
も

出
揃
い
、
七
〇
年
代
以
降
の
「
国
民
ス
ポ
ー
ッ
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
政
策
を
実
現
す
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
が

「
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
」
と
銘
々
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
六
〇
年
代
の
「
高
度
経
済
成
長
」
期
の
労
働
密
度
の
高
ま
り
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
の
増
大
、
公
害
、
労
働
災
害
な
ど
の
環
境
の
悪
化
、
そ

れ
ら
か
ら
来
る
体
力
・
健
康
問
題
へ
の
不
安
、
そ
し
て
一
方
で
そ
れ
ら
を
克
服
し
な
が
ら
人
間
関
係
の
修
復
へ
の
期
待
、
そ
う
し
た
総
合

的
な
要
求
を
満
た
す
文
化
と
し
て
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
は
ま
す
ま
す
高
揚
し
た
。
こ
れ
は
同
様
に
生
産
形
態
の
機
械
化
、
社
会
の
省
力

化
の
進
ん
だ
欧
米
で
も
同
様
で
あ
り
、
各
国
政
府
は
福
祉
国
家
政
策
の
一
環
と
し
て
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
対
応
す
べ
き
施
策
を
採
用

し
た
。

　
日
本
で
は
、
七
〇
年
代
は
そ
れ
ま
で
の
選
手
ス
ポ
ー
ツ
の
時
代
か
ら
「
国
民
ス
ポ
ー
ッ
」
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
「
地
域
ス

ポ
ー
ッ
」
の
時
代
へ
と
突
入
し
た
。
こ
れ
は
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
史
に
お
け
る
転
換
点
と
も
言
え
る
。
そ
の
象
徴
的
表
現
が
一
九
七
二
年
に

保
健
体
育
審
議
会
（
文
部
大
臣
の
諮
問
機
関
）
が
出
し
た
答
申
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の
た
め
の
地
域
的
施
策
を
定
め
、
国
民
、
地
域
住
民
の
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
参
加
、
こ
れ
ま
で
の
「
見
る
ス
ポ
ー

ツ
」
に
加
え
て
、
「
す
る
ス
ポ
ー
ッ
」
の
施
策
の
重
視
を
国
家
的
に
も
重
視
し
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
単
に
文
部
省
の

み
で
や
り
得
た
こ
と
で
は
な
く
、
一
九
七
三
年
の
「
福
祉
元
年
」
を
前
後
す
る
各
省
庁
の
余
暇
（
レ
ジ
ャ
ー
）
政
策
の
確
立
の
一
環
で
あ

5
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り
、
日
本
も
福
祉
政
策
と
し
て
レ
ジ
ャ
ー
政
策
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
以
降
の
日
本
の
余
暇
・
ス

ポ
ー
ツ
政
策
、
行
政
は
、
世
界
的
な
動
向
と
も
並
行
し
な
が
ら
、
か
つ
日
本
的
な
特
殊
性
を
持
っ
て
進
展
し
た
。

　
こ
う
し
て
七
〇
年
代
前
半
か
ら
中
盤
に
掛
け
て
教
育
・
福
祉
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
を
享
受
す
る
権
利
閥
ス
ポ
ー
ツ

　
（
2
）

権
思
想
と
運
動
が
大
き
く
進
展
し
た
が
、
七
〇
年
代
後
半
、
特
に
八
○
年
代
以
降
は
新
自
由
主
義
下
で
の
福
祉
削
減
、
市
場
化
、
個
人
責

任
主
義
に
よ
る
抑
圧
と
の
対
抗
の
歴
史
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
政
策
研
究
は
も
っ
ぱ
ら
文
部
省
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
そ
れ
と
の
関
連
で
の
日
本
体
育
協
会
等
の
施
策
を
中
心
と
し

て
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
七
三
年
以
降
は
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
経
済
企
画
庁
で
は
七
二
年
に
余
暇
開
発
室
を
設
置
し
、
余
暇

政
策
の
基
本
戦
略
を
構
想
し
た
。
ま
た
、
通
産
省
で
も
七
二
年
に
余
暇
開
発
産
業
室
を
設
置
し
、
余
暇
の
総
合
的
な
研
究
機
関
と
し
て

「
（
財
）
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
て
、
今
後
重
要
性
が
増
す
余
暇
問
題
へ
の
体
制
を
確
立
し
始
め
た
。
建
設
省
で
は
都
市
公
園
の

一
環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
位
置
付
け
、
ま
た
国
民
体
育
大
会
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
建
設
を
推
進
し
て
き
た
。
自
治
省
も
地
方
自
治
体
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
に
伴
う
起
債
（
借
金
）
の
体
制
を
取
り
始
め
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
七
三
年
辺
り
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
含
む
レ
ジ
ャ
ー

関
連
の
統
計
資
料
は
官
民
の
い
ず
れ
か
ら
も
多
数
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
像
の
把
握
の
上
で
は
大
い
に
貢
献
し
た
。

従
っ
て
本
稿
も
そ
れ
ら
の
資
料
を
多
く
駆
使
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
七
〇
年
代
以
降
二
〇
〇
〇
年
辺
り
ま
で
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
全
体
を
ど
う
捉
え
る
か
は
、
そ
れ
自
体
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
本

稿
で
は
以
下
の
よ
う
な
大
ま
か
な
分
類
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
把
握
し
、
位
置
づ
け
る
。

　
六
〇
年
代
い
っ
ぱ
い
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
論
は
主
に
「
B
」
と
「
D
」
の
民
間
企
業
に
よ
る
「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
、
つ
ま
り
多
く
は
プ
ロ

ス
ポ
ー
ッ
観
戦
（
直
接
に
或
い
は
ラ
ジ
オ
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
、
そ
し
て
新
聞
雑
誌
な
ど
）
が
一
つ
の
対
象
で
あ
っ
た
。
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」

と
し
て
は
「
A
」
に
お
け
る
国
・
目
治
体
の
保
障
の
仕
方
、
特
に
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
援
助
の
在
り
方
、
そ
し
て
学
校
教
育
で
の
ス
ポ

6



スポーッの権利・公共性と新自由主義二個人的消費主義との対抗（1）

国・自治体 民間企業

A B
地域スポーックラブ スポーツ施設

するスポーツ スポーツ施設 スポーッ教室，行事

スポーッ教室，行事等

トップスポーッヘの援助

C D
見るスポーツ 公共サッカー場施設 イベント

ユニバーサル・アクセス マスコミ

i
ツ
の
在
り
方
が
そ
の
一
つ
の
対
象
で
あ
っ
た
。
先
述
の
拙
著
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
も
主
に
そ
れ
を
対
象
と
し
て
い
る
。

七
〇
年
代
初
頭
以
降
の
状
況
は
こ
の
点
で
大
き
く
変
化
し
た
。
つ
ま
り
、
国
民
の
「
す
る
ス
ポ
ー
ッ
」
参
加
に
よ
っ
て
、
国
民
ス
ポ
ー

ツ
、
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
の
思
想
、
つ
ま
り
国
民
や
地
域
住
民
の
「
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
権
利
ー
ス
ポ
ー
ッ
権
」
が
生
ま
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
・
自
治
体
に
よ
る
権
利
保
障
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
こ
の
分
野
で
は
そ
れ
ま
で
の
ト
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
援
助
に
加
え
て
、
い
や
む
し
ろ
そ
れ
代
わ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ッ
の
大
衆
化
へ
の
援
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
が
主
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
西
欧
の
福
祉
国
家
は
ま
さ
に
、
こ
の
点
で
典
型
を
示
し
た
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
八
O
年
代
以
降
の
新
目
由
主
義
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
バ
ブ
ル
経
済
の
高
揚
の
中
で
、
民
営
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
暴
走
は
、
「
B
」
の
部
門
を
少
し
ず
つ
肥
大
化
さ
せ
な
が
ら
、
「
A
」
の
領
域
で
既
存
の
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
の
権
利
を
も
浸
食
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
に
問
題
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
一
方
、
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」
に
お
け
る
重
要
さ
も
増
し
て
お
り
、
質
的
な
転
換
を
来
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
範
疇
も
今
後
「
ス
ポ
ー
ツ
権
」
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
で
も
欧
米
で
も
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
そ
の
研
究
は
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
分
野
に
比
較
す
る
と
相
対
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
遅
れ
て
い
る
が
、
徐
々
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
分
野
で
あ
る
。
特
に
こ
の
分
野
で
の
国
・
自
治
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
責
任
は
、
近
年
の
公
共
サ
ッ
カ
ー
場
建
設
問
題
や
自
治
体
の
J
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
ヘ
の
補
助
が
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
一
般
市
民
が
使
用
で
き
ず
、
も
っ
ぱ
ら
プ
ロ
の
J
リ
ー
グ
を
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
と
す
る
大
型
公
共
事
業
は
、
二
〇
〇
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
以
降
は
毎
年
数
億
円
の
赤
字
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
提
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
が
問
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
今
欧
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
大
き
な
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
は
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
等
が
ま

7
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す
ま
す
ペ
イ
．
テ
レ
ビ
化
す
る
中
で
、
国
民
の
見
る
権
利
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
国
民
へ
の
最
低
限
度
の
保
障
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
公
共
性

の
保
護
と
し
て
、
最
も
基
本
的
な
ス
ポ
ー
ツ
番
組
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
は
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
テ
ニ
ス
大
会
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
、
そ

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
の
諸
大
会
を
平
常
の
登
録
視
聴
料
で
見
る
こ
と
を
保
護
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
権
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス

権
と
し
て
そ
の
一
環
に
包
摂
し
な
が
ら
今
後
ス
ポ
ー
ツ
権
自
体
の
内
容
を
豊
富
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
「
メ
デ
ィ
ア
．
ス
ポ
ー
ッ
」
化
が
強
ま
る
中
で
、
テ
ニ
ス
の
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
方
式
の
導
入
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン

ト
制
、
プ
ロ
野
球
の
延
長
時
間
、
イ
ニ
ン
グ
ス
の
規
定
、
サ
ッ
カ
ー
の
V
ゴ
ー
ル
や
P
K
の
採
用
な
ど
の
競
技
内
容
の
変
更
、
あ
る
い
は

競
技
日
程
、
競
技
開
始
時
間
の
設
定
等
、
主
に
テ
レ
ビ
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ッ
文
化
の
改
変
」
が
一
方
的
に
進
ん
で
い
る
。
そ
う
で
は
な
く
、

「
映
像
加
工
禁
止
権
」
や
購
入
し
た
映
像
に
手
を
加
え
る
こ
と
な
ど
も
含
め
て
、
批
評
能
力
を
身
に
付
け
た
「
み
る
」
側
の
意
向
を
汲
み

取
る
た
め
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
・
メ
デ
ィ
ア
・
ス
ポ
ン
サ
ー
・
観
戦
・
視
聴
者
か
ら
な
る
「
メ
デ
ィ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
検
討
委
員
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
よ
う
な
機
関
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
の
新
自
由
主
義
的
政
治
・
経
済
の
導
入
は
ス
ポ
ー
ツ
政
策
、
行
政
の
領
域
に
お
い
て
も
個
人
主
義
化
、
個

人
の
消
費
行
動
観
、
受
益
者
負
担
主
義
に
よ
る
民
営
化
、
あ
る
い
は
減
量
経
営
等
々
、
行
政
責
任
の
曖
昧
化
等
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共

性
の
否
定
的
な
場
面
が
随
所
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
代
生
活
の
基
本
構
造
の
変
化
、
特
に
省
力
化
と
栄
養
過
多
、
そ
し

て
ス
ト
レ
ス
の
強
化
、
ま
た
現
代
生
活
の
人
間
関
係
の
阻
害
化
等
々
の
す
べ
て
が
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
必
須
と
し
て
求
め
亡
い
る
。
従
っ
て
、

そ
れ
に
対
応
す
る
事
が
行
政
上
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
簡
単
に
は
民
営
化
、
個
人
主
義
化
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
七
〇
年
代
初
頭
以
降
の
日
本
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ッ
の
発
展
を
描
く
が
、
そ
の
権
利
・
公
共
性
の
保
障
と
そ
れ
を
阻
害
し
て

き
た
、
そ
し
て
現
在
も
そ
の
最
大
の
障
害
で
あ
る
新
自
由
主
義
に
よ
る
民
営
化
、
個
人
的
消
費
主
義
化
と
の
対
抗
の
関
係
が
描
か
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
よ
り
一
般
化
す
れ
ば
福
祉
主
義
と
新
自
由
主
義
と
の
対
立
で
も
あ
る
。
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スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（1）

　
「
ス
ポ
ー
ッ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
「
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ッ
」
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
」
の
実
現
は
場
所
と
す
れ
ば
学
校
、
職
場
そ
し
て
地
域

で
の
ス
ポ
ー
ツ
を
意
味
し
、
階
層
的
に
は
主
婦
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
社
会
的
弱
者
を
も
当
然
含
む
。
そ
し
て
商
業
施
設
で
の
ス
ポ
ー

ツ
も
含
む
。
「
ス
ポ
ー
ッ
の
発
展
」
と
い
う
場
合
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
高
揚
、
国
際
競
技
会
で
の
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
、
ま
た
、

商
業
施
設
で
の
ス
ポ
ー
ツ
消
費
の
増
大
を
も
含
む
が
、
し
か
し
そ
の
中
軸
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
あ
る
い
は
社
会
体
育
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
自
主
性
、
自
治
性
を
保
障
し
た
発
展
の
度
合
い
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
問
題
の
機
軸
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
そ
れ
ま
で
の
「
社
会
体
育
」
は
主
に
地
域
の
比
較
的
上
層
階
級
に
よ
る
地
域
体
育
協
会
の
事
業
と
同
義
的
で
あ
っ
た
が
、
七
二
、

三
年
辺
り
を
境
に
、
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
と
し
て
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
1
）
　
内
海
和
雄
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
。

（
2
）
　
こ
れ
は
七
〇
年
代
に
法
理
論
と
し
て
深
め
ら
れ
た
。
本
章
で
も
概
略
は
触
れ
ら
れ
る
が
、
詳
し
く
は
内
海
和
雄
著
「
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主

　
体
形
成
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
を
参
照
。
そ
こ
で
は
、
国
民
の
「
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共
性
」
と
し
て
権
利
と
公
共
性
の
表
裏
一
体
の
関

　
係
と
し
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
。

（
3
）
　
朝
日
新
聞
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
七
日
。

（
4
）
　
早
川
武
彦
「
国
際
メ
デ
ィ
ア
戦
略
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
一
メ
デ
ィ
ア
・
ス
ポ
ー
ッ
」
『
研
究
年
報
一
九
九
八
ー
ス
ポ
ー
ッ
と
グ
ロ

　
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ー
』
一
橋
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
室
、
一
九
九
八
年
八
月
一
日
、
三
三
頁
。
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第
一
章
　
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
と
政
策
ー
福
祉
の
向
上
i

　
一
九
七
一
年
四
月
、
そ
れ
ま
で
冷
戦
状
態
に
あ
っ
た
中
国
と
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
国
交
回
復
の
先
鞭
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
卓
球
選
手
団

の
訪
問
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
「
ピ
ン
ポ
ン
外
交
」
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
が
平
和
へ
の
大
き
な
手
段
と
な

る
こ
と
を
世
界
的
に
認
識
さ
せ
た
事
件
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
世
界
で
も
、
メ
デ
ィ
ア
化
、
プ
ロ
化
を
反
映
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
事
実
上
世
界
最
高
水
準
の
競
技
会
と
し

て
の
性
格
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
ず
、
七
四
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

憲
章
改
訂
で
は
ア
マ
チ
ュ
ア
と
い
う
用
語
が
消
え
た
。
こ
う
し
て
、
七
〇
年
代
は
ス
ポ
ー
ツ
が
激
動
す
る
環
境
と
共
に
大
き
く
変
化
し
た

一
〇
年
で
も
あ
っ
た
。

　
国
内
で
は
六
四
年
の
夏
季
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
く
七
二
年
の
冬
季
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
て
、
日
本
は
一
応
先
進
国
と
し

て
の
自
覚
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
は
こ
う
し
た
国
民
意
識
を
も
規
定
す
る
要
素
を
い
っ
そ
う
持
ち
始
め
た
の
が
七
〇
年
代

以
降
の
特
徴
で
も
あ
る
。

一、

七
〇
年
代
の
政
治
経
済
的
動
向

10

1
、
政
治
的
・
思
想
的
動
向

国
土
総
合
開
発
を
一
層
促
進
す
る
「
日
本
列
島
改
造
論
」
を
引
っ
さ
げ
、
資
金
ば
ら
ま
き
で
登
場
し
た
田
中
角
栄
内
閣
（
七
二
年
七
月



スポーッの権利・公共性と新自由主義；個人的消費主義との対抗（1）

七
日
）
は
、
七
四
年
一
〇
月
に
は
そ
の
金
権
政
治
を
マ
ス
コ
ミ
に
一
斉
に
批
判
さ
れ
、
七
六
年
冒
頭
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
は
ボ
ー
イ
ン

グ
機
買
い
入
れ
汚
職
疑
獄
で
そ
の
七
月
に
は
田
中
自
身
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
、
金
権
政
治
の
局
地
を
露
呈
し
た
。

　
七
二
年
五
月
一
二
日
の
沖
縄
の
本
土
復
帰
は
、
本
土
の
沖
縄
化
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
沖
縄
の
復
帰
を
条
件
と
す
る
本
土
へ
の
ア
メ
リ

カ
軍
基
地
の
配
備
を
目
論
み
、
日
本
の
軍
事
大
国
化
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（
一
九
七
五
年
四
月
三
〇
日
集
結
）
へ
の
前
線
基
地
と
な
っ

た
。　

六
〇
年
代
の
「
高
度
経
済
成
長
」
に
よ
り
、
公
害
、
労
働
災
害
は
深
刻
化
し
、
そ
れ
へ
の
対
抗
と
し
て
革
新
自
治
体
が
全
国
で
誕
生
し

た
。
東
京
で
は
六
七
年
四
月
に
美
濃
部
革
新
知
事
が
誕
生
し
、
七
〇
年
代
前
半
に
向
け
て
そ
の
数
は
増
し
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化
や
保

育
所
の
設
置
な
ど
、
多
く
の
福
祉
政
策
を
推
進
し
た
。
そ
し
て
七
〇
年
代
の
遅
く
な
い
時
期
に
東
京
都
知
事
を
生
ん
だ
共
闘
方
式
に
よ
り
、

社
会
党
、
共
産
党
が
中
心
と
な
る
「
民
主
連
合
政
府
」
構
想
も
提
唱
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
動
向
に
危
機
感
を
感
じ
た
保
守
派
は
、
公
選
法
の
改
正
、
小
選
挙
区
制
の
導
入
に
よ
っ
て
革
新
野
党
の
議
席
削
減
を
狙
っ
た

が
世
論
の
反
撃
に
遭
い
、
成
功
し
な
か
っ
た
。

　
長
沼
ナ
イ
キ
基
地
訴
訟
で
の
目
衛
隊
違
憲
判
決
（
七
三
年
九
月
七
日
）
に
対
し
、
そ
の
後
司
法
界
へ
圧
力
を
掛
け
、
「
防
衛
二
法
」
（
七

三
年
九
月
二
三
日
）
を
成
立
さ
せ
、
七
八
年
段
階
に
な
る
と
栗
栖
統
幕
議
長
の
「
有
事
の
際
、
自
衛
隊
は
超
法
規
的
行
動
を
と
る
」
（
七

月
一
九
日
）
と
の
発
言
を
受
け
て
福
田
首
相
が
防
衛
庁
に
有
事
立
法
と
有
事
防
衛
研
究
の
促
進
を
指
示
し
た
。
（
七
月
二
七
日
）
そ
し
て

一
一
月
二
七
日
に
は
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」
が
日
米
安
保
協
議
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
。

　
靖
国
神
社
法
案
を
め
ぐ
っ
て
は
自
民
党
が
衆
議
院
本
会
議
で
単
独
採
決
（
七
四
年
五
月
三
〇
日
、
参
議
院
で
廃
案
）
し
、
改
憲
推
進
の

「
目
主
憲
法
制
定
国
民
会
議
」
集
会
へ
現
職
の
稲
葉
法
務
大
臣
が
出
席
（
七
五
年
五
月
三
日
）
し
た
。
ま
た
福
田
首
相
が
靖
国
神
社
に
内

閣
総
理
大
臣
の
肩
書
き
で
参
拝
・
記
帳
（
八
月
一
五
日
）
し
、
靖
国
神
社
も
東
条
英
機
ら
A
級
戦
犯
一
四
人
を
合
祀
（
一
〇
月
一
七
日
）
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し
、
内
藤
文
部
大
臣
が
日
の
丸
・
君
が
代
・
教
育
勅
語
を
賛
美
（
一
二
月
七
日
）
し
、
翌
七
九
年
に
は
元
号
法
が
多
く
の
世
論
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
公
布
（
六
月
一
二
日
）
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
七
〇
年
代
後
半
の
政
治
、
思
想
の
反
動
化
は
急
速
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
野
党
に
お
い
て
も
一
定
の
右
傾
化
が
生
じ
、
八
O
年
に
は
社
会
党
と
公
明
党
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
社
公
合
意
が
な
さ
れ
、

共
産
党
除
外
の
八
O
年
代
に
入
る
と
同
時
に
、
革
新
連
合
が
社
会
党
の
脱
落
で
終
了
し
た
。
こ
う
し
て
、
「
暗
黒
の
八
O
年
代
」
へ
と
移

行
し
て
い
っ
た
。

　
2
、
経
済
的
動
向

　
（
1
）
　
全
国
総
合
開
発
計
画

　
七
〇
年
の
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
七
三
年
以
降
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
国
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
原
因
と
な
り
、
庶
民
の
日
常
生
活
用

品
の
価
格
急
騰
を
も
た
ら
し
た
。
企
業
や
商
店
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
i
隠
し
が
各
地
で
住
民
か
ら
摘
発
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、
七
四
年

に
は
こ
れ
を
物
価
上
昇
の
「
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
社
内
に
激
を
飛
ば
し
た
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
も
国
会
で
追
及
さ
れ
た
。

　
七
〇
年
に
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
始
ま
り
、
世
界
経
済
は
低
迷
し
始
め
て
い
た
が
、
日
本
の
大
企
業
は
中
小
企
業
“
下
請
け
を
切
り
捨
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

勤
労
者
の
低
賃
金
、
勤
労
者
管
理
と
い
う
「
企
業
社
会
」
体
制
に
よ
っ
て
世
界
的
競
争
力
を
高
め
て
危
機
を
乗
り
切
り
、
こ
れ
ま
で
の
商

品
輸
出
型
経
済
の
い
っ
そ
う
の
強
化
を
推
進
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
内
需
拡
大
政
策
の
一
環
と
し
て
七
三
年
以
降
は
福
祉
が
位
置
付
け
ら

れ
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
も
そ
れ
以
前
と
の
比
較
に
お
い
て
相
対
的
に
は
進
展
し
た
。

　
地
域
で
は
福
祉
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ッ
な
ど
の
社
会
的
共
同
消
費
手
段
の
建
設
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
そ
れ
は
全
国
的
に
革
新

目
治
体
を
誕
生
さ
せ
、
国
政
レ
ベ
ル
で
も
「
民
主
連
合
政
府
」
が
展
望
さ
れ
た
。
以
上
が
中
央
政
府
を
し
て
福
祉
を
姐
上
に
上
げ
さ
せ
た

背
景
で
あ
る
。

12
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こ
う
し
て
一
九
七
三
年
は
曲
が
り
な
り
に
も
国
政
レ
ベ
ル
で
「
福
祉
元
年
」
と
謳
わ
れ
た
年
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
の
福
祉
国
家
と
比

較
し
て
日
本
の
福
祉
は
大
企
業
内
の
福
利
厚
生
を
中
心
に
し
て
少
し
ず
つ
進
展
し
て
き
て
い
た
が
、
国
民
一
般
の
地
域
社
会
レ
ベ
ル
で
の

福
祉
は
貧
弱
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
六
〇
年
代
の
急
速
な
都
市
化
と
公
害
な
ど
の
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
公
害
反
対

の
住
民
運
動
は
全
国
に
広
が
り
、
七
〇
年
代
初
頭
の
四
大
公
害
裁
判
の
原
告
勝
利
へ
の
大
き
な
基
盤
と
な
っ
た
。
七
三
年
の
大
阪
空
港
の

夜
九
時
以
降
の
発
着
禁
止
を
要
求
す
る
裁
判
で
は
、
原
告
弁
護
団
か
ら
住
民
の
「
環
境
権
」
が
提
起
さ
れ
た
。
ま
た
強
ま
る
国
家
の
教
育

統
制
に
抗
し
て
戦
わ
れ
た
「
家
永
教
科
書
裁
判
」
で
は
七
〇
年
七
月
に
い
わ
ゆ
る
「
杉
本
判
決
」
（
東
京
地
裁
）
が
出
さ
れ
、
「
国
民
の
教

育
権
」
論
が
大
き
く
前
進
し
た
。
こ
う
し
て
、
七
〇
年
代
は
六
〇
年
代
の
矛
盾
を
跳
ね
返
す
上
で
、
多
く
の
生
活
分
野
で
「
新
し
い
人

権
」
が
自
覚
さ
れ
、
強
調
さ
れ
始
め
た
。

　
一
九
六
〇
年
代
の
「
高
度
経
済
成
長
」
は
戦
後
復
興
か
ら
の
脱
出
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
六
二
年
一
〇
月
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
全

国
総
合
開
発
計
画
」
（
一
全
総
）
に
よ
る
大
規
模
な
拠
点
開
発
方
式
に
よ
る
公
共
事
業
に
支
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
既
に
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

共
投
資
に
お
け
る
生
産
基
盤
と
生
活
基
盤
の
割
合
は
二
榊
一
と
な
り
、
欧
米
の
そ
れ
の
τ
二
と
は
対
照
的
な
政
策
構
造
で
あ
っ
た
。

「
国
土
総
合
開
発
法
」
（
一
九
五
〇
年
）
に
も
と
づ
く
「
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
」
（
六
二
年
）
、
「
工
業
整
備
特
別
地
域
整
備
促
進
法
」

（
六
四
年
）
は
そ
の
推
進
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
都
市
へ
の
人
口
の
集
中
に
よ
る
都
市
問
題
、

一
方
で
の
過
疎
問
題
の
激
化
と
、
公
害
、
労
働
災
害
等
の
深
刻
さ
を
増
し
た
。
こ
れ
ら
の
高
度
成
長
の
「
ひ
ず
み
」
を
修
正
す
る
と
い
う

名
目
で
、
六
九
年
五
月
の
閣
議
決
定
に
よ
る
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
（
新
全
総
な
い
し
二
全
総
）
が
八
五
年
を
目
標
年
次
と
し
て
制

定
さ
れ
、
推
進
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
新
幹
線
、
高
速
道
路
の
重
視
と
大
規
模
開
発
な
ど
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
が
採
ら
れ
、
高
度
成

長
の
ひ
ず
み
の
是
正
ど
こ
ろ
か
、
田
中
角
栄
首
相
の
「
日
本
列
島
改
造
論
」
に
追
い
打
ち
を
掛
け
ら
れ
、
い
っ
そ
う
の
過
疎
過
密
を
進
行

さ
せ
、
地
価
高
騰
を
来
し
た
。
（
図
表
1
－
1
－
1
参
照
）
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図表1－1－1全国総合開発計画（一次から四次まで）のあらまし

全国総合開発計

　（一全総）

新全国総合開発
画　（二全総）

第三次全国総合

発計画

（三全総）

第四次全国総合

発計画

（四全総）

閣議決定 1962年10月 1969年5月 1977年11月 1987年6月

目標年次 1970年 1985年 1987年ごろ 2000年

背　　景 ・戦後復興から

度経済成長

・池田勇人首相

「所得倍増

画」

・高度経済成長

ひずみ（過

・過疎な
）・田中角栄首相

「日本列島

造論」

・環境・エネル

ー問題の深
化・安定成長路線

・大平正芳首相

「田園都市

想」

・東京圏への一

集中

中曾根康弘首

の「民活」

「都市再開

論」

基本目標 ・地域間格差の

小のため工

の地方分散

・過密・過疎の
消・人間と社会の

和

・自然・生活・

産の調和

地方での人口

住

・東京への一極

中の是正

多極分散型国

の形成

開発方式 ・拠点開発方式 ・大規模プロジ

クト方式
新幹線・高
道路の重視

大規模開
）

・定住圏構想
大都市への
口集中の抑

と地方の振

）

・交流ネットワ

ク構想（交

・通信網の

備と全国一

交通圏構
）

おもな施 ・新産業都市建

促進法
1962年）

工業整備特別

域整備促進

（1964年）

・苫小牧東部地

，むつ小川

地区などの

規模開発

国土軸の形成

太平洋ベル
ト地帯を北へ

長）

・モデル定住圏

定要綱

遷都問題の重

性を指摘

・リゾート法
1987年）

多極分散型国

形成促進法

1987年）

都市計画の規

緩和

計画の問

点

・大都市への人

の集中

・地価高騰

過密過疎の激

・計画途中から

市への人口

中が再発

・バブル経済の

き金

出典1五十嵐敬善，小川明雄『公共事業をどうするか』岩波新轡，1997年，P57．
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スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（1）

　
（
2
）
　
『
経
済
社
会
基
本
計
画
』
ー
福
祉
元
年
ー

　
「
新
経
済
社
会
発
展
計
画
」
（
七
〇
～
七
五
年
）
が
一
九
七
〇
年
五
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
内
外
情
勢
は
急
激
な
転
換
を

示
し
、
単
な
る
補
正
で
は
な
く
新
し
い
計
画
の
策
定
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
作
成
さ
れ
た
の
が
白
経
済
社
会
基
本
計
画
－
活
力

あ
る
福
祉
社
会
の
た
め
に
ー
』
（
経
済
企
画
庁
編
、
』
九
七
三
年
二
月
一
三
日
閣
議
決
定
）
で
あ
る
。
七
三
～
七
七
年
の
五
年
間
の
指

針
で
あ
る
。
国
際
経
済
動
向
の
緊
迫
化
と
こ
れ
に
伴
う
円
切
り
上
げ
、
公
害
や
都
市
過
密
の
深
刻
化
等
へ
の
対
処
策
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
成
長
一
辺
倒
の
考
え
方
で
な
く
、
「
公
害
は
な
く
、
自
然
環
境
が
豊
か
に
保
た
れ
、

ま
た
教
育
や
社
会
保
障
も
充
実
し
、
国
民
の
生
活
に
安
定
と
ゆ
と
り
を
約
束
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
協
調
し
つ
つ
長
期
的
に
発
展

を
続
け
る
経
済
社
会
は
、
活
力
あ
る
経
済
活
動
と
国
民
の
努
力
に
よ
っ
て
初
め
て
実
現
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
社
会
を
わ
れ
わ

れ
は
活
力
あ
る
福
祉
社
会
と
呼
ぶ
。
」
（
二
～
一
二
頁
）
そ
の
た
め
に
「
従
来
の
よ
う
な
G
N
P
等
の
経
済
指
標
に
加
え
て
、
国
民
福
祉

を
よ
り
総
合
的
に
表
現
す
る
指
標
（
た
と
え
ば
国
民
福
祉
指
標
「
N
N
W
（
Z
雪
Z
碧
δ
9
一
名
＆
畦
①
）
」
な
ど
）
に
つ
い
て
開
発
に
努

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
（
二
七
頁
）
と
述
べ
た
。
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
、
①
豊
か
な
環
境
の
創
造
、
②
ゆ
と
り
の
あ
る
安
定
し

た
生
活
、
③
物
価
の
安
定
、
④
国
際
協
調
の
推
進
、
⑤
産
業
政
策
、
科
学
技
術
政
策
、
⑥
財
政
金
融
政
策
の
政
策
体
系
が
立
て
ら
れ
た
。

特
に
公
害
を
克
服
し
つ
つ
、
社
会
保
障
の
充
実
を
強
調
す
る
が
、
基
本
は
全
国
新
幹
交
通
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
国
土
総
合
開
発

推
進
、
土
地
政
策
、
社
会
資
本
の
充
実
等
こ
れ
ま
で
の
「
土
建
的
」
開
発
が
い
っ
そ
う
大
規
模
化
し
て
提
起
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
と
共
に
「
福
祉
元
年
」
の
宣
言
書
と
し
て
社
会
保
障
、
福
祉
領
域
が
今
ま
で
以
上
に
強
調
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
は
②
ゆ
と
り
の
あ
る
安
定
し
た
生
活
の
「
自
由
時
間
の
充
実
」
の
中
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
と
し
て
、

「
増
大
す
る
余
暇
を
楽
し
み
な
が
ら
、
人
間
本
来
の
活
動
力
を
取
り
戻
す
と
い
う
意
味
で
現
代
生
活
の
不
可
欠
の
要
素
」
（
五
九
頁
）
と
し
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て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
新
語
を
使
用
し
、
「
国
は
一
〇
年
程
度
の
期
間
を
目
途
と
し
た
施
設
整
備

の
目
標
を
設
定
し
、
地
方
公
共
団
体
は
地
域
の
実
情
に
即
し
て
具
体
的
な
施
設
整
備
計
画
を
策
定
し
、
整
備
事
業
の
推
進
に
あ
た
る
。
施

設
の
維
持
、
管
理
、
運
営
は
、
原
則
と
し
て
地
方
公
共
団
体
が
あ
た
る
」
（
五
九
頁
）
と
し
て
、
公
共
の
責
任
を
強
く
自
覚
し
た
。
ま
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
に
あ
た
っ
て
は
ス
ポ
ー
ツ
指
導
、
健
康
指
導
に
あ
た
る
指
導
者
の
養
成
を
強
調
し
、
国
民
各
層
の
二

ー
ズ
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
国
、
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
て
総
合
的
な
余
暇
行
政
の
確
立
を
は
か
る
こ
と
を
提
起
し
た
。

　
「
経
済
社
会
基
本
計
画
－
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
た
め
に
ー
』
と
並
行
し
て
、
経
済
審
議
会
の
中
に
「
N
N
W
開
発
委
員
会
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

設
け
ら
れ
、
七
三
年
一
月
に
「
中
間
報
告
メ
モ
」
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
民
所
得
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
な
い
プ
ラ
ス
及
び
マ
イ
ナ
ス

の
要
素
を
加
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
福
祉
国
民
所
得
ま
た
は
純
国
民
福
祉
と
い
う
べ
き
新
し
い
福
祉
の
指
標
を
構
成
し
よ
う
と
い
う
試
み

で
あ
る
。
（
三
頁
）
こ
れ
は
教
育
、
保
健
医
療
、
社
会
福
祉
、
個
人
消
費
、
社
会
資
本
、
余
暇
時
間
な
ど
の
プ
ラ
ス
要
素
と
同
時
に
公
害

へ
の
対
策
や
都
市
化
に
伴
う
損
失
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
要
素
を
差
し
引
い
て
算
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
一
九
六
〇
年
度
の
指
数
を
一

〇
〇
と
す
る
と
一
九
五
五
年
は
七
六
・
八
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
五
年
は
一
四
四
・
七
、
そ
し
て
一
九
七
〇
年
は
一
二
八
．
九
と
な
っ
て

い
る
。
確
か
に
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
に
掛
け
て
例
え
ば
環
境
維
持
費
の
よ
う
に
約
一
〇
倍
、
そ
の
経
費
に
は
含
み
き
れ
な
い
環
境
汚
染
費

が
六
・
五
倍
と
、
極
め
て
強
い
環
境
悪
化
の
マ
イ
ナ
ス
点
を
示
し
て
い
る
が
、
一
方
で
の
個
人
耐
久
消
費
財
サ
ー
ビ
ス
一
三
倍
化
、
政
府

の
社
会
資
本
サ
ー
ビ
ス
の
四
倍
化
な
ど
を
含
め
て
プ
ラ
ス
面
も
大
き
く
伸
び
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
余
暇
時
間
で
い
え
ば
約
二
倍
強

で
あ
る
。
（
一
四
頁
）
こ
の
よ
う
な
新
た
な
福
祉
指
標
に
よ
っ
て
今
後
の
国
民
福
祉
を
測
定
し
よ
う
と
い
う
動
向
も
現
れ
た
。

　
さ
て
、
『
経
済
社
会
基
本
計
画
－
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
た
め
に
　
　
』
で
は
福
祉
の
具
体
化
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
強
調
さ
れ

た
。
「
地
方
の
時
代
」
と
も
言
わ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
各
省
庁
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
」
を
打
ち
出
し
て
、
コ
、
、
、
ユ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
関
係
省
庁
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
作
成
さ
れ
た
の
が
保
健
体
育
審
議
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スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（1）

　　　　　　　　　図表1－1－2年間総実労働時間の推移

陶塒
㈱

　　　　翠
　　　　／＼．

卜／＼＼＼総実労働時間

器路 　＼一　　　23町
　　　　　　　　　　　　　，，這

　　　　　　　　　　　　　　　＼．
　　　　　　　　　　　　　　　　＼o

縛曳、卿　＼　　＿
一　、＼…曼…乳ど輸櫨嵐

一　所定内労働時間、　　　2016＼1972

．　　　　嬰　櫻鵡讐1論蝶撫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ8981脳　＼．1879

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1866＼1胆1　＼1842

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1823　’、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1774
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1780㌧・一・、1750
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1772　　　’・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1772　　　’。1742

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1709
　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

D　　　35　　　40　　　45　　　50　　　55　　　60616263元234567891011
1和“ρ＿．，、一＿．＿＿，＿＿一＿，，＿＿＿＿．一＿　　、 　　　　　　　　平成　　　　　　　　　（年）

㎜

測

2200

2100

㈱

1900

1脚

1700　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　30　　　　　　　35　　　　　　　40　　　　　　　45　　　　　　　50　　　　　　　55

　　昭和
　出典1労働省「毎月勤労統計調査」（注）事業所規模30人以上
　　　　（余暇開発センター『レジャー白書』平成12年版，7頁）

会
答
申
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い

て
」
（
一
九
七
二
年
＝
一
月
）
で
あ

る
。　

こ
の
時
の
日
本
の
年
間
総
実
労
働

時
間
は
図
表
1
－
1
－
2
に
見
る
よ
う

に
、
一
九
六
〇
年
代
の
「
高
度
経
済

成
長
」
を
支
え
た
長
時
間
、
劣
悪
な

労
働
条
件
、
「
猛
烈
社
員
」
、
特
に
六

〇
（
昭
和
三
五
）
年
は
二
四
三
二
時

間
で
あ
る
。
そ
の
後
七
〇
年
代
に
入

り
急
速
に
減
少
し
、
七
五
年
の
二
〇

六
四
時
間
ま
で
減
少
し
た
。
七
〇
年

か
ら
は
政
府
主
導
で
週
休
二
日
制
の

導
入
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
内
実
は
、
七
〇
年
に
は
完

全
週
休
二
日
制
は
全
企
業
の
O
・
四

％
（
全
労
働
者
の
四
・
五
％
）
で
あ

17



一橋大学研究年報　人文科学研究　38

り
、
七
八
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
・
六
％
（
二
四
％
）
で
あ
る
。
一
方
、
不
完
全
形
態
の
週
休
二
日
制
（
月
一
～
三
回
）
は
七
〇
年
と
七
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
・
四
％
（
一
七
・
九
％
）
か
ら
四
四
・
七
％
（
七
二
・
三
％
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
差
は
大
き
く
事
業
規
模
間
の
格

差
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
労
働
時
間
短
縮
の
背
後
に
は
、
六
〇
年
代
の
長
時
間
労
働
に
対
す
る
諸
外
国
か
ら
の
批
判
へ
の
対

応
を
迫
ら
れ
た
こ
と
、
六
〇
年
代
の
技
術
革
新
で
労
働
密
度
が
高
ま
り
、
現
実
に
週
休
二
日
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、

七
三
年
、
七
四
年
の
急
激
な
減
少
は
七
三
年
秋
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
不
況
・
低
成
長
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
六
〇
年
代
、

七
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
そ
し
て
そ
の
後
も
、
こ
の
統
計
に
は
示
さ
れ
な
い
「
サ
r
ビ
ス
残
業
」
が
か
な
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
多
く

の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
労
働
時
間
統
計
か
ら
見
れ
ば
遥
か
に
少
な
い
九
〇
年
代
に
表
面
化
し
た
「
過
労
死
」
は
、
そ
の
名
称
こ
そ

無
か
っ
た
も
の
の
、
既
に
こ
の
七
〇
年
代
に
も
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
六
〇
年
代
よ
り
は
減
少
し
た
労
働
時
間
の
活
用
、
そ
し
て
六
〇
年
代
以
降
の
過
剰
生
産
体
制
に
よ
る
「
高
度
経
済
成
長
」

は
国
民
の
所
得
を
高
め
、
消
費
意
欲
を
高
め
た
。
確
か
に
労
働
時
問
は
短
縮
さ
れ
た
が
、
生
産
現
場
に
お
け
る
機
械
化
、
オ
フ
ィ
ス
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
O
A
）
化
の
中
で
労
働
密
度
は
高
ま
り
、
身
体
的
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
需
要
は
高
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
は
国
民
の
ス
ポ

ー
ッ
要
求
を
い
っ
そ
う
高
揚
さ
せ
た
。

　
こ
の
中
で
、
国
民
生
活
に
お
け
る
価
値
観
が
、
図
表
1
－
1
－
3
の
よ
う
に
、
七
〇
年
代
は
未
だ
「
住
生
活
」
「
食
生
活
」
が
大
き
な
位

置
を
占
め
て
い
る
が
、
七
〇
年
代
後
半
に
は
「
食
生
活
」
を
抜
き
、
「
レ
ジ
ャ
i
・
余
暇
生
活
」
が
二
位
と
な
り
、
八
三
年
に
は
「
住
生

活
」
を
も
抜
い
て
、
そ
の
後
は
上
昇
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

　
そ
の
一
要
素
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
世
帯
別
消
費
は
図
表
1
－
1
－
4
の
よ
う
で
あ
る
。
六
三
年
に
は
＝
一
一
七
五
円
で
、
全
消
費
支
出

の
O
・
二
九
％
で
あ
る
が
、
七
〇
年
に
は
年
間
三
八
〇
二
円
で
あ
り
、
O
・
四
％
へ
と
比
率
は
増
大
し
た
。
そ
し
て
七
〇
年
代
は
約
三
倍

化
と
大
き
く
進
展
し
た
。
そ
の
大
半
は
ス
ポ
ー
ツ
用
旦
ハ
・
用
品
類
へ
の
出
費
で
あ
る
が
、
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
不
況
・
低

18
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図表1－1－3　これからの生活の力点の推移

％
「

　
ω
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25
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10

5

　1975　　　　1977　　　　1979　　　　1981　　　　1983　　　　1985　　　　1987　　　　1989　　　　1991　　　　1993　　　　1995　　　　1997

0

出典：総理府広報室「国民生活に関する世論調査」より作成

→＿衣生活

4一酎久消費財
＿白＿食生活

→唖＿住生活

一崇一レジャー・余暇生活

図表1－1－4　家計に占めるスポーツ支出
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㎜
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（
単
位
”
円
／
年

㎜
10000
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0

ロスボーツ月謝

スボーツ入場

スポーツ用品

奔

藍
巳

肇
ざ

“
　
ヌ

～
げ
写
告
～

“
き
冨

蓑 く
　
蕃

雪
蕊

硬
砦
冒

出興：総務庁統計局「家計調査年報」より作成，
＊「スポーツ用品」には1963～79年までは「スポーッ用品」「ボール」「野球用具」「他の運動用具」を含み，

80年からは「ゴルフ用具」も含む．
＊「スポーツ入場」には79年までは「観戦料」と「ゲーム代」を含み，80年代からは「観戦料」と「スポー
ツ施設使用料」である．しかしそのうち，使用皿が95％を占めている。
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成
長
の
時
代
、
企
業
は
賃
金
上
昇
を
で
き
る
だ
け
抑
制
し
、
人
員
整
理
・
雇
用
の
手
控
え
等
に
よ
る
減
量
経
営
を
徹
底
し
、
一
方
企
業
内

で
も
い
っ
そ
う
の
労
働
強
化
を
推
進
し
た
。
こ
の
一
環
に
Q
C
運
動
や
Z
D
運
動
な
ど
、
職
場
の
「
五
人
組
制
度
」
等
の
監
視
と
創
意
を

狙
っ
た
労
務
管
理
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
労
働
者
の
企
業
意
識
の
高
ま
り
を
持
ち
な
が
ら
、
他
方
で
は
仕
事
以
外
で
の
息
抜
き
を
求
め
始

め
た
。
そ
こ
で
の
余
暇
関
連
消
費
は
七
四
年
以
降
は
極
め
て
切
り
つ
め
ら
れ
た
が
、
ス
ポ
ー
ッ
等
の
行
動
型
、
活
動
型
の
余
暇
活
動
は
増

え
た
。（

1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

こ
れ
以
降
の
日
本
社
会
の
分
析
と
福
祉
国
家
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
と
し
た
。

・
渡
辺
治
『
現
代
日
本
の
帝
国
主
義
　
形
成
と
構
造
』
大
月
書
店
、
一
九
九
六
年
、

・
二
宮
厚
美
編
『
国
家
改
造
と
自
治
体
リ
ス
ト
ラ
』
自
治
体
研
究
社
、
一
九
九
七
年
、

・
後
藤
道
夫
編
『
日
常
世
界
を
支
配
す
る
も
の
』
大
月
書
店
、
一
九
九
五
年
、

・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ピ
ア
ソ
ン
「
曲
が
り
角
に
き
た
福
祉
国
家
』
未
来
社
、
一
九
九
六
年
、

・
ポ
ー
ル
・
ワ
イ
ル
デ
ィ
ン
グ
他
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
社
会
福
祉
』
け
い
草
書
房
、
一
九
八
九
年
。

宮
本
憲
一
『
社
会
資
本
論
』
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
。

経
済
審
議
会
N
N
W
開
発
委
員
会
編
『
新
し
い
福
祉
指
標
　
N
N
W
』
一
九
七
三
年
四
月
五
日
。

桝
潟
俊
子
「
不
況
・
低
成
長
下
で
変
貌
す
る
労
働
者
の
余
暇
」
『
国
民
生
活
研
究
』
第
二
〇
巻
第
二
・
三
合
併
号
、

一
九
八
○
年
一
〇
月
。

20

二
、
関
連
省
庁
の
体
力
つ
く
り
・
余
暇
政
策
の
確
立

一
九
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
後
、
そ
の
「
敗
北
」
の
原
因
の
一
つ
に
国
民
の
体
力
不
足
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
影
響
は
六
八
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年
改
訂
の
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
体
力
」
の
強
調
、
つ
ま
り
行
間
体
育
の
誕
生
、
教
育
課
程
と
し
て
の
「
ク
ラ
ブ
活
動
」
の
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

（
そ
の
一
方
で
の
「
部
活
動
」
の
位
置
づ
け
の
曖
昧
化
）
、
教
科
体
育
で
の
体
力
目
標
と
指
導
の
強
化
な
ど
、
学
校
教
育
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
た
が
、
時
は
日
本
の
「
高
度
経
済
成
長
」
の
真
っ
直
中
で
あ
り
、
「
猛
烈
社
員
」
像
に
典
型
化
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
面
か
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

国
民
の
体
力
強
化
は
必
至
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
六
四
年
一
二
月
に
は
閣
議
決
定
「
国
民
の
健
康
・
体
力
増
強
対
策
に
つ
い
て
」
（
六

四
年
一
二
月
一
八
日
）
を
受
け
て
翌
六
五
年
三
月
に
当
時
の
関
連
省
庁
一
一
他
、
一
六
八
の
民
間
団
体
も
加
わ
っ
て
「
体
力
つ
く
り
国
民

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

会
議
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
、
六
四
年
一
一
月
一
七
日
付
で
佐
藤
栄
作
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
、
国
民
生
活
審
議
会
へ
「
経
済
発
展
に
伴
い
確
保
さ

れ
る
べ
き
望
ま
し
い
生
活
内
容
お
よ
び
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
的
政
策
い
か
ん
」
を
諮
問
し
た
。
そ
の
答
申
が
一
九
六
六
年
一
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

月
｝
五
日
に
『
将
来
の
国
民
生
活
像
－
二
〇
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
ー
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
過
去
の
経
済
成
長
政
策
が
わ
が
国
の
経

済
を
西
欧
先
進
諸
国
の
水
準
に
引
き
上
げ
、
国
民
の
所
得
水
準
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
に
そ
の
意
義
を
認
め
つ
つ
も
、
所

得
の
増
大
が
必
ず
し
も
そ
れ
に
応
じ
た
国
民
の
福
祉
の
増
大
に
深
く
結
び
つ
か
な
か
っ
た
面
も
あ
」
（
一
頁
）
り
、
「
今
や
合
理
的
な
国
民

の
福
祉
の
増
大
を
目
指
す
べ
き
時
に
き
て
い
る
し
、
そ
の
力
も
で
き
つ
つ
あ
る
」
（
四
頁
）
と
し
て
、
生
活
の
諸
局
面
つ
ま
り
「
食
生
活

と
保
健
」
「
住
宅
と
生
活
環
境
」
「
教
育
と
分
化
」
「
余
暇
」
に
つ
い
て
の
充
実
を
提
起
し
た
。

　
同
じ
認
識
の
下
に
、
国
民
生
活
審
議
会
は
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
必
要
性
を
認
識
し
、
そ
れ
を
七
一
年
秋
か
ら
始
め
た
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
レ
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
、
七
二
年
一
二
月
二
五
日
に
『
レ
ジ
ャ
ー
へ
の
提
言
－
消
費
者
保
護
の
立
場
か
ら

（
6
）

1
』
を
発
刊
し
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
「
レ
ジ
ャ
i
施
設
の
供
給
不
足
と
い
う
背
景
の
も
と
で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
企
業
主
導

型
に
さ
せ
」
て
お
り
、
「
公
共
部
門
を
中
心
と
す
る
社
会
資
本
の
供
給
が
著
し
く
お
く
れ
て
」
（
二
頁
）
お
り
、
こ
の
結
果
、
「
レ
ジ
ャ
ー

産
業
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
す
な
わ
ち
安
全
性
の
欠
如
、
契
約
の
片
務
性
、
局
部
的
閉
鎖
性
等
を
も
た
ら
す
」
（
六
頁
）
と
し
た
。
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そ
し
て
業
種
別
具
体
的
問
題
点
と
対
策
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
領
域
で
は
、
ス
キ
i
場
や
ス
ケ
ー
ト
場
の
安
全
管
理
対
策
の
不
備
が
指
摘

さ
れ
、
「
一
億
総
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
実
現
」
（
一
一
頁
）
の
た
め
に
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
促
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
学
校
体
育
施
設

お
よ
び
事
業
所
施
設
の
開
放
の
促
進
と
ス
ポ
ー
ツ
指
導
体
制
の
整
備
を
指
摘
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
全
省
庁
に
跨
る
指
摘
の
出
さ
れ
る
の
と
並
行
し
て
、
監
督
官
庁
と
し
て
の
総
務
庁
で
は
関
連
省
庁
の
「
体
力
つ
く
り
関
連
予

算
」
を
集
約
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
図
表
1
－
2
－
1
で
あ
る
。
こ
れ
で
見
る
と
、
七
〇
年
代
当
初
は
総
額
七
〇
〇
億
円
程
度
で
あ
っ
た
が
、

七
五
年
よ
り
｝
二
〇
〇
億
円
に
上
昇
し
、
そ
れ
以
降
八
一
年
の
三
二
二
〇
億
円
ま
で
急
激
な
上
昇
を
続
け
た
。
こ
の
予
算
の
内
実
は
、
七

〇
年
代
当
初
は
「
事
業
振
興
費
」
が
主
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
減
少
し
、
七
二
年
か
ら
は
「
施
設
整
備
費
」
が
急
速
な
上
昇
を
示
し
た
。

先
の
総
額
の
上
昇
は
こ
の
「
施
設
整
備
費
」
の
上
昇
に
比
例
し
て
い
る
。
こ
の
上
昇
が
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
上
昇
を
支
え
た
。
一

方
、
「
指
導
者
育
成
費
」
と
「
組
織
育
成
費
」
は
遥
か
に
少
額
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
「
福
祉
向
上
」
と
内
需
拡
大
策
が
］
致
し

て
ス
ポ
ー
ツ
を
含
む
「
体
力
つ
く
り
関
連
予
算
」
は
大
き
く
上
昇
し
た
。

　
従
来
の
余
暇
研
究
は
風
俗
ど
し
て
の
余
暇
あ
る
い
は
余
暇
活
動
の
現
象
面
に
つ
い
て
、
余
暇
の
領
域
内
だ
け
で
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
「
高
度
経
済
成
長
」
を
経
て
、
「
労
働
者
の
余
暇
生
活
を
労
働
過
程
を
も
含
む
全
体
の
生
活
過
程
の
な
か
で
相
対
的
に
把
握

　
　
　
　
　
（
7
）

す
る
こ
と
が
重
要
」
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
先
述
の
よ
う
に
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
よ
る
労
働
時
間
の
減
少
、
所
得
水
準
の
上
昇
、
外
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

か
ら
の
批
判
を
か
わ
す
た
め
、
そ
し
て
公
害
や
労
働
災
害
等
の
矛
盾
を
覆
い
隠
す
「
吸
収
装
置
」
と
し
て
余
暇
が
位
置
付
け
ら
れ
た
た
め

に
、
行
政
と
し
て
も
余
暇
政
策
を
持
つ
必
要
性
が
出
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
こ
れ
以
降
の
余
暇
政
策
は
、
経
済
成
長
の
一
側
面
と
し
て
、
労
働
者
管
理
政
策
と
し
て
、
健
康
維
持
政
策
と
し
て
、
そ
し
て

教
育
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
と
し
て
、
ま
す
ま
す
大
き
な
比
重
を
持
っ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
七
〇
年
代
の
余
暇
意
識
は
七

二
年
と
七
九
年
と
の
比
較
で
い
え
ば
、
企
業
の
合
理
化
の
中
で
、
仕
事
へ
の
傾
斜
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
め
て
い
く
限
ら
れ
た
一
部
管
理
的
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　　図表1－2－1　全省庁の体力っくり予算の推移（自治省分地方債を除く）
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職
種
に
従
事
す
る
労
働
者
と
、
仕
事
は
「
人
並
み
」
に
し
て
相
対
的
に
余
暇
へ
の
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

斜
を
強
め
る
大
量
の
労
働
者
へ
と
の
「
二
極
分
化
」
傾
向
が
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
「
吸
収
装
置
」
と
し
て
の
職
場
ス
ポ
ー
ツ
は
、
大
企
業
の
福
利
厚
生
と
し

て
、
労
働
者
管
理
、
対
労
働
組
合
対
策
と
い
う
視
点
か
ら
も
労
務
管
理
と
も
絡
み
な

が
ら
、
そ
の
施
設
の
伸
び
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
七
〇
年
代
に
は
大
き
く
進
展
し

た
。　

ま
た
、
同
様
な
背
景
の
も
と
に
、
各
省
庁
で
は
余
暇
行
政
部
門
の
整
備
を
設
け
、

本
格
的
な
余
暇
政
策
を
進
展
し
た
。
そ
し
て
七
二
年
を
境
に
「
総
合
行
政
と
し
て
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
m
）

暇
行
政
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。
」

　
次
い
で
、
い
く
つ
か
の
主
要
な
省
庁
の
個
別
な
対
応
を
見
て
お
こ
う
。

　
①
　
経
済
企
画
庁

　
経
済
企
画
庁
で
は
『
経
済
社
会
基
本
計
画
ー
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
た
め
に

ー
』
を
作
成
す
る
過
程
で
、
七
二
年
に
長
官
官
房
に
余
暇
開
発
室
を
設
置
し
た
。

そ
し
て
七
四
年
四
月
に
は
組
織
令
を
改
正
し
「
余
暇
に
お
け
る
生
活
の
充
実
」
を
加

え
、
余
暇
行
政
の
総
合
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
日
本
の
余
暇
行

政
全
体
の
情
報
セ
ン
タ
ー
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
が
発
足
し
た
。
余
暇
開
発
室
で

は
今
後
の
施
策
の
手
始
め
と
し
て
「
余
暇
問
題
基
本
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
七
三

年
八
月
に
基
本
的
な
政
策
文
書
『
余
暇
社
会
へ
の
構
図
－
余
暇
政
策
の
今
後
の
あ
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（
U
）

り
方
1
』
を
発
表
し
、
そ
の
後
の
余
暇
政
策
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
。
余
暇
が
拡
大
す
る
原
因
と
し
て
次
の
四
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
「
所
得
の
上
昇
」
「
労
働
時
間
の
短
縮
」
「
国
際
経
済
環
境
の
変
化
と
産
業
構
造
の
転
換
」
「
都
市
化
の
進
行
と
労
働
に
お
け
る
疎

外
の
深
化
」
で
あ
る
。
し
か
し
「
生
産
第
一
主
義
」
「
勤
労
第
一
主
義
」
に
よ
っ
て
余
暇
問
題
を
低
く
見
る
雰
囲
気
の
未
だ
に
強
い
中
で
、

今
後
の
余
暇
政
策
の
方
向
と
し
て
、

　
・
商
業
レ
ジ
ャ
ー
の
拡
大
に
対
す
る
適
切
な
誘
導
と
調
整

　
・
国
民
の
レ
ジ
ャ
ー
意
識
の
啓
発
、
レ
ジ
ャ
ー
態
度
の
転
換

　
・
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
・
レ
ジ
ャ
ー
の
推
進
、
余
暇
を
通
じ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
基
本
と
し
た
。

　
余
暇
に
は
「
休
養
的
な
余
暇
」
「
娯
楽
的
な
余
暇
」
「
創
造
的
あ
る
い
は
自
己
実
現
的
な
余
暇
」
が
あ
り
、
前
二
者
は
労
働
疲
労
の
回
復

用
の
も
の
で
あ
り
、
先
の
生
産
第
一
主
義
者
た
ち
の
余
暇
観
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
今
後
重
要
な
の
が
後
者
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
、
と
し
て
今
後
の
余
暇
行
政
の
課
題
と
し
て
次
の
九
点
を
示
し
た
。

　
・
余
暇
行
政
機
構
の
整
備

　
・
統
計
・
資
料
の
整
備
と
余
暇
環
境
資
源
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立

　
・
週
休
二
日
制
等
労
働
時
間
短
縮
の
促
進

　
・
余
暇
意
識
の
啓
発
と
余
暇
生
活
能
力
形
成
の
た
め
の
条
件
整
備

　
・
余
暇
環
境
の
整
備

　
・
余
暇
情
報
の
提
供

　
・
老
人
・
身
体
障
害
者
の
余
暇
の
充
実
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・
余
暇
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
推
進
と
価
格
上
昇
へ
の
対
策

　
・
余
暇
に
お
け
る
格
差
の
是
正

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
そ
の
後
の
地
方
自
治
体
の
余
暇
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
も
共
通
し
て
問
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
公
共
の

責
任
、
消
費
者
保
護
、
そ
し
て
住
民
の
格
差
是
正
等
の
視
点
が
し
っ
か
り
と
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
七
五
年
七
月
に
は
経
済
企
画
庁
で
の

余
暇
関
連
各
省
庁
連
絡
会
議
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
づ
く
り
の
一
本
化
の
長
期
計
画
推
進
へ
の
合
意
が
為
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
こ
の
文
書
を
作
成
し
た
経
済
企
画
庁
の
職
員
が
も
っ
と
理
論
的
、
体
系
的
に
ま
と
め
た
の
が
『
現
代
の
余
暇
』
で
あ
る
。
当
時
、
未
だ

に
強
か
っ
た
余
暇
行
政
へ
の
主
要
な
批
判
、
つ
ま
り
「
余
暇
な
ど
は
行
政
の
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
、
取
る
に
足
り
な
い
も
の
」
や
「
余

暇
は
人
間
の
内
面
性
に
関
わ
る
も
の
だ
か
ら
行
政
が
余
暇
に
関
わ
る
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
事
に
対
し
て
、
余
暇
が
単
な
る
労
働
へ
の
補

助
で
な
く
、
現
代
生
活
の
必
須
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
「
余
暇
環
境
の
整
備
は
、
本
来
の
そ
の
性
格
上
、
共
同
消
費
的
な
側
面

が
強
く
、
い
わ
ゆ
る
公
共
財
的
な
性
格
を
持
ち
、
必
ず
し
も
営
利
企
業
の
対
象
と
な
り
に
く
い
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
、
余
暇
環
境
は
行
政
の
果
た
す
べ
き
基
本
的
な
任
務
と
考
え
ら
れ
」
（
一
三
五
頁
）
る
と
し
て
、
当
時
の
正
当
な
認
識
を
示
し
た
。
ま

た
、
「
商
業
レ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
意
識
的
な
誘
導
に
よ
っ
て
、
金
銭
多
消
費
型
レ
ジ
ャ
ー
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
、
主
体
性
の
あ
る
レ
ジ
ャ

ー
活
動
が
阻
害
さ
れ
る
」
（
一
二
八
頁
）
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、
「
健
全
で
安
価
な
レ
ジ
ャ
ー
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、
公
的
余
暇
環

境
施
設
の
拡
充
を
急
ぐ
」
こ
と
も
提
起
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
に
、
今
後
の
余
暇
行
政
の
課
題
と
し
て
次
の
七
点
を
提
起
し

た
。　

・
労
働
時
間
の
短
縮

　
・
余
暇
環
境
の
整
備
（
大
規
模
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
お
よ
び
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ジ
ャ
i
施
設
の
整

　
　
備
）
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・
指
導
者
の
育
成

　
・
消
費
者
保
護
の
充
実

　
・
余
暇
情
報
の
提
供
と
余
暇
意
識
の
啓
発

　
・
余
暇
に
お
け
る
不
平
等
の
是
正

　
・
余
暇
行
政
機
構
の
整
備

　
こ
れ
ら
は
、
当
然
に
し
て
先
の
『
余
暇
社
会
へ
の
構
図
－
余
暇
政
策
の
今
後
の
あ
り
方
1
』
と
重
複
す
る
部
分
も
多
い
が
、
余
暇

時
代
の
到
来
や
海
外
の
余
暇
な
ど
、
独
自
な
展
開
も
詳
し
く
、
当
時
の
経
済
企
画
庁
の
余
暇
政
策
の
基
本
資
料
の
一
つ
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。　

二
年
後
、
同
じ
経
済
企
画
庁
で
は
今
後
予
想
さ
れ
る
「
資
源
・
環
境
の
制
約
、
経
済
の
安
定
成
長
へ
の
移
行
な
ど
の
経
済
的
条
件
の
変

化
」
「
高
学
歴
化
、
高
齢
化
、
高
密
度
化
な
ど
の
社
会
的
条
件
の
変
化
」
「
国
民
意
識
、
価
値
観
の
変
化
な
ど
の
経
済
社
会
環
境
の
変
化
」

に
対
応
す
る
た
め
に
「
総
合
社
会
政
策
基
本
問
題
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
七
七
年
八
月
に
『
総
合
社
会
政
策
を
求
め
て
1
福
祉
社
会

　
　
　
　
（
1
3
）

へ
の
論
理
1
』
を
得
た
。
こ
こ
で
も
こ
れ
ま
で
の
「
経
済
の
論
理
」
優
先
か
ら
「
社
会
の
論
理
」
優
先
へ
の
転
換
を
強
調
し
、
人
的
資

源
（
健
康
、
労
働
、
教
育
な
ど
）
、
物
的
資
源
（
所
得
、
消
費
、
住
宅
、
物
的
環
境
な
ど
）
は
も
と
よ
り
、
文
化
的
資
源
（
余
暇
、
文
化
、

価
値
観
な
ど
）
、
関
係
的
資
源
（
家
族
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
社
会
階
層
と
社
会
移
動
な
ど
）
を
含
む
ト
ー
タ
ル
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
対
象

と
し
た
「
総
合
社
会
政
策
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
こ
の
場
合
の
総
合
化
と
は
｝
元
化
、
中
央
集
権
化
、
画
一
化
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
累
積
的
不
平
等
を
生
む
な
ど
の
欠
陥
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
自
由
と
平
等
の
バ
ラ
ン
ス
を

い
か
に
維
持
す
る
か
を
課
題
と
し
、
集
団
主
義
、
平
等
、
必
要
原
則
を
尊
重
し
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
」
を
確
立
し
、
そ
の
基
礎

的
部
分
の
充
足
は
政
府
公
共
部
門
の
責
任
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
個
人
主
義
、
自
由
、
能
力
原
則
を
最
大
限
に
生
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か
す
。
こ
れ
ら
の
具
体
化
は
、
市
場
原
理
と
議
会
制
民
主
主
義
の
機
能
を
生
か
し
つ
つ
、
行
政
の
公
開
、
地
方
分
権
、
各
種
の
参
加
を
も

っ
て
行
う
。
つ
ま
り
労
働
組
合
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
。
ハ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
責
任
と
役
割
の
目
覚
、
労
働
者
の
経
営
参
加
な
ど
日
本
版
コ
ー

ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
を
も
っ
て
推
進
す
る
。

　
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
り
、
福
祉
主
義
を
一
定
程
度
に
反
映
し
た
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
路
線
で
あ
り
、
福
祉
の
シ
ビ
ル

ミ
ニ
マ
ム
を
行
政
責
任
と
し
て
自
覚
し
て
い
た
。

　
②
　
通
産
省

　
通
産
省
で
も
七
二
年
に
余
暇
開
発
産
業
室
を
設
置
し
、
今
後
重
要
性
が
増
す
余
暇
問
題
へ
の
体
制
を
確
立
し
、
そ
の
実
働
部
隊
と
し
て

通
産
省
、
経
済
企
画
庁
そ
し
て
民
間
が
共
同
で
四
月
に
「
（
財
）
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
は
余
暇
問

題
に
関
す
る
民
間
の
総
合
的
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
、

　
・
余
暇
開
発
に
関
す
る
基
礎
的
、
総
合
的
な
調
査
研
究

　
・
委
託
を
受
け
て
行
う
余
暇
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
案
ま
た
は
政
府
へ
の
提
言

　
・
先
行
試
行
的
な
余
暇
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
の
設
置
運
営

を
機
能
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
年
か
ら
多
く
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
余
暇
に
関
す
る
日
本
の
代
表
的
な
機
関
と
し
て
機
能
し
た
。

　
さ
て
、
通
産
省
余
暇
開
発
産
業
室
で
は
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
一
九
七
三
年
三
月
一
日
に
は
『
わ
が
国
余
暇
の
現

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
に
レ

状
と
余
暇
時
代
へ
の
展
望
』
を
出
し
て
、
通
産
省
と
し
て
の
余
暇
政
策
を
確
立
し
た
。
多
数
の
省
庁
が
多
彩
な
余
暇
開
発
政
策
を
展
開
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
中
で
、
通
産
省
の
役
割
と
し
て
次
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
し
た
。

　
・
余
暇
情
報
提
供
機
能
の
確
保

　
・
余
暇
関
連
機
械
・
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
改
善
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・
余
暇
産
業
の
適
正
な
姿
で
の
振
興
と
消
費
者
保
護

　
．
余
暇
問
題
を
め
ぐ
る
産
業
活
動
と
社
会
と
の
調
和
の
確
保
、
で
あ
る
。

　
欧
米
と
の
余
暇
の
比
較
を
し
な
が
ら
、
日
本
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
休
養
型
余
暇
（
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
、
休
養
時
間
）
」

が
多
く
、
「
活
動
型
余
暇
（
旅
行
、
鑑
賞
、
観
劇
、
趣
味
、
娯
楽
、
交
際
、
教
養
、
読
書
な
ど
の
時
間
）
」
が
少
な
い
が
、
ス
ポ
ー
ッ
な
ど

の
活
動
型
余
暇
へ
の
要
望
は
強
い
。
け
れ
ど
も
、
施
設
な
ど
の
条
件
不
足
が
そ
の
阻
害
要
因
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　
七
四
年
八
月
に
は
産
業
構
造
審
議
会
余
暇
部
会
が
今
後
の
余
暇
行
政
の
あ
り
方
と
し
て
体
育
館
、
コ
ー
ト
類
な
ど
の
施
設
の
充
実
が
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

要
で
あ
る
と
の
答
申
「
余
暇
総
覧
」
を
通
産
相
に
答
申
し
た
。
こ
れ
は
七
三
年
一
月
よ
り
四
小
委
員
会
二
一
分
科
会
に
お
い
て
二
二
〇
名

の
委
員
を
持
っ
て
小
委
員
会
一
四
回
、
分
科
会
一
六
〇
回
の
会
合
を
開
き
、
「
第
｝
部
　
現
代
と
余
暇
」
「
第
二
部
　
外
国
の
余
暇
と
余
暇

生
活
」
「
第
三
部
　
余
暇
関
連
産
業
の
現
状
と
将
来
」
「
第
四
部
　
余
暇
問
題
へ
の
公
的
対
応
」
の
全
面
展
開
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
通

産
省
と
し
て
も
今
後
の
産
業
構
造
の
一
環
と
強
く
位
置
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
欧
米
諸
国
の
余
暇
に
追
い
付
く
た
め
に
も
、
そ
し
て
余
暇

が
よ
り
豊
か
な
人
間
生
活
の
再
構
築
の
上
か
ら
も
必
須
で
あ
り
、
そ
の
機
会
は
す
べ
て
の
人
々
に
均
等
で
あ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
余

暇
行
政
の
実
行
主
体
を
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
国
が
こ
れ
ら
を
誘
導
、
援
助
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
給
）

　
こ
の
時
期
を
「
総
合
行
政
と
し
て
の
余
暇
行
政
の
始
ま
り
」
と
規
定
し
た
。
そ
れ
以
降
の
余
暇
行
政
の
時
代
区
分
は
図
表
1
－
2
－
2
の

よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
因
れ
ば
、
一
九
七
二
年
ま
で
を
前
史
と
す
れ
ば
、
七
二
年
か
ら
七
三
年
を
「
始
動
期
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
七
三
年
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
「
余
暇
、
観
光
と
い
う
言
葉
の
付
い
た
予
算
は
す
べ
て
カ
ッ
ト
」
「
余
暇
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
う
事
態
と
な
っ

た
。
し
か
し
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
O
年
代
前
半
に
か
け
て
国
民
の
「
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇
生
活
」
へ
の
関
心
も
高
ま
り
、
「
再
復
興
期
」

と
な
っ
た
。
（
八
○
年
代
後
半
の
「
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
と
働
き
過
ぎ
批
判
対
応
の
時
期
」
、
九
〇
年
代
の
「
不
況
対
応
自
由
時
間
活
用
期
」
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に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
八
O
年
代
、
九
〇
年
代
の
展
開
の
中
で
再
度
触
れ
る
。
）

　
③
行
政
管
理
庁

　
行
政
管
理
庁
で
は
、
余
暇
の
重
要
性
が
増
す
に
従
っ
て
、
公
的
余
暇
施
設
の
整
備
、
運
営
も
い
っ
そ
う
そ
の
重
要
性
を
増
す
こ
と
か
ら
、

公
的
余
暇
施
設
の
管
理
運
営
の
実
情
を
把
握
し
、
今
後
の
関
連
施
策
推
進
の
基
礎
資
料
に
資
す
る
た
め
に
行
政
管
理
庁
で
は
公
的
余
暇
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

設
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
七
七
年
当
時
、
福
岡
県
の
市
町
村
長
が
考
え
る
地
域
社
会
施
設
と
し
て
、
「
体
育
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
」
の
必
要
性
が
他
の
公
共
施
設
を
抑
え
て
が
第
一
位
と
二
位
を
占
め
た
こ
と
は
、
単
に
福
岡
県
の
特
殊
性
に
限
ら
ず

全
国
の
目
治
体
に
一
般
性
を
持
っ
た
も
の
と
決
定
付
け
て
い
る
。

　
④
　
建
設
省

　
建
設
省
で
は
建
設
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
都
市
計
画
中
央
審
議
会
」
が
「
都
市
に
お
け
る
公
園
緑
地
等
の
計
画
的
整
備
を
推
進
す

る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
」
（
七
二
年
四
月
）
答
申
し
、
そ
れ
を
基
礎
に
「
都
市
公
園
等
整
備
緊
急
措
置
法
」
が
六
月
に
公
布
さ
れ
、
「
第

一
次
都
市
公
園
等
整
備
五
力
年
計
画
」
（
同
六
月
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
（
こ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
段
階
の
第
六
次
計
画
ま
で
継
続
さ
れ
て

い
る
。
）
こ
う
し
て
、
都
市
公
園
整
備
計
画
が
主
要
な
公
共
事
業
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
陸
上
競
技
場
や
野
球
場
、
球
技
場
、

プ
ー
ル
、
運
動
広
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
等
の
半
数
近
く
が
こ
の
都
市
公
園
建
設
事
業
と
し
て
、
建
設
省
関
係
の
補
助
金
で
建
設
さ
れ
て

行
く
。
そ
の
た
め
の
体
制
が
建
設
省
に
お
い
て
も
確
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
計
画
の
発
足
に
よ
り
、
国
庫
補
助
対
象
事
業
の
拡
大
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

整
備
水
準
の
目
標
の
ア
ッ
プ
等
々
、
法
令
化
に
伴
う
実
質
的
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
始
め
た
。
（
建
設
省
に
関
連
す
る
都
市
公
園
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
建
設
に
つ
い
て
は
、
八
○
年
代
以
降
に
触
れ
る
。
）

　
⑤
　
自
治
省

　
目
治
省
で
は
、
七
三
年
度
の
国
の
予
算
及
び
財
政
投
融
資
計
画
が
策
定
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
自
治
省
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
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図表1－2－2　余暇施策の時代区分

L前史
（～1971年）

2始動期
（1972年～73
年）

3沈滞期
（1973年オィ

ルショック
～）

4再復興期
（1970年代後

半～80年代
前半）

5リソ“一ト・

ブームと働き

すぎ批判対応

の時期　（80

年代後半）

6不況対応自
由時間活用期

（90年代）

（戦前）

・明治政府→旧慣の村の遊び日を減らし国民の一斉休日に代替

・大正期，工場法（1911，1926）による労働時間短縮

・戦時期，社会政策として余暇の最低ラインが論議

（戦後）

・個別行政としての余暇行政の時代

　（スポーツは文部省，観光は運輸省，基盤整備は建設省といった各省庁の
対応）

●国民宿舎（1956）国民休暇村（61）など公営レジャー施設整備の時代

・1960年前後，労働時間短縮への転換とレジャー・ブーム

・総合行政としての余暇政策の検討（68年国民生活審議会報告書など）

・海外での取り組みの刺激（69年にGNP世界第2位となり海外を意識）
米国：1962議会委員会の大統領への報告Outdoor　Recreatlon　for

　　　America
　フランス11963ラングドック・ルシオン計画（75年最終目標）
　　　　国の第6次経済社会発展計画（75年目標）で余暇政策明示
　ドイッl　l960スポーッ施設建設計画（オリンピァ協会，75年目標）

・総合行政としての余暇行政のはじまり

・通産省，経企庁担当部局設置，余暇開発センター設立
・産構審余暇部会答申（「余暇総覧」）

●兵庫・埼玉県での担当部局設置（県ごとに独自の検討の結果である。地域

同士のヨコの連絡が取れてきたのは74年都道府県余暇行政担当者会議開
始後）

●この時期の成果…総合行政の開始（国，自治体）

　　　　　　　→国民の意識改革（レジャーは悪ではない＊）

　　　＊県に余暇関連部局が出来たとき，主なクレームは，税金を使って

　　　余暇を振興するとはもってのほかであるというものであった。（瀬

　　　沼氏談）

・「余暇どころでない」（政府高官発言）→余暇，観光という言葉のっいた予

算はすへてカット，自治体の余暇を冠した部局は生活文化課などへ名称変

更，報告書等でも余暇を自由時間と言い換え
・数年続く

・国民の豊かさ向上→労働時間延長の一方で余暇志向高まる（総理府世論調

査で今後の生活の力点として「レジャー・余暇生活」をあげるもの1976
年1α0％から83年26．3％へ上昇し，「住生后」を上回って第1位へ．な
お，これ以降90年の372％のピークに達した後，35％前後の横ばいへ）

・86～89各政党の余暇提言（後にも先にもこの時期のみ）

・85G→87新前川レポート→88改正労働基準法
・87リゾート法（日常生活圏での余暇は充実してきたが非日常生活圏での
余暇，すなわちリゾートの充実が課題視されるに至った）

・この時期の成果…労働時間短縮の気運と制度，リゾート開発（不動産投機

という負の側面を伴いっっ）

・労働時間の短縮進む

・余暇活動は全体として低迷

・お金のかからないレジャー（安近短），レジャーより個人の時間投資

・NPOへの期待の盛り上がり（95年阪神淡路大震災）

（財）余暇開発センター編『時間とは

1999年11月，31頁．

幸せとは一自由時間政策ビジョンー』通産調査会出版部，

30



スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（1）

「
余
暇
利
用
施
設
の
整
備
推
進
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
七
三
年
度
地
方
債
計
画
に
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業
債
」

の
項
目
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
余
暇
利
用
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
」
（
一
九
七
三
年
五
月
）
を
発
し
、

「
見
て
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
」
か
ら
「
参
加
し
て
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
」
へ
の
移
行
に
対
応
し
て
住
民
の
身
近
な
場
所
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
．

ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
を
整
備
す
る
計
画
を
提
案
し
、
そ
の
た
め
の
必
須
事
項
を
研
究
し
よ
う
と
研
究
会
を
設
け
、
七
四
年
三
月
に
『
レ
ク
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
研
究
調
査
報
告
書
』
を
提
起
し
て
、
自
治
体
の
施
策
の
促
進
と
、
施
設
建
設
に
伴
う
地
方
債
発
行
の
基
準

を
示
し
た
。
こ
こ
で
は
文
部
省
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
の
「
日
常
生
活
圏
域
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
整
備
基
準
」
が
参
考

に
さ
れ
た
。

　
⑥
　
労
働
省

　
労
働
省
で
は
、
労
働
基
準
法
研
究
会
第
二
小
委
員
会
が
、
そ
れ
ま
で
の
労
働
時
間
や
休
日
・
休
暇
に
関
す
る
基
本
動
向
の
調
査
検
討
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ま
と
め
て
、
七
一
年
ご
一
月
に
労
働
大
臣
へ
報
告
書
『
日
本
の
労
働
時
間
・
休
日
・
休
暇
の
現
状
』
を
提
出
し
た
。
こ
こ
で
の
主
要
な
論

点
は
、
労
働
時
間
問
題
を
「
国
民
の
福
祉
の
向
上
」
「
豊
か
な
生
活
の
実
現
」
と
い
う
観
点
か
ら
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
、
労
働
時
間

問
題
は
国
際
経
済
競
争
面
で
の
公
正
競
争
条
件
の
重
要
な
要
素
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
そ
し
て
産
業
構
造
の
高
度
化
・
就
業
構
造

の
近
代
化
の
推
進
及
び
国
民
経
済
全
体
の
生
産
性
向
上
を
前
提
に
す
べ
き
で
あ
る
、
等
で
あ
る
。
当
時
、
週
休
二
日
制
は
完
全
形
態
は
少

な
い
も
の
の
、
諸
形
態
総
体
で
は
七
〇
年
に
は
企
業
の
四
・
四
％
（
労
働
者
の
一
七
・
九
％
）
が
一
九
七
五
年
に
は
同
じ
く
四
四
・
二
％

（
七
〇
・
九
％
）
へ
と
急
速
に
増
加
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
報
告
書
で
労
働
時
間
問
題
が
国
の
政
策
の
中
で
、
単
に
時
間
の

長
さ
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
福
祉
を
は
じ
め
そ
の
他
広
範
な
社
会
・
経
済
全
般
に
関
わ
る
質
的
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
労
働
省
の
余
暇
政
策
（
労
働
者
の
ス
ポ
ー
ツ
も
含
む
）
へ
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
た
。
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⑦
　
文
部
省

　
文
部
省
も
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
総
合
的
な
推
進
部
局
と
し
て
、
七
二
年
一
二
月
に
文
部
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
保
健
体
育
審
議

会
答
申
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
を
得
て
、
主
に
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
「
日
常
生
活
圏
域
に

お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
基
準
」
を
設
け
た
。
こ
の
基
準
は
翌
年
二
月
の
『
経
済
社
会
基
本
計
画
』
に
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
と
し
て
引
き
取
ら
れ
た
。
文
部
省
は
七
四
年
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
ス
ポ
ー

ツ
の
大
衆
的
、
高
度
的
普
及
振
興
策
を
も
っ
て
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
後
に
詳
述
す
る
。

　
こ
う
し
て
、
一
九
七
三
年
二
月
の
『
経
済
社
会
基
本
計
画
－
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
た
め
に
　
　
』
を
軸
に
、
そ
れ
と
前
後
し
て
、

福
祉
重
視
の
雰
囲
気
の
中
で
、
余
暇
、
体
力
つ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
政
策
と
そ
の
推
進
体
制
が
国
全
体
で
整
備
さ
れ
た
の
が
、
七
〇

年
代
初
頭
か
ら
中
盤
の
基
本
的
な
特
徴
で
あ
る
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

内
海
和
雄
『
部
活
動
改
革
ー
生
徒
主
体
へ
の
道
1
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
。

内
海
和
雄
「
体
育
科
の
「
新
学
力
観
」
と
評
価
』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
六
年
。

内
海
和
雄
「
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
。

（
財
）
健
康
・
体
力
づ
く
り
事
業
財
団
「
健
康
・
体
力
つ
く
り
運
動
二
五
年
の
あ
ゆ
み
』
一
九
九
一
年
三
月
。

国
民
生
活
審
議
会
編
『
将
来
の
国
民
生
活
像
　
　
二
〇
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
ー
』
一
九
六
六
年
一
一
月
一
五
日
。

国
民
生
活
審
議
会
編
『
レ
ジ
ャ
ー
へ
の
提
言
－
消
費
者
保
護
の
立
場
か
ら
ー
』
一
九
七
二
年
一
二
月
二
五
日
。

桝
潟
俊
子
「
労
働
者
の
余
暇
生
活
　
　
労
働
過
程
と
の
関
係
を
中
心
に
ー
」
『
国
民
生
活
研
究
』
第
一
六
巻
第
三
号
、

桝
潟
俊
子
「
閉
塞
す
る
現
代
の
労
働
と
余
暇
」
『
国
民
生
活
研
究
』
第
二
一
巻
第
三
号
、
一
九
八
一
年
一
二
月
。

同
前
、
五
六
頁
。

一
九
七
六
年
一
二
月
。
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（
1
0
）
　
（
財
）
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
編
、
通
産
省
余
暇
開
発
室
監
修
『
時
間
と
は
　
幸
せ
と
は
1
自
由
時
間
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
ー
』
通
商
産
業
調
査

　
会
出
版
部
、
一
九
九
九
年
一
一
月
、
三
二
頁
。

（
H
）
　
経
済
企
画
庁
余
暇
開
発
室
編
『
余
暇
社
会
へ
の
構
図
　
　
余
暇
政
策
の
今
後
の
あ
り
方
　
　
』
一
九
七
三
年
八
月
。

（
1
2
）
　
喫
斗
隆
文
『
現
代
の
余
暇
』
日
経
文
庫
、
一
九
七
四
年
四
月
。

（
1
3
）
　
経
済
企
画
庁
国
民
生
活
政
策
課
編
「
総
合
社
会
政
策
を
求
め
て
ー
福
祉
社
会
へ
の
論
理
1
』
（
総
合
社
会
政
策
基
本
問
題
研
究
会
報
告
書
、

　
一
九
七
七
年
八
月
。

（
1
4
）
　
通
商
産
業
省
余
暇
開
発
産
業
室
編
『
わ
が
国
余
暇
の
現
状
と
余
暇
時
代
へ
の
展
望
』
一
九
七
三
年
三
月
一
日
。

（
1
5
）
　
通
産
省
産
業
審
議
会
余
暇
部
会
『
余
暇
総
覧
』
通
産
省
余
暇
産
業
開
発
室
編
、
一
九
七
四
年
一
一
月
。

（
1
6
）
　
（
財
）
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
編
、
通
産
省
余
暇
開
発
室
監
修
「
時
間
と
は
　
幸
せ
と
は
1
自
由
時
間
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
ー
』
通
商
産
業
調
査

　
会
出
版
部
、
一
九
九
九
年
一
一
月
、
三
一
頁
。

（
1
7
）
　
行
政
管
理
庁
行
政
監
察
局
『
公
的
余
暇
施
設
の
現
状
と
問
題
点
　
　
余
暇
関
連
公
的
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
調
査
結
果
報
告
書
　
　
』
一
九

　
七
七
年
｝
二
月
。

（
B
）
　
伊
藤
英
昌
「
都
市
公
園
等
整
備
長
期
計
画
の
解
雇
と
展
望
」
『
公
園
緑
地
』
第
五
九
巻
第
四
号
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
。

（
1
9
）
　
（
財
）
地
方
自
治
協
会
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ッ
施
設
研
究
調
査
報
告
書
」
　
一
九
七
四
年
三
月
。

（
2
0
）
　
労
働
基
本
法
研
究
会
第
二
小
委
員
会
『
日
本
の
労
働
時
間
・
休
日
・
休
暇
の
現
状
』
一
九
七
一
年
一
二
月
。
尚
、
こ
の
報
告
書
の
分
析
は
野
沢

浩
「
低
成
長
で
後
退
す
る
『
余
暇
』
1
先
進
国
な
み
に
進
ま
ぬ
日
本
の
制
度
化
1
」
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
七
七
年
一
一
月
二
九
日
、
参
照
。

　
　
三
、
七
二
年
保
健
体
育
審
議
会
答
申

文
部
省
は
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
行
政
に
お
け
る
中
心
的
な
部
局
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
そ
の
施
策
を
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
す
る
。

33



一橋大学研究年報　人文科学研究　38

　
1
、
審
議
過
程

　
そ
も
そ
も
こ
の
期
の
保
健
体
育
審
議
会
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
敗
北
後
の
若
年
層
か
ら
の
選
手
養
成
策
を
意
図
し
て
六
七
年
七
月
八
日
に
設

け
ら
れ
た
。
だ
が
、
審
議
会
で
は
、
そ
の
基
礎
と
し
て
の
国
民
一
般
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
受
け
皿
の
不
足
、
つ
ま
り
指
導
者
や
施
設
不
足

も
指
摘
さ
れ
、
そ
う
し
た
中
で
の
学
校
の
対
外
競
技
基
準
の
緩
和
は
「
花
だ
け
咲
い
て
実
が
な
ら
な
い
」
と
の
指
摘
を
受
け
、
「
あ
ら
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

め
て
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
振
興
の
基
本
方
策
に
っ
い
て
諮
問
」
さ
れ
た
経
過
が
あ
る
。
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
資
料
の
少
な
さ
か
ら
、

六
九
年
七
～
八
月
に
掛
け
て
文
部
省
体
育
局
始
ま
っ
て
以
来
の
大
が
か
り
な
「
社
会
体
育
実
態
調
査
」
を
行
い
、
七
〇
年
に
は
学
校
体

育
・
社
会
体
育
合
同
分
科
委
員
会
小
委
ロ
貝
会
（
川
本
信
正
委
員
長
）
を
設
け
て
多
数
の
会
合
を
重
ね
、
答
申
に
漕
ぎ
着
け
た
。

　
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
総
数
は
一
四
万
八
千
強
で
あ
り
、
そ
の
内
学
校
施
設
は
七
二
．
五
％
の
圧
倒
的
多

数
を
占
め
、
公
共
施
設
は
七
％
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
民
間
施
設
（
職
場
一
六
％
、
非
営
利
一
．
七
％
、
営
利
二
．
八
％
）
は

二
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
学
校
施
設
を
除
く
体
育
施
設
だ
け
で
見
る
と
、
公
共
施
設
は
そ
の
う
ち
の
二
五
％
で
あ
る
が
、
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

部
省
と
し
て
は
将
来
五
〇
％
ぐ
ら
い
が
妥
当
と
考
え
た
。
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2
、
七
二
年
答
申
の
内
容

　
実
は
こ
の
保
健
体
育
審
議
会
と
並
行
し
て
文
部
大
臣
は
社
会
教
育
審
議
会
に
も
「
急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
処
す
る
社
会
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
六
八
年
七
月
一
〇
日
に
諮
問
し
た
。
そ
し
て
そ
の
答
申
は
文
部
省
体
育
局
の
「
社
会
体
育
実
態
調
査
」
の
結
果
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

踏
ま
え
て
、
社
会
教
育
推
進
の
全
般
に
わ
た
り
答
申
し
た
。
（
七
一
年
四
月
三
〇
日
）
ま
さ
に
、
経
済
成
長
や
技
術
革
新
の
進
展
と
、
人

口
高
齢
化
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
、
核
家
族
化
、
情
報
の
激
増
と
多
様
化
、
余
暇
時
間
の
増
加
、
そ
う
し
た
一
方
で
個
性
喪
失
、
人
間
疎
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外
、
世
代
間
の
断
絶
、
地
域
連
帯
意
識
の
希
薄
化
、
交
通
災
害
、
公
害
、
自
然
破
壊
の
進
行
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
噴
出
す
る
中
で
き
社

会
教
育
を
広
く
捉
え
な
が
ら
進
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
特
に
社
会
体
育
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
人
間
関
係
形
成

の
重
要
な
活
動
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
た
め
の
施
設
、
教
室
、
指
導
者
の
養
成
な
ど
、
社
会
教
育
行
政
が
積
極
的
に
指
導
性
を
発

揮
す
る
こ
と
、
特
に
第
一
次
的
に
は
市
町
村
、
こ
れ
を
広
域
的
に
は
都
道
府
県
で
対
応
し
、
国
も
財
政
援
助
な
ら
び
に
地
方
交
付
税
に
よ

る
財
源
確
保
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
公
民
館
活
動
の
高
揚
と
の
関
わ
り
で
提
起
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
社
会
教
育
の
雰
囲
気
の
中
で
、
保
体
審
答
申
は
先
の
調
査
に
よ
る
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
率
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
現
状
分
析

の
上
に
作
成
さ
れ
た
。
職
場
ス
ポ
ー
ツ
の
実
態
把
握
も
着
実
に
行
わ
れ
、
そ
の
上
で
そ
れ
へ
の
期
待
も
強
く
な
さ
れ
た
。
答
申
の
中
心
は

イ
ギ
リ
ス
の
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
ス
ポ
ー
ッ
」
計
画
、
西
ド
イ
ッ
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
プ
ラ
ン
」
、
フ
ラ
ン
ス
「
ス
ポ
ー
ッ
協
会
体

育
施
設
五
力
年
計
画
」
そ
し
て
米
国
等
の
国
際
的
な
動
向
も
反
映
し
て
、
人
口
比
で
の
地
域
必
要
施
設
設
置
基
準
を
算
出
し
た
こ
と
で
あ

る
。
（
図
表
1
－
3
－
1
）
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
の
約
2
0
％
が
週
一
回
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
こ
と
を
前
提
、
基
礎
数
と
し
て
計
算
さ
れ
た
。

こ
れ
は
そ
の
後
の
国
、
地
方
自
治
体
の
施
策
の
上
で
、
大
き
な
指
針
と
な
っ
た
。
例
え
ば
人
口
五
万
人
の
自
治
体
の
必
要
ス
ポ
ー
ッ
施
設

数
は
、
面
積
一
〇
、
O
O
O
㎡
（
例
え
ば
一
〇
〇
m
四
方
）
の
運
動
広
場
が
三
ヵ
所
、
面
積
二
、
二
〇
〇
㎡
（
例
え
ば
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
約

四
面
）
の
コ
！
ト
六
ヵ
所
、
床
面
積
七
二
〇
㎡
（
例
え
ば
約
二
五
×
二
九
m
）
の
体
育
館
三
ヵ
所
、
床
面
積
三
〇
〇
㎡
（
例
え
ば
一
七
×

一
八
m
）
の
柔
剣
道
場
一
ヵ
所
、
そ
し
て
水
面
積
四
〇
〇
㎡
（
例
え
ば
二
〇
×
二
〇
m
）
プ
ー
ル
三
ヵ
所
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
答
申
の
特
徴
は
資
金
の
確
保
の
し
か
た
に
も
あ
っ
た
。

　
　
「
施
設
の
整
備
は
、
基
本
的
に
は
国
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
課
題
と
し
て
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
日
常
生
活
圏
域
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
福
祉
を
い
っ
そ
う
増
進
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
原
則

　
と
し
て
市
町
村
が
主
体
と
な
り
、
広
域
生
活
圏
域
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
施
設
に
つ
い
て
は
、
関
係
市
町
村
の
適
正
な
分
担
ま
た
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図表1－3－1　日常生活圏域における体育・スポーッ施設の整備基準

　　　人口規模
設 1万人 3万人 5万人 10万人

屋
外
運
動
場

運動広場

面積10，000m2の

　運動広場

　　1か所

面積10，000m2の

　運動広場

　　2か所

面積10，000m2の

　運動広場

　　3か所

面積10，000m2の

　運動広場

　　6か所

コ　ー　ト

面積1，560m2の

　　コート

　　2か所

面積2，200m2の

　　コート

　　4か所

面積2，200m2の

　　コート

　　6か所

面積2，840m2の

　　コート

　10か所

屋
内
運
動
場

体育館

床面積720m2の
　　体育館

　　1か所

床面積720m2の
　　体育館

　　2か所

床面積720m2の
　　体育館

　　3か所

床面積720m2の
　　体育館

　　5か所

柔剣道場

床面積200m2の
　柔剣道場

　　1か所

床面積300m2の
　柔剣道場

　　1か所

床面積300m2の
　柔剣道場

　　1か所

床面積400m2の
　柔剣道場

　　1か所

プ　ー　ル

水面積400m2の
　　プール

　　1か所

水面積400m2の
　　プール

　　2か所

水面積400m2の
　　プール

　　3か所

水面積400m2の
　　プール

　　6か所

　
は
都
道
府
県
も
し
く
は
国
の
負
担
に
よ
り
、
そ
の
整
備
を
行
う
も
の

　
と
す
る
。
な
お
、
地
方
公
共
団
体
の
整
備
す
る
体
育
施
設
に
対
し
て

　
は
国
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
補

　
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
こ
れ
は
七
〇
年
代
初
頭
の
国
全
体
の
福
祉
理
念
の
高
揚
を
反
映
し
て
、

国
民
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
お
け
る
国
や
地
方
自
治
体
つ
ま
り
公
共
機
関
の

責
務
を
強
調
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
で
の
「
福
祉
元
年
」
の
ス
ポ
ー
ツ

版
が
こ
こ
に
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
こ
の
答
申
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
の
高
度
化
に
つ
い
て
は
各
競
技

団
体
の
個
別
な
課
題
の
域
を
出
ず
、
未
だ
国
家
政
策
と
し
て
十
分
な
世

論
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
殆
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ス
ポ
ー

ツ
の
大
衆
的
普
及
を
焦
点
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
十
分
に
発
揮
し
た
。

（
1
）
　
内
海
和
雄
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九

　
九
三
年
、
一
二
五
頁
。
尚
、
こ
の
保
健
体
育
審
議
会
の
審
議
経
過
と
答

　
申
内
容
の
分
析
は
、
こ
の
本
に
依
る
。

（
2
）
石
川
智
亮
「
わ
が
国
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
拡

充
－
諸
外
国
と
の
比
較
に
お
い
て
ー
」
「
文
部
時
報
』
第
一
皿
三
〇
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号
、

（
3
）

一
九
七
一
年
八
月
、
三
五
頁
。

社
会
教
育
審
議
会
「
急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
処
す
る
社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
1
答
申
1
」

一
九
七
｝
年
四
月
三
〇
日
。

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（1）

　
3
、
七
二
年
答
申
以
降
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
「
行
政
機
構
の
整
備
」
「
施
設
の
整
備
」
「
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
・
団
体
の
育
成
」
「
学
校
部
活
動
の
地
域
と
の
連
携
」

「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
」
「
ス
ポ
ー
ッ
情
報
の
提
供
」
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
・
医
学
の
推
進
」
等
と
の
関
連
で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
自
治
体
の
施
策
な
ど
も
そ
う
し
た
柱
、
領
域
で
推
進
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
そ
の
う
ち
、
主
に
「
行
政
機
構
の
整
備
」
「
施
設
整

備
」
「
ク
ラ
ブ
育
成
」
「
活
動
推
進
」
に
焦
点
化
し
て
検
討
す
る
。

　
（
1
）
　
文
部
省
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

　
①
ス
ポ
ー
ツ
行
政
機
構
の
整
備

　
文
部
省
体
育
局
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
所
管
部
局
の
再
編
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
制
強
化
の
た
め
に
一
九
六
二
年
に
ス
ポ
ー
ッ
課
を
発

足
さ
せ
た
。
こ
れ
は
目
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
（
社
会
体
育
）
担
当
部
局
設
置
に
も
連
動
し
た
。

　
全
国
の
目
治
体
に
お
け
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
担
当
課
の
設
置
状
況
」
は
図
表
1
－
3

2
の
よ
う
で
あ
る
。
全
国
三
二
五
一
市
区
町
村
の

内
、
「
設
置
し
て
い
る
」
自
治
体
は
一
九
七
〇
年
ま
で
に
約
一
五
〇
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
二
七
五
自
治
体
が
増
え
て
、
総
計

約
四
三
〇
自
治
体
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
向
上
と
そ
れ
に
対
す
る
自
治
体
の
対
応
で
あ
る
が
、
一
九
七
〇
年

代
の
急
増
は
保
体
審
答
申
の
影
響
と
見
て
良
い
。
名
称
は
、
「
体
育
課
」
「
社
会
体
育
課
」
「
保
健
体
育
課
」
「
ス
ポ
ー
ッ
課
」
「
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
課
」
「
体
育
振
興
課
」
「
ス
ポ
ー
ッ
振
興
課
」
等
多
様
で
あ
る
。

37



窩
㎜
悌
獣
6
。
⑳
2
。
。
鹸
　
㎜
翻
瀦
瀦
認
鹸
　
揚
認
認
慧
－
・
。
鹸

（

・
這
藩
灘
咽
窯
嫁
湧
簿
驚
嚢
壌

陣

F
♂

忘
。
　
マ
　
冗

ぜ
薫
灘
　
、
産
ぎ
　
　
前
／
評

」

　
ε
；
『
　
で
｝
」

監
皆

覗
　
、
織
．
　
㌔
憾

灘
麟

嶺
騨
ご
｝

勢
曽
丁
マ

押
監
．
潔
難

鑑
薫
繍

ノ
　
肖
，
∫
㌧

406

366

hで

　ヂ
る
　
で
ド
■
T

で

94

4 3 7 17

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一橋大学研究年報　人文科学研究　38

　　　　　　図表1－3－2　スポーッ担当部局設置自治体数

～1960　　　1961～65　　1966～70　　1971～75　　1976～80　　1981～85　　1986～90　　1991～94

「地方公共団体の生涯スポーッ振興体制に関する調査結果の概要（市区町村版）」1994年より作成，

　　　　　　　図表1－3－3　生涯スポーッ担当職員数

　　　　1979　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1986　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1994

「地方公共団体の生涯スポーツ振興体制に関する調査結果の概要（市町村版）」文部省，1994年より作成

　　　　　図表1－3－4　スポーッ振興計画設置市区町村数

～1960　　　1961～65　　1966～70　　1971～75　　1976～80　　1981～85　　1986～90　　1991～94

「地方公共団体の生涯スポーッ振興体制に関する調査結果（市区町村版）j文部省，1994年より作成
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スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（1）

　
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
担
当
職
員
数
状
況
」
は
図
表
1
－
3
－
3
の
よ
う
に
、
七
九
年
段
階
で
は
一
一
、
O
O
O
余
人
で
あ
り
、
そ
の
後
の
増

加
か
ら
見
れ
ば
極
め
て
低
い
水
準
で
あ
っ
た
。
自
治
体
の
多
く
は
社
会
教
育
主
事
、
社
会
体
育
主
事
な
ど
の
専
門
職
を
採
用
せ
ず
、
数
年

で
ポ
ス
ト
を
移
動
さ
せ
る
人
事
政
策
を
採
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
専
門
性
の
水
準
が
あ
ま
り
高
ま
る
条
件
に
は
欠
け
て
い
た
と
も
言
え
る
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
設
置
状
況
」
は
図
表
1
－
3
－
4
に
見
る
よ
う
に
、
「
あ
る
」
と
応
え
た
の
は
一
九
八
O
年
ま
で
は
五
一
自
治
体

で
あ
り
、
そ
の
後
の
伸
展
に
比
べ
れ
ば
少
な
か
っ
た
。
部
局
の
設
置
は
行
っ
た
が
、
体
系
的
な
振
興
計
画
ま
で
は
手
が
回
ら
な
か
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　
②
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

　
ス
ポ
ー
ッ
施
設
整
備
は
ス
ポ
ー
ツ
権
保
障
の
中
軸
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
に
述
べ
る
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
数
、
住
民
の
ス
ポ

ー
ツ
参
加
が
施
設
の
数
量
や
規
模
で
大
き
く
決
定
さ
れ
る
実
態
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
七
〇
年
代
の
全
省
庁
の
「
体
力
つ
く
り
関
連
予
算
」
は
図
表
1
－
2
－
1
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
七
二
年
一
二
月
の
保

体
審
答
申
後
の
文
部
省
体
育
局
の
予
算
は
図
表
1
－
3
－
5
の
よ
う
で
あ
る
。
（
予
算
編
成
の
項
目
は
一
九
八
八
年
の
組
織
編
成
以
降
「
施

設
建
設
整
備
」
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
の
三
本
柱
と
な
っ
て
お
り
、
理
解
を
容
易
に
す
る
上
か
ら
、
そ
れ
以
前

の
予
算
も
そ
れ
に
倣
っ
て
再
編
し
た
。
）
こ
れ
で
見
る
と
、
た
と
え
七
〇
年
代
当
初
の
予
算
が
少
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
七
〇
年
代
の
ス

ポ
ー
ツ
関
連
総
予
算
は
急
上
昇
し
、
一
九
八
二
年
に
は
二
九
八
億
円
で
七
四
年
の
三
倍
で
あ
り
、
頂
点
と
な
っ
て
い
る
。
（
そ
れ
以
降
は

中
曾
根
「
臨
調
行
革
」
に
よ
り
削
減
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
八
O
年
代
の
分
析
で
展
開
す
る
。
）

　
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
補
助
費
」
は
同
じ
く
図
表
1
－
3
－
5
の
中
に
見
ら
れ
る
が
、
体
育
局
の
予
算
の
変
動
の
大
半
は
こ
の
施
設
建
設

費
の
変
動
と
並
行
し
て
い
る
。
八
○
年
代
前
半
に
大
き
く
伸
び
、
再
び
低
下
し
た
。
こ
れ
は
全
省
庁
の
「
体
力
つ
く
り
関
連
予
算
」
の
推

移
と
並
行
し
て
い
る
。

39



一橋大学研究年報　人文科学研究　38

図表至一3－5　文部省スポーッ関連予算
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』－

一一←スボーツ関連総予算一施設設備

生涯スポーッ普及振興→一競技スポーッの充実

1q74　　1q一n　　lq7父　　　q只∩

図表1唱略　文部省スポーッ施設建設予算
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図表1－3－7　体育・スポーッ施設設置数
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10久Q　1969　　　　1975　　　　1980　　　　1985　　　　1990　　　　1996　　　　2000

出典’文部省「我が国の体育・スポーッ施設」1993，98年より作成．

＊2000年は『スポーッビジョン211通産省，1990年の予測値，
＊1996年の「民間施設」は営利施設と非営利施設を含む．
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スポーッの権利・公共性と新自由主義需個人的1肖費主義との対抗（1）

図表1－3－8　全国現有社会体育施設数と保体審答申整備数との比較不足施設数

社会体育施設

種類

昭44年度文部

実態調査数

昭49年日体施

調査数

保体審答申施

整備基準数

昭47．12．20

発表）

差引不足数

1 運動広場 1，362 1，414 6，821 5，407

2 コ　　ー　　ト 1，240 3，900 12，457 8，557

3 体　育　館 985 995 6，343 5，348

4 柔剣道場 435 603 2，429 1，826

5 水泳プール 1，333 1，767 6，819 5，052

合　　　　計 5，355 8，679 34，869 26，190

注）　（1）　本表におけるコートとはテニス・コートおよびバレー・コートを含めた合計面数である．

　　（2）本表における柔剣道場とは柔道場，剣道場および柔剣道場を含めた合計数てある

　　（3）本表における水泳プールの中には温水プールを含めた数てある．

　
施
設
建
設
補
助
費
の
内
訳
は
「
社
会
体
育
施
設
」
「
公
立
学
校
体
育
施
設
」

「
私
立
学
校
体
育
施
設
」
へ
の
補
助
で
あ
る
が
、
私
立
学
校
へ
の
補
助
は
少
額

で
あ
り
、
前
二
者
の
実
数
は
図
表
1
－
3

6
の
よ
う
に
、
両
者
ほ
ぼ
同
程
度
で

日
本
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
大
半
を
支
え
て
い
る
。

　
文
部
省
で
は
先
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
の
具
体
化
と
し
て
「
日
常
生
活
圏

域
の
公
共
社
会
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
新
七
か
年
計
画
」
を
作
成
し
て
、

そ
の
実
施
計
画
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
七
六
、
七
年
度
に
は
下
降
し
た
。
し

か
し
七
八
年
度
か
ら
盛
り
返
し
、
そ
れ
以
降
は
八
二
年
度
の
頂
点
に
向
け
て
上

昇
し
た
。

　
文
部
省
の
施
設
建
設
へ
の
補
助
金
は
三
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
が
、
基
準
単

価
が
実
態
に
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
現
実
に
は
一
〇
分
の
一
く
ら
い
に
な
っ
て
お

り
、
お
ま
け
に
手
続
き
が
面
倒
で
、
そ
れ
な
ら
自
治
体
の
独
自
事
業
で
と
い
う

こ
と
で
、
文
部
省
の
施
設
整
備
予
算
は
使
い
残
し
が
出
た
り
、
そ
れ
と
の
関
連

で
、
一
九
七
｝
年
～
七
五
年
間
の
五
年
間
で
全
国
に
で
き
た
九
二
三
の
体
育
館

の
う
ち
、
文
部
省
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の
は
三
三
四
で
、
残
り
の
三
分
の
二

は
単
独
事
業
と
な
り
、
目
治
体
は
住
民
の
要
求
に
応
え
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
自
治
体
の
借
金
を
増
加
さ
せ
な
が
ら
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
「
施
設
数
」
で
見
る
と
、
図
表
1
－
3
－
7
の
よ
う
に
な
る
。
先
ず
、
七
〇
年
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図表1－3－9西ドイツにおける体育館，水泳プールの現有数（含建設予定数）

　　　　　　と日本の保体審整備基準による算出数との比較表

施設の種類

西ドイッにおける現有施設数および
975年までの建設予定数

日本の保体
答申の整
基準によ
算出した

差引余剰数
1961年から
967年まで
7年間に
設した数

1968年から
975年まで
建設する
定数

合　　計

西ドイツの
要施設数魅

）

A 体　育　館 7，127 5，373 12，500 3，090 9，410

B 水泳プール
　　　1，723

卿驚）
　　2，402

勇欝）
4，125 3，708 417

庄）　（1）西独コーデンプランの数字は，昭和45年7月24日付日本スポーソ少年団本部発行の「西ド

　　　　イッの体育・スポーッの現状」を参考とした．

　　（2）　西独人日は1972年6，180万人とし，保体審整備基準人口10万人の欄により算出した．

代
に
は
職
場
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
が
相
対
的
に
上
昇
し
た
。
特
に
後
者

は
大
企
業
を
中
心
と
す
る
企
業
内
福
利
厚
生
の
一
環
で
あ
る
と
同
時
に
、

企
業
の
新
た
な
投
資
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
確
保
で
あ
る
。
公
共
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
学
校
ス
ポ
ー
ッ
施
設
数
も
相
対
的
に
は
伸
び
た
。

　
そ
う
し
た
、
公
共
ス
ポ
ー
ッ
施
設
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
延
び
も

影
響
し
て
か
、
「
民
間
営
利
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
の
伸
び
は
殆
ど
無
か
っ
た
。

　
全
省
庁
の
「
体
力
つ
く
り
関
連
予
算
」
に
お
け
る
施
設
建
設
費
と
そ
の

一
環
で
も
あ
る
文
部
省
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
推
移
を
見
た
が
、
こ
れ
ま
で
に

比
べ
て
予
算
の
延
び
は
急
速
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
施
設
数
は
伸
び
た
。

公
共
投
資
と
福
祉
重
視
の
反
映
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
文
部
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
「
（
財
）
日
本
体
育
施
設
協
会
」
は
、
七

四
年
五
月
に
都
道
府
県
体
育
施
設
協
会
の
協
力
を
得
て
、
全
国
約
三
、
三

〇
〇
の
市
（
区
）
町
村
を
対
象
と
し
て
公
立
社
会
体
育
施
設
約
四
〇
種
類

の
実
態
調
査
を
行
い
、
六
九
年
の
文
部
省
「
社
会
体
育
実
態
調
査
」
や
保

健
体
育
審
議
会
答
申
の
施
設
設
置
基
準
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
日
本
の
必

須
施
設
数
と
、
そ
の
設
置
基
準
を
基
礎
に
し
て
西
ド
イ
ッ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

プ
ラ
ン
の
進
行
状
況
に
適
用
し
た
数
と
を
試
算
し
た
『
公
立
社
会
体
育
施

　
　
　
　
（
2
）

設
基
本
調
査
書
』
を
作
成
し
た
。
そ
の
副
題
の
ご
と
く
、
ま
さ
に
「
こ
れ
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　　　　図表1－3－10　公共スポーッ施設の設備状況（1987年段階）

④必要設置数

ヵ所）

⑨現有施設数

ヵ所）

◎（・⑧／④）

　足　率
（％）

◎基準以上の

設数

⑤（・◎／④）

準以上の

設充足率

運動広場 9，007 12，712 141．1 5，666 62．9

陸上競技場
球ヴフトボール

　技　場

動広場

716

，777

99

，720

716

，430

68

，252

体　育　館 8，321 5，589 67．2 3，349 40．2

プ　　ー　　ル 8，725 3，528 40．4 1，830 21．0

柔剣道場 3，540 1，932 54．6 1，263 35．7

（庄）　（1）④の数値は，「整備基準からみた体育・スポーッ施設の現況j（文部省体育局『健康と体力』

　　　　1981年8月号，第一法規出版）より

　　　（2）◎と⑤の「基準」とは昭和47年保体審答申の「日常生活圏域における体育・スポーソ施設の

　　　　整備基準」（面積）をいう．

　　　（3）本表における「プール」は，屋内と屋外のものを合計した数てある．

　　　（4）　本表における「柔剣道場」は，柔道場，剣道場，柔剣道場を合計した数である，

資料’文部省体育局「我が国の体育・スポーッ施設』（昭和62年1月）より作成

だ
け
不
足
し
て
い
る
」
実
態
が
く
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
、
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。
全
国
の
現
有
施
設
と
保
体
審
答
申
整
備
基
準
数
と

の
比
較
か
ら
の
不
足
数
は
図
表
1
－
3
－
8
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

で
見
れ
ば
、
各
種
目
施
設
の
七
四
年
段
階
の
（
現
有
施
設
数
一
不

足
数
）
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
「
運
動
広
場
（
一
、
四
一
四
一

五
、
四
〇
七
）
」
、
「
コ
ー
ト
（
三
、
九
〇
〇
一
八
、
五
五
七
）
」
、

「
体
育
館
（
九
九
五
一
五
、
三
四
八
）
」
、
「
柔
剣
道
場
（
六
〇
三
一

一、

二
六
）
」
、
「
水
泳
プ
ー
ル
（
一
、
七
六
七
一
五
、
〇
五

二
）
」
、
「
合
計
（
八
、
六
七
九
一
二
六
、
一
九
〇
）
」
で
、
各
種
目

と
も
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ド
イ
ッ
と
の
比
較
が
図
表
1
－
3
－
9
で
あ
る
。
七
五
年
ま
で
の

建
設
予
定
を
現
実
化
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
そ
の
差
し
引
き
は
体

育
館
で
九
、
四
一
〇
施
設
、
水
泳
プ
ー
ル
で
四
一
七
施
設
が
余
剰

で
あ
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
後
に
は
、
ド
イ

ツ
が
日
本
の
場
合
と
全
く
逆
に
生
活
基
盤
二
一
生
産
基
盤
一
と
い

う
財
政
投
資
で
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
を
達
成
し
た
こ
と
と

無
関
係
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
七
二
年
保
体
審
答
申
は
、
そ
の
目
標
年
度
で
あ
る
｝
九
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図表1－3－11生涯スポーッ，競技スポーッヘの補助（文部省）

＋生涯スポーツ普及振興
一競技スポーッの充実

　4500

　4000

　3500

予30CO
算
額

箪2500

位

　2000
百
万
円1500

　1000

　500

　　0
1974　　　1976　　　1978　　　1980　　　1982　　　1984　　　1986　　　重988　　　1990　　　1992　　　1994　　　1996　　　1998

八
七
年
段
階
で
「
国
民
の
二
〇
％
が
週
一
回
程
度
ス
ポ
ー
ツ
す
る
」
こ
と
を
基
準

と
し
て
想
定
し
た
が
、
一
九
八
八
年
段
階
の
総
理
府
調
査
「
体
力
・
ス
ポ
ー
ッ
に

関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
「
週
一
回
」
以
上
は
合
計
で
二
六
・
三
％
と
な
り
、
前

提
値
の
二
〇
％
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
七
二
年
答
申
の
設
置
基
準
に
対

す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
建
設
率
は
図
表
1
－
3
－
1
0
に
見
る
よ
う
に
、
八
七
年
段
階

で
「
運
動
広
場
」
六
二
・
九
％
、
「
体
育
館
」
四
〇
・
二
％
、
「
プ
ー
ル
」
一
二
％
、

「
柔
剣
道
場
」
三
五
・
七
％
で
あ
り
、
当
初
の
計
画
か
ら
は
遥
か
に
及
ば
な
い
達

成
率
で
あ
る
か
ら
、
八
○
年
ま
で
の
七
〇
年
代
の
実
質
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ

る
。　

③
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
体
育
局
の
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
の
予
算
は
図
表
1

3
－
n
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
内
実
は
一
九
九
八
年
度
の
体
育
局
概
算
決
定
額
か
ら
そ
の
具
体
的

項
目
を
見
る
と
、
「
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
推
進
体
制
」
「
地
域
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
充
実
」
「
全
国
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の
開
催
」
「
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
推
進
地
域
モ
デ
ル
事
業
の
推
進
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
図
表
1
－
3
－
5
の

該
当
部
分
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
り
、
施
設
建
設
費
か
ら
比
べ
る
と
格
段
に
低
い

が
、
七
〇
年
代
後
半
の
上
昇
は
急
速
で
あ
り
、
七
四
年
段
階
の
四
億
三
千
万
円
か

ら
八
二
年
の
二
八
億
六
六
〇
〇
万
円
ま
で
約
七
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
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スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（1）

　
七
二
年
の
保
体
審
答
申
で
も
「
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
育
成
」
は
国
民
の
ス
ポ
ー
ッ
普
及
の
中
軸
と
考
え
ら
れ
た
が
、
七
五
年
度
か
ら
そ

れ
を
実
現
す
べ
く
「
社
会
教
育
主
事
（
ス
ポ
ー
ツ
担
当
）
給
与
費
補
助
」
制
度
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
地
域
の
少
年
や
成
人
の
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
一
流
選
手
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
参
加
を
高
め
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
「
優
秀
競
技
選
手
巡
回
指
導
」
も
開
始
さ
れ

た
。
日
体
協
で
も
「
ク
ラ
ブ
活
動
育
成
市
町
村
指
定
事
業
」
を
開
始
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ

　
一
九
七
六
年
に
は
体
育
局
か
ら
「
日
常
生
活
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
の
ま
と
め
」
が
報
告
さ
れ
、
「
ス
ポ
ー
ツ

も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
振
興
の
中
核
と
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
市
町
村
を
基
盤
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
育
成
や
活

動
の
促
進
等
の
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
（
傍
点
一
内
海
）
と
位
置
付
け
た
。
文
部
省
関
連
の
文
書
で
初
め
て
ク
ラ
ブ
育

成
に
つ
い
て
明
確
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。
そ
し
て
続
く
七
七
年
に
は
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
育
成
指
定
市
町
村
事
業
」
が
新
規
事
業
と
し

て
興
こ
さ
れ
、
五
〇
〇
市
町
村
に
対
し
て
三
億
七
五
〇
〇
万
円
が
補
助
さ
れ
た
。

　
こ
れ
自
体
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
動
き
も
「
高
ま
る
住
民
の
ス
ポ
ー
ッ
要
求
に
ま
と
も
に
応
え
ら
れ
な
い
今
日
の
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

府
、
自
民
党
が
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
を
先
ど
り
し
、
国
・
県
主
導
型
の
ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
化
を
意
図
し
て
い
る
」
と
批
判
さ
れ
た
。

　
七
〇
年
代
の
中
盤
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
一
方
で
、
生
活
の
質
の
改
善
を
求
め
る
国
民
意
識
の
変
化
も
大
き
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆

化
、
余
暇
の
普
及
に
お
い
て
も
大
き
く
伸
展
し
た
。
た
と
え
ば
、
七
五
年
に
は
「
日
本
歩
け
歩
け
協
会
」
が
第
一
回
み
ん
な
で
歩
こ
う
全

国
大
会
を
開
催
し
、
七
七
年
に
は
第
一
回
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
会
が
開
催
さ
れ
、
、
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
大
き
く
普
及
し
、

ス
ポ
！
ッ
ウ
ェ
ア
ー
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
化
も
進
ん
だ
。

　
ク
ラ
ブ
の
活
動
場
所
の
大
半
は
公
共
施
設
で
あ
る
が
、
公
的
社
会
体
育
施
設
が
未
だ
不
十
分
な
段
階
で
（
そ
の
後
も
一
貫
し
て
不
十
分

で
あ
る
が
）
、
学
校
施
設
の
持
っ
た
意
義
は
大
き
い
。
学
校
施
設
の
開
放
は
学
校
教
育
法
（
一
九
四
七
年
）
、
社
会
教
育
法
（
一
九
四
九

年
）
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興
法
（
一
九
六
一
年
）
に
お
い
て
「
学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
限
り
」
で
社
会
教
育
、
社
会
体
育
へ
の
利
用
に
供
す
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る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
そ
の
実
施
状
況
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
た
め
に
、
七
六
年
六
月
二
六
日
付
け
で
都
道
府
県
に
対
し

て
事
務
次
官
通
達
「
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
」
（
文
体
体
第
一
四
六
号
）
を
出
し
た
。
当
時
の
学
校
開
放
率
は
「
年

一
回
以
上
」
で
見
る
と
「
屋
外
運
動
場
」
七
三
・
七
％
、
「
体
育
館
」
五
五
・
五
％
、
「
水
泳
プ
ー
ル
」
一
三
・
一
％
で
あ
る
が
、
「
年
一

回
以
上
」
等
と
い
う
の
で
は
あ
ま
り
意
味
を
為
さ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
定
期
的
に
開
放
」
し
て
い
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、

一
九
・
一
％
、
｝
八
・
一
％
、
三
・
五
％
で
あ
る
。
最
も
多
い
公
共
施
設
と
し
て
の
学
校
が
こ
の
実
態
で
あ
る
か
ら
、
学
校
体
育
施
設
の

開
放
が
強
く
求
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
こ
の
時
期
、
行
政
の
内
側
か
ら
社
会
体
育
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
た
の
が
東
京
都
八
王
子
市
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
の
「
体
力
づ
く

り
国
民
会
議
」
発
足
の
八
王
子
市
で
の
具
体
化
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
に
教
育
委
員
会
に
体
育
課
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
年
「
市
民
体
力
つ

く
り
運
動
の
基
本
構
想
案
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
七
〇
年
代
を
中
心
に
町
会
単
位
に
目
治
体
や
町
会
費
を
財
源
に
、
モ
デ
ル
地
区
を
作

っ
て
「
体
力
つ
く
り
協
議
会
」
を
設
置
し
た
。

　
こ
れ
は
一
九
七
〇
年
に
「
体
力
つ
く
り
国
民
会
議
議
長
賞
」
を
受
賞
し
、
保
体
審
答
申
以
降
の
地
域
活
動
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
形
成

し
た
も
の
と
し
て
、
一
九
七
三
年
に
は
体
力
つ
く
り
優
秀
組
織
と
し
て
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た
。
こ
う
し
て
、
未
だ
実
践
の

乏
し
か
っ
た
七
〇
年
代
の
社
会
体
育
、
体
力
つ
く
り
の
地
域
で
の
在
り
方
を
、
行
政
主
導
で
高
め
た
実
践
報
告
で
あ
る
。

　
ま
た
、
東
京
三
鷹
市
の
社
会
体
育
活
動
は
、
そ
の
ク
ラ
ブ
育
成
の
典
型
例
と
し
て
注
目
さ
れ
、
一
九
七
六
年
に
は
朝
日
体
育
賞
を
受
賞

し
た
。
三
鷹
市
に
お
い
て
も
全
国
一
般
と
同
様
に
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
体
育
と
は
イ
コ
ー
ル
地
域
体
協
の
大
会
で
あ
り
、
六
一
年
の
ス
ポ

ー
ッ
振
興
法
の
第
一
九
条
の
規
定
で
生
ま
れ
た
体
育
指
導
委
員
は
体
協
幹
部
に
指
名
さ
れ
、
行
政
と
競
技
団
体
の
橋
渡
し
役
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
一
九
六
六
年
に
体
育
指
導
委
員
を
任
命
し
、
東
京
教
育
大
教
授
・
竹
之
下
休
蔵
氏
や
筑
波
大
教
授
・
粂
野
豊
氏
、
そ
し
て
そ
の
背

後
に
は
文
部
省
の
「
実
験
地
域
」
的
な
位
置
づ
け
の
下
に
推
進
さ
れ
た
三
鷹
市
の
実
践
と
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
三
鷹
市
体
育
協
会
を
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「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ス
ポ
ー
ッ
」
と
す
れ
ば
体
育
指
導
員
協
議
会
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
」
で
あ
り
、
当
時
の
社
会
体
育
H
体

協
事
業
と
い
う
認
識
を
根
本
的
に
変
え
た
。
つ
ま
り
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
か
ら
ク
ラ
ブ
ヘ
の
目
立
を
指
導
し
、
そ
う
し
て
形
成
さ

れ
た
ク
ラ
ブ
の
連
合
を
目
指
し
た
。
そ
の
ク
ラ
ブ
連
合
と
体
協
と
の
関
連
は
即
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。

　
こ
う
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
か
ら
ク
ラ
ブ
結
成
へ
」
と
い
う
指
導
は
「
三
鷹
方
式
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
七
七
年
の
文
部

省
の
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
育
成
指
定
市
町
村
事
業
」
の
基
盤
と
な
り
、
全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
地
域
住
民
の
ス

ポ
ー
ツ
要
求
に
対
応
す
る
地
域
で
の
一
つ
の
あ
り
方
で
あ
る
。
三
鷹
市
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ッ
教
室
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
生
ま
れ
た
ク
ラ

ブ
は
一
〇
年
間
で
五
九
ク
ラ
ブ
、
そ
の
波
及
効
果
も
含
め
、
｝
四
八
ク
ラ
ブ
が
増
加
し
た
。
そ
こ
で
は
住
民
と
行
政
と
の
関
係
の
あ
り
方

も
模
索
さ
れ
た
。
「
三
鷹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ッ
哲
学
」
は
、

　
・
自
分
の
た
め
に
（
自
主
性
）

　
・
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
よ
う
（
主
体
性
と
役
割
分
担
）

　
・
自
分
た
ち
の
負
担
で
（
自
前
主
義
）

　
・
継
続
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
ス
ポ
ー
ッ
の
生
活
化
）

を
基
盤
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
体
育
指
導
委
員
は
地
域
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
審
議
会
的
役
割
（
審
議
会
が
な
い
場
合
）
と
体
育
・
ス
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ー
ツ
振
興
事
業
の
企
画
・
立
案
を
担
当
し
、
実
技
指
導
は
ス
ポ
ー
ッ
指
導
委
員
に
委
ね
よ
う
と
計
画
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
体
育
指
導
員
運
営
協
議
会
は
、
ク
ラ
ブ
の
登
録
、
活
動
場
所
の
確
保
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
へ
の
要
請
、
ク

ラ
ブ
指
導
者
の
研
修
、
ク
ラ
ブ
運
営
へ
の
指
導
・
助
言
、
安
全
や
事
故
防
止
対
策
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
も
含
む
）
、
小
学
校
区
の
ク
ラ

ブ
結
成
、
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
育
成
に
お
け
る
市
町
村
の
役
割
」
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
か
ら
の
ク
ラ
ブ
結
成
へ
の
積
極
的
な

援
助
等
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
育
成
の
上
で
重
要
な
視
点
を
展
開
し
た
。
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と
同
時
に
、
こ
う
し
た
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
に
は
、
当
事
者
た
ち
の
多
大
な
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
条
件
整
備
と

と
も
に
、
自
治
体
の
多
く
の
支
援
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　
④
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

　
体
育
局
の
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
予
算
は
同
じ
く
図
表
1
－
3
－
n
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
実
は
「
体
育
関
係
団
体
の
助

成
等
」
「
地
域
に
お
け
る
競
技
力
向
上
体
制
の
整
備
」
「
国
際
競
技
大
会
開
催
へ
の
支
援
」
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
派
遣
指
導
等
」
で

あ
る
。
八
一
年
に
は
四
〇
億
円
余
と
な
り
七
四
年
の
八
倍
に
も
急
上
昇
し
、
頂
点
と
な
っ
た
。
ま
た
、
七
〇
年
代
後
半
の
先
の
上
昇
は
日

本
体
育
協
会
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
補
助
金
の
上
昇
が
そ
の
内
実
で
あ
る
。

48

　
（
2
）
　
全
国
目
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
予
算
の
執
行
状
況

　
七
〇
年
代
に
お
け
る
都
道
府
県
、
市
町
村
、
そ
し
て
両
者
を
足
し
た
全
国
の
自
治
体
の
体
育
予
算
は
図
表
1
－
3
－
1
2
で
あ
る
。
図
表
か

ら
｝
目
で
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
文
部
省
体
育
予
算
が
八
O
年
代
初
頭
か
ら
急
下
落
す
る
の
と
比
べ
、
現
在
ま
で
着
実
に
上
昇
を
続
け
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
額
と
す
れ
ば
都
道
府
県
よ
り
も
市
町
村
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
両
者
の
差
は
七
〇
年
代
以
降
年
毎
に
拡
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
七
〇
年
代
に
お
け
る
教
育
費
総
額
に
お
け
る
体
育
施
設
費
（
社
会
体
育
費
）
の
占
め
る
割
合
は
｝
九
七
〇
年
の
二
五
・
八
％
か
ら

八
0
年
の
二
八
・
六
％
と
年
々
少
し
ず
つ
の
上
昇
を
示
し
て
お
り
、
社
会
体
育
の
重
要
性
を
増
し
て
き
た
。

　
こ
の
う
ち
、
都
道
府
県
を
除
く
市
町
村
の
社
会
体
育
予
算
の
内
訳
が
図
表
1
－
3
－
1
3
で
あ
る
。
総
額
で
見
る
と
、
七
二
年
の
三
〇
八
億

円
余
が
八
O
年
の
一
六
七
二
億
円
、
つ
ま
り
五
倍
強
も
の
上
昇
を
見
た
。
細
目
で
は
「
資
本
的
支
出
」
（
土
地
や
建
物
等
）
へ
の
支
出
が

最
も
多
い
。
こ
れ
を
先
の
図
表
1
－
2
－
1
の
全
省
庁
の
「
体
力
つ
く
り
関
連
予
算
」
の
施
設
建
設
費
と
結
合
し
た
も
の
が
七
〇
年
代
に
お

け
る
日
本
全
体
で
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
へ
の
公
的
支
出
総
額
で
あ
る
。
市
町
村
に
お
け
る
施
設
（
土
地
取
得
、
施
設
建
設
費
）
関
連
支
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　　　　　　　　　　　　図表1－3－12全国自治体の体育予算

　1，000，000

　　900，000

　　800，000

額　700，000

軍
位　600，000

百　500，000
万

巴400，000

　　300，000

　　200，000

　　100，000

　　　　0

　900，000

　800，｛）00
額

軍700ρoo

讐
　600，000
百
万
円50D，000

　400，000

　300，000

　200，000

　100，000

　　　0

一←一体育施設費全体

都道府県

△一市町村

7019 　1973　　　　1976　　　　1979　　　　1982　　　　1985　　　　1988

『地方教育費調査報告書』文部省，1970～1997年より作成

　　　　図表1－3－13　全国市町村体育予算

1991 1994

＋総額
一消費的支出

資本的支出

・債務償還費

澗

　　　　　　　F　　　　一畿一　　　　　　　　　〆

＿　饗誰煮二業罫業食　ぱ　
1970　　1972

出典’同前

1974　　1976　　1978　　1980　　1982　　1984　　1986　　1988　　1990　　1992　　1994　　1996
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出
で
あ
る
こ
の
「
資
本
的
支
出
」
は
、
自
治
体
と
し
て
、
自
治
省
へ
の
借
金
つ
ま
り
地
方
債
の
発
行
で
資
金
調
達
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

そ
れ
が
図
表
中
の
「
債
務
償
還
費
」
の
上
昇
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
示
さ
れ
る
上
昇
傾
向
は
、
住
民
に
密
着
す
る
自
治
体
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
考
え
る
上
で
、
そ
し
て
そ
の
理
論
上
の
公
共

性
を
考
え
る
上
で
極
め
て
示
唆
に
富
む
傾
向
で
あ
る
。
特
に
八
O
年
代
以
降
の
行
政
改
革
に
お
け
る
文
部
省
の
体
育
予
算
が
減
少
す
る
中

で
、
地
方
目
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
予
算
は
右
肩
上
が
り
に
上
昇
し
続
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
住
民
に
密
着
す
る
市
町
村

に
お
い
て
は
、
広
義
の
福
祉
の
一
環
で
も
あ
る
ス
ポ
ー
ッ
予
算
は
簡
単
に
は
削
れ
ず
、
ま
た
、
一
方
で
住
民
の
要
求
は
着
実
に
高
ま
っ
て

い
る
事
の
反
映
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
尚
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
分
析
は
第
四
章
で
詳
し
く
行
う
。
）

50

（
1
）
座
談
会
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
方
向
を
さ
ぐ
る
」
『
議
会
と
自
冶
体
』
日
本
共
産
党
、
一
九
七
九
年
一
二
月
号
、
二
五
四
号
、
七
四
頁
に
お

　
け
る
、
川
本
信
正
発
言
と
星
野
昌
敬
発
言
。

（
2
）
　
日
本
体
育
施
設
協
会
『
公
立
社
会
体
育
施
設
基
本
調
査
書
1
わ
が
国
の
公
立
社
会
体
育
施
設
は
こ
れ
だ
け
不
足
し
て
い
る
ー
』
｝
九
七
四

　
年
一
二
月
。

（
3
）
　
大
沢
毅
「
ス
ポ
ー
ツ
権
と
住
民
ス
ポ
ー
ツ
」
、
（
一
）
掲
載
。

（
4
）
　
斉
藤
源
吾
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ー
そ
の
企
画
と
推
進
1
』
杏
林
書
院
、
一
九
七
九
年
。

（
5
）
　
沢
登
貞
行
・
村
上
克
己
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
！
ツ
ヘ
の
挑
戦
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
八
○
年
。

四
、
日
本
体
育
協
会
（
日
体
協
）

　
　
　
　
　
　
（
1
）

1
、
日
体
協
の
概
要
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日
体
協
目
体
は
本
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ア
ジ
ア
大
会
等
の
選
手
養
成
の
競
技
団
体
の
集
合
体
で
あ
っ
た
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
睨

み
、
一
九
六
〇
年
に
都
道
府
県
体
育
協
会
（
地
方
体
協
）
が
加
入
し
、
大
き
く
二
つ
の
団
体
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域

自
治
体
レ
ベ
ル
で
下
部
組
織
を
構
成
し
、
地
域
レ
ベ
ル
で
も
各
競
技
団
体
と
そ
れ
を
総
合
す
る
地
域
体
協
が
存
在
す
る
。
特
に
、
地
域
体

協
の
場
合
、
そ
の
財
政
の
九
割
近
く
は
自
治
体
の
補
助
で
成
立
し
て
い
る
。
自
治
体
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
手
足
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
（
ま
た
、
選
手
養
成
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
普
及
の
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
一
九
六
二
年
よ
り
開
始
し
た
。
）

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
、
日
体
協
は
こ
れ
ま
で
の
選
手
養
成
に
加
え
て
、
新
た
に
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
国
民
ス
ポ
ー
ッ
振
興
を
掲

げ
た
。
正
確
に
は
掲
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
目
治
体
で
の
地
域
体
協
設
立
を
目
指
し
た
。

こ
れ
は
自
治
体
側
か
ら
見
れ
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
活
発
化
し
始
め
た
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
実
施
母
体
の
必
要
性
も
あ
り
、
自
治
体
の
強

い
支
持
と
援
助
を
得
て
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
六
六
年
現
在
で
全
自
治
体
三
四
一
二
の
内
、
四
二
％
の
一
四
二
一
に
体
協
が

設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
〇
年
九
月
一
五
日
段
階
で
は
七
九
・
二
％
に
あ
た
る
二
六
二
〇
の
目
治
体
に
増
加
し
た
。
七
一
年
に
は
｝

○
○
％
設
置
を
目
指
し
、
七
二
年
三
月
に
は
八
七
・
三
％
、
そ
し
て
七
五
年
に
は
九
七
％
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ッ
ク
以
降
は
目
標
を
失
っ
た
日
体
協
が
資
金
集
め
の
た
め
に
唱
え
始
め
た
も
の
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
は
時
代
の
趨
勢
と
な
り
、
日
体
協
と
し
て
も
も
は
や
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
文
部
省
で
は
七
二
年
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
へ
向
け
て
基
礎
調
査
と
し
て
「
社
会
体
育
実
態
調
査
」
（
七
〇
年
三
月
公
表
）
を
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

分
野
で
は
初
め
て
行
っ
た
が
、
こ
の
中
で
地
域
体
協
は
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
の
力
と
は
な
り
得
て
い
な
い
事
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
体
協
に
好
意
的
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
人
々
の
中
か
ら
も
、
「
体
協
と
い
う
も
の
は
、
上
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
…
…
会
員
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
せ
ず
に
、
大
会
と
か
一
日
行
事
的
な
活
動
が
体
協
の
し
ご
と
」
「
社
会
体
育
を
推
進
す
る
母
体
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

…
：
」
「
経
済
面
で
独
立
す
る
基
盤
は
全
く
な
い
」
「
市
民
と
結
び
つ
か
な
い
」
等
、
厳
し
い
指
摘
、
厳
し
い
批
判
の
矢
面
に
さ
ら
さ
れ
て
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い
た
。

　
そ
の
た
め
一
九
七
二
年
三
月
二
九
日
に
は
中
央
地
方
一
体
化
の
総
力
体
制
確
立
の
た
め
に
「
国
民
体
育
振
興
全
国
会
議
」
を
開
催
し
、

今
後
、
広
報
活
動
の
活
発
化
、
加
盟
団
体
の
事
業
へ
の
助
成
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
強
化
、
指
導
者
の
充
実
、
社
会
体
育
施
設
の
整

備
拡
充
等
の
諸
事
業
の
推
進
を
検
討
し
た
。
七
二
年
か
ら
七
三
年
は
先
述
の
よ
う
に
、
政
府
の
関
連
省
庁
で
の
余
暇
行
政
の
整
備
が
大
き

く
進
み
、
各
省
が
競
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
作
り
出
し
て
い
た
。
七
二
年
一
二
月
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
も
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
5
）

の
一
環
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
中
で
、
日
体
協
は
目
ら
の
役
割
を
見
い
だ
せ
ず
に
取
り
残
さ
れ
そ
う
な
危
機
感
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
高
度
化
を
追
求
し
て
き
た
日
体
協
が
、
こ
う
し
て
地
域
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
も
乗
り
出
し
、
い
わ
ば
二
本
柱
を
掲
げ

始
め
は
し
た
が
、
そ
の
財
政
的
基
盤
と
組
織
基
盤
を
持
た
ず
、
七
〇
年
代
は
新
た
な
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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2
、
日
体
協
の
財
政

　
（
1
）
　
収
入
の
構
造

　
七
〇
年
代
の
収
入
の
全
体
的
な
特
徴
は
、
図
表
1
－
4
－
1
の
よ
う
に
七
二
年
か
ら
七
五
年
ま
で
は
七
一
年
の
二
一
億
円
を
大
き
く
割
り
、

七
五
年
に
は
一
五
億
円
を
下
回
っ
た
。
こ
れ
は
公
営
競
技
か
ら
の
補
助
金
の
減
少
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
収
入
の
項
目
別
割
合
は
図

表
1
－
4
－
2
の
よ
う
に
公
営
競
技
補
助
金
は
七
一
年
に
は
全
収
入
の
五
三
・
九
％
を
占
め
た
が
七
五
年
に
三
一
・
一
％
、
そ
し
て
八
O
年

に
は
二
〇
・
二
％
と
大
き
く
低
下
し
た
。

　
七
七
年
度
以
降
の
上
昇
は
国
庫
補
助
金
の
上
昇
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
は
七
六
年
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
お
け
る
西
側
諸
国
の
敗
北
へ
の
対
策
と
し
て
設
け
ら
れ
た
「
競
技
力
向
上
事
業
費
」
の
増
大
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
じ
く
表

の
よ
う
に
国
庫
補
助
金
は
一
九
七
一
年
に
は
一
〇
・
四
％
、
七
五
年
に
は
未
だ
一
五
・
二
％
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
八
O
年
に
は
三
六
．
二
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図表1－4－1　日本体育協会の財政（収入）

一・一 庫補助金
・一公営競技補助金

繰越金

←経常収入
負担金・分担金

一合計

（百円）

㎜45㎝00

4000000

35㎜
3000000

2500000

2
〔
㎜

1500000

100㎜

㎜0　　　　　　　　　　　　　　　　▼　一“

19631964　19651966　196719681969　19701971197219731974　1975且976197719781979198019811982198319841985

図表1－4－2　日本体育協会の項目別収入割合

一〇一 庫補助金

昌一公営競技補助金

繰越金

←経常収入

←負担金・分担金

％
6
0
　
　
5
0
　
　
4
0
　
　
3
0

20

　
1
0
　
　
0

198019751971

％
と
収
入
の
大
半
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
「
国

庫
補
助
金
」
と
「
公
営
競
技
補

助
金
」
と
い
う
補
助
金
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
期
の
六
四
・
三
％
、

四
六
二
二
％
、
五
六
・
四
％
と
、

収
入
の
半
分
、
な
い
し
そ
れ
以

上
を
補
助
金
に
依
存
す
る
体
制

は
、
独
立
し
た
ス
ポ
ー
ツ
政
策

の
推
進
母
体
と
い
う
よ
り
も
、

実
質
的
に
政
府
（
主
に
文
部

省
）
の
意
向
の
ま
ま
の
団
体
と

な
っ
た
。

　
日
体
協
目
体
は
七
一
年
の
税

制
改
正
大
綱
の
中
で
試
験
研
究

法
人
と
な
り
免
税
募
金
が
可
能

と
な
り
、
七
二
年
か
ら
は
相
続
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税
法
上
の
免
税
措
置
も
与
え
ら
れ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
為
の
資
金
財
団
を
改
変
し
て
設
け
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
振
輿
資
金
財
団
は
札

幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
も
存
続
さ
せ
て
い
っ
そ
う
の
募
金
拡
大
を
計
画
し
た
が
、
あ
ま
り
成
果
は
上
が
ら
ず
、
既
述
の
よ
う
に
七
二
年
か
ら

は
「
公
営
競
技
補
助
金
」
が
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
。
こ
れ
は
体
協
が
「
国
民
総
ス
ポ
ー
ツ
化
運
動
の
基
地
に
」
と
考
え
て
建
設
し
て
い
た

全
国
一
二
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
北
海
道
深
川
市
の
深
川
青
少
年
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
の
「
運
営
が
な
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
理
由
で
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

本
船
舶
振
興
会
が
突
然
補
助
金
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
は
後
述
の
支
出
の
項
に
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

国
お
よ
び
公
営
競
技
団
体
の
援
助
拡
大
要
請
を
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
行
っ
た
。
厳
し
い
台
所
事
情
で
あ
る
。
こ
う
し
て
こ
れ
以
降
も

「
財
政
確
立
」
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
実
は
、
①
寄
付
金
募
集
の
拡
大
、
②
事
業
収
入
の
増
収
促
進
、
③
国
お
よ
び
公
営
競

技
団
体
等
へ
の
援
助
の
拡
大
要
請
、
④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
財
団
へ
の
積
極
的
参
画
、
で
あ
る
。
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（
2
）
　
七
〇
年
代
の
支
出

　
収
入
の
減
少
を
反
映
し
て
支
出
の
減
少
も
ま
た
顕
著
で
あ
っ
た
。
（
図
表
1
－
4
－
3
参
照
）
特
に
、
七
一
年
ま
で
収
支
共
に
上
昇
し
て

き
た
「
青
少
年
セ
ン
タ
i
運
営
費
」
は
七
二
年
よ
り
急
速
に
減
少
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
全
支
出
に
占
め
る
割
合
（
図
表
1
－
4
－
4
）
を

見
る
と
、
七
一
年
に
は
三
九
・
二
％
を
占
め
た
も
の
が
七
五
年
に
は
五
・
O
％
、
そ
し
て
八
O
年
に
は
七
・
三
％
に
減
少
し
た
。
そ
う
し

た
中
で
も
、
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業
費
」
は
七
一
年
よ
り
七
七
年
ま
で
三
倍
強
増
加
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
割
に
は
成
果
が
上
が
っ

て
い
な
い
と
世
間
か
ら
叩
か
れ
、
こ
れ
が
ま
た
組
織
の
自
己
矛
盾
と
な
っ
た
。

　
こ
の
段
階
で
約
三
〇
％
近
く
を
占
め
た
「
国
民
ス
ポ
f
ッ
普
及
事
業
費
」
が
、
七
八
年
以
降
の
「
競
技
力
向
上
費
」
の
上
昇
の
為
に
絶

対
額
も
割
合
も
減
少
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
体
育
協
会
と
し
て
七
八
年
は
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業
費
」
を
抑
え
、
「
競
技
力
向
上
費
」

を
上
昇
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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　　　　　　　　図表1－4－3　日本体育協会の財政（支出）

一◆一一 民スポーッ普及事業費
噌一スポーツ少年団事業費→一国民体育大会事業費唄一スポーッ指導者養成事業費

一スポーツ医科学研究事業費一●一オリンビノク等選手団派遣費
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＼
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図表1－4－4　日本体育協会支出の割合

一・一 民スポーツ普及事業費
申スポーツ少年団事業
一・一国民体育大会事業

→一スポーツ指導者養成事業費

＋スポーツ医科学研究事業費
一』・オリンビック等選手団派遣費

→一国際交流事業費

一競技力向上事業費
一青少年センター運営費
→一一般会計

％
4
0
　
　
3
5
　
　
3
0
　
　
2
5

20

　
1
5
　
　
1
0
　
　
5
　
　
0

198019751971

　
同
じ
く
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

事
業
費
」
も
七
〇
年
代
に
約
倍

増
し
た
。
し
か
し
最
も
顕
著
な

の
は
、
七
八
年
か
ら
一
気
に
増

加
し
た
「
競
技
力
向
上
事
業

費
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
収

入
に
お
け
る
「
国
庫
補
助
金
」

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
割
合
と

し
て
も
八
O
年
に
は
三
二
・
四

％
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
と
並

行
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
研

究
事
業
費
」
も
微
増
し
て
き
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
事

業
費
」
は
七
一
年
か
ら
微
増
し
、

七
六
年
か
ら
は
さ
ら
に
微
増
し

た
。

3
、
日
体
協
の
組
織
と
事
業
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先
述
の
よ
う
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
、
そ
し
て
特
に
七
｝
年
以
降
は
競
技
力
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の
両
側
面
を
い
わ
ば
日
体

協
の
両
輪
と
し
て
推
進
し
よ
う
と
し
た
が
、
大
き
な
矛
盾
を
内
包
し
た
。

　
日
体
協
は
こ
れ
ま
で
中
央
で
は
政
界
、
財
界
の
大
物
を
担
ぎ
、
地
域
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ボ
ス
を
そ
の
ト
ッ
プ
に
戴
い
て
、
政
治
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

力
と
財
政
の
源
と
し
て
き
て
お
り
、
「
老
人
天
国
」
、
「
指
導
部
の
官
僚
化
と
反
動
化
」
「
官
民
一
体
化
」
「
主
要
な
ポ
ス
ト
が
金
脈
や
人
脈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
通
じ
て
自
民
党
や
財
界
の
一
部
の
ボ
ス
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
支
配
さ
れ
て
い
る
」
等
の
批
判
が
一
般
化
し
始
め
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、

国
民
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
新
し
い
時
代
の
趨
勢
に
充
分
対
応
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
体
制
で
あ
る
か
ら
、
自
由
主
義
国
で
は
世
界
｝
の
規
模
と
な
っ
た
事
務
局
は
、
そ
の
事
務
局
員
の
労
働
条
件
も
省
み
ず
、
本

部
職
員
は
七
三
年
一
月
二
〇
日
に
日
体
協
労
働
組
合
を
結
成
し
た
。
労
組
は
自
ら
の
労
働
条
件
の
改
善
の
み
な
ら
ず
、
「
理
事
の
あ
る
べ

き
姿
で
見
解
発
表
」
（
一
九
七
五
年
二
月
二
五
日
）
を
し
た
り
、
独
自
の
「
事
務
局
機
構
改
革
案
」
（
一
九
七
六
年
四
月
）
を
理
事
会
に
提

出
す
る
な
ど
、
「
内
部
」
か
ら
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
若
い
職
員
は
酔
い
が
回
れ
ば
「
体
協
乗
っ
取
り
の
ク
ー
デ

　
　
　
　
　
　
（
m
）

タ
ー
も
可
能
で
す
よ
」
と
い
う
程
、
事
務
局
員
の
自
負
心
の
対
極
で
の
「
老
人
理
事
」
た
ち
の
停
滞
ぶ
り
が
目
に
余
っ
た
。

　
先
の
よ
う
に
七
〇
年
代
に
入
っ
て
、
急
速
な
地
域
体
協
の
設
置
を
目
指
し
た
が
、
そ
の
体
協
の
実
態
は
「
国
体
の
為
だ
け
に
あ
る
」
と

い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
と
い
う
実
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
共
産
党
が
挺
子
入
れ
す
る
新
日
本
体
育
連
盟
」
が
急
速
に
伸
展
し
、

そ
れ
に
危
機
感
を
覚
え
た
目
民
党
文
教
部
会
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
事
実
上
の
「
支
配
下
」
に
置
い
て
き
た
体
協
目
体
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
対
応
の
可
能
性
、
真
意
を
糺
す
た
め
に
、
日
体
協
の
「
若
返
り
」
と
「
無
責
任
体
制
」
を
問
う
た
が
、
こ
れ
に
応
え
た
の
が
、
一
九
七

四
年
「
体
協
改
革
案
」
（
青
木
専
務
理
事
私
案
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
会
長
一
年
齢
制
限
七
〇
歳
、
評
議
委
員
会
で
推
挙
す
る
。
任
期
二
年
、
三
選
限
り
。

　
・
理
事
一
六
五
歳
定
年
と
し
、
現
行
の
四
三
人
を
二
五
人
以
内
（
競
技
団
体
七
人
、
地
方
七
人
、
学
識
経
験
及
び
会
長
、
副
会
長
、
専
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務
理
事
、
事
務
総
長
）
。

　
・
事
務
総
長
一
会
務
の
執
行
を
会
長
↓
専
務
理
事
↓
事
務
総
長
と
し
、
有
給
の
役
員
と
し
て
責
任
体
制
を
明
確
に
す
る
。

　
・
委
員
会
関
係
一
現
行
寄
付
行
為
の
処
理
権
限
を
有
す
る
委
員
会
で
は
な
く
、
専
門
的
な
調
査
審
議
機
関
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
「
百
鬼
夜
行
の
集
団
」
等
、
老
人
の
名
誉
職
意
識
と
権
力
争
い
が
複
雑
に
絡
む
中
で
、
「
世
界
に
類
な
い
巨
大
組
織
」

と
な
っ
た
こ
の
組
織
の
改
革
は
そ
の
後
も
難
航
す
る
。

　
（
1
）
　
競
技
力
向
上

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
後
の
六
五
年
に
「
競
技
力
向
上
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
が
、
「
補
助
金
の
伸
び
が
期
待
で
き
ず
」
、
「
活
動
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

欲
を
昂
進
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
」
七
五
年
四
月
に
は
協
会
の
二
大
目
標
と
し
て
国
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
国
際
競
技
力
向

上
を
は
っ
き
り
と
自
覚
し
、
そ
の
体
制
と
し
て
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
」
「
競
技
力
向
上
委
員
会
」
を
新
設
し
た
。

　
国
民
体
育
大
会
は
六
四
年
の
第
一
八
回
新
潟
大
会
よ
り
主
催
県
の
総
合
優
勝
と
い
う
極
め
て
異
常
な
事
態
が
多
く
の
問
題
を
内
包
し
、

国
体
会
場
は
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
貢
献
よ
り
も
む
し
ろ
大
型
公
共
事
業
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
始
め
、
そ
の
招
致
は
ス
ポ
ー
ツ
分
野
よ
り
も
ゼ

ネ
コ
ン
と
結
合
し
た
地
域
経
済
の
ボ
ス
た
ち
が
保
守
政
治
家
を
巻
き
込
ん
で
の
一
大
「
地
域
興
し
」
の
イ
ベ
ン
ト
化
し
始
め
て
い
た
。
そ

　
　
　
　
　
（
1
4
）

れ
ま
で
の
国
体
の
い
っ
そ
う
の
拡
大
化
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
「
こ
れ
ま
で
は
国
内
で
開
催
さ
れ
た
東
京
、
札
幌
の
両
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
対
象
と
し
た
選
手
強
化
事
業
以
外
に
は
支
出
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

か
っ
た
”
国
庫
”
補
助
金
が
、
昭
和
五
二
年
度
か
ら
競
技
力
向
上
事
業
に
助
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
。
つ
ま
り
、
七
六
年
の
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
西
側
の
敗
北
は
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
七
七
年
か
ら
の
「
国
庫
補
助
金
」
に
よ
る
「
競
技
力
向
上
事
業

費
」
が
図
表
1
－
4
－
3
で
見
た
よ
う
に
急
騰
し
た
。

57



一橋大学研究年報　人文科学研究　38

　
一
九
七
九
年
三
月
に
は
「
選
手
強
化
長
期
総
合
計
画
」
を
建
て
、

本
体
育
協
会
の
長
期
強
化
総
合
プ
ラ
ン
）
へ
の
基
礎
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
｝
九
八
四
年
二
月
「
提
言
ス
ポ
ー
ッ
2
1
へ
の
飛
躍
」
（
日

　
（
2
）
　
普
及
事
業

　
世
論
を
反
映
し
て
一
九
七
一
年
に
は
特
別
委
員
会
と
し
て
「
普
及
委
員
会
」
を
設
置
し
、
国
民
、
地
域
住
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
振
興

を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
各
種
多
様
な
普
及
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
七
一
年
か
ら
は
都
道
府
県
体
育
協

会
へ
の
委
託
事
業
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
、
グ
ル
ー
プ
作
り
の
指
導
事
業
を
始
め
た
。
こ
れ
は
先
の
予
算
の
上
昇
で
も
明
瞭
で

あ
る
。
七
五
～
七
七
年
ま
で
も
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
事
業
」
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
社
会
的
要
求
も
強
く
、
日
体
協
と

し
て
も
対
応
し
、
予
算
的
に
も
上
昇
し
た
。

　
日
体
協
の
考
え
る
「
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
と
は
」
次
の
条
件
を
満
た
す
も
の
を
い
う
。

　
．
会
則
を
整
備
し
、
会
員
の
総
意
と
自
主
性
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
・
会
員
が
明
確
に
把
握
さ
れ
、
一
五
人
以
上
の
会
員
を
有
す
る
。

　
．
都
道
府
県
体
育
協
会
お
よ
び
市
町
村
体
育
協
会
と
組
織
的
な
連
携
が
保
た
れ
、
か
つ
都
道
府
県
競
技
団
体
お
よ
び
市
町
村
競
技
団
体

　
　
と
の
連
携
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
・
会
則
等
に
よ
り
、
指
導
者
が
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
・
活
動
が
定
期
的
、
計
画
的
、
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
・
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
経
営
な
ら
び
に
経
理
処
理
が
的
確
に
行
わ
れ
、
会
員
の
会
費
が
そ
の
財
政
の
基
礎
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
・
地
域
を
基
礎
と
す
る
ク
ラ
ブ
で
、
入
会
の
際
に
特
別
の
制
限
が
な
い
。
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し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
七
八
年
以
降
の
競
技
力
向
上
事
業
の
急
騰
の
中
で
、
こ
の
普
及
事
業
費
は
削
減
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
再
び
、

日
本
体
育
協
会
は
七
五
年
に
新
た
に
掲
げ
た
国
民
ス
ポ
ー
ツ
普
及
が
相
対
的
に
は
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
八
○
年

代
に
入
る
と
地
域
体
協
が
機
能
せ
ず
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
推
進
と
な
り
得
な
い
と
こ
ろ
も
出
始
め
、
こ
れ
ら
の
規
定
自
体
が
空
洞
化

す
る
。

　
六
二
年
に
発
足
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
は
七
五
年
末
に
は
登
録
数
一
一
一
万
人
と
な
っ
た
が
、
実
質
は
「
金
を
掛
け
て
人
数
ば
か

り
増
や
し
て
も
、
さ
っ
ぱ
り
活
動
し
て
い
な
い
」
と
の
内
部
批
判
も
起
こ
り
、
七
六
年
度
予
算
は
要
求
の
四
〇
％
に
削
ら
れ
た
。
そ
し
て

七
六
年
三
月
末
に
一
度
解
散
し
、
白
紙
に
戻
し
て
再
編
を
行
っ
た
。
選
手
養
成
の
一
環
と
し
て
、
し
か
し
表
面
上
は
国
民
総
ス
ポ
ー
ツ
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

運
動
の
一
環
と
し
て
む
り
や
り
作
っ
た
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
も
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
（
3
）
　
指
導
者
の
育
成

　
一
九
七
五
年
四
月
に
は
日
体
協
の
一
一
大
目
標
（
国
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
国
際
競
技
力
向
上
）
の
明
確
化
に
伴
い
、
「
競
技
力
向
上
委
員

会
」
と
共
に
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
」
も
発
足
し
た
。

　
既
に
一
九
七
一
年
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
や
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
技
術
指
導
に
当
た
る
ス
ポ
ー
ッ
指

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
）

導
員
の
養
成
を
開
始
し
た
。
一
九
七
六
年
ま
で
に
一
八
、
六
九
五
人
が
受
講
し
た
。
そ
し
て
国
民
ス
ポ
ー
ッ
普
及
事
業
費
の
頂
点
と
な
っ

た
一
九
七
七
年
に
は
「
（
財
）
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
制
度
」
が
制
定
さ
れ
、
新
た
な
指
導
者
養
成
事
業
も
始
ま
っ
た
。

こ
れ
は
若
干
の
財
政
的
保
障
を
伴
い
、
一
九
七
七
～
一
九
八
四
年
ま
で
に
五
六
、
三
五
五
人
が
養
成
さ
れ
た
。
受
講
内
容
は
、
共
通
教
科

が
二
〇
時
間
で
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
、
健
康
と
体
力
、
ス
ポ
ー
ッ
の
指
導
法
、
グ
ル
ー
プ
の
育
て
方
、
安
全
管
理
、
体
力
測
定

な
ど
で
あ
り
、
専
門
教
科
が
四
〇
時
間
で
、
競
技
別
の
基
礎
技
術
の
習
得
と
そ
の
指
導
法
、
対
象
別
特
性
に
応
じ
た
指
導
法
等
実
技
の
実
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習
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
指
導
者
の
連
合
体
と
し
て
、
全
国
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
連
絡
会
議
が
一
九
七
九
年
三
月
一
四
日
に
結
成
さ
れ
、

全
国
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
登
録
数
は
一
九
八
五
年
に
全
国
で
二
九
、
五
八
八
人
と
な
っ
た
。

　
（
4
）
　
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定

　
一
九
七
〇
年
一
〇
坦
二
日
に
『
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
』
『
日
本
体
育
協
会
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定
』
を
発
表
し
た
。
こ
れ

は
こ
れ
ま
で
の
『
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
綱
領
』
（
一
九
五
五
年
制
定
）
の
改
定
で
あ
り
、
各
競
技
団
体
が
そ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定
を
作
成
す
る

に
あ
た
っ
て
の
基
準
条
項
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
世
界
的
な
激
動
の
中
で
、
検
討
を
迫
ら
れ
て
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

因
み
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
「
ア
マ
チ
ュ
ア
」
の
字
句
は
一
九
七
四
年
に
削
除
さ
れ
た
。

　
一
九
八
三
年
に
は
国
際
陸
連
が
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
フ
ィ
ー
（
出
演
料
）
を
公
認
し
、
八
六
年
に
は
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
参
加
資

格
を
各
国
際
競
技
団
体
（
I
F
）
に
委
ね
る
こ
と
に
な
り
、
事
実
上
の
オ
ー
プ
ン
化
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
動
向
も
反
映
し
て
、
日
体
協

も
一
九
八
六
年
五
月
七
日
に
「
ス
ポ
ー
ツ
憲
章
」
を
発
表
し
た
。
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（
5
）
　
ス
ポ
ー
ツ
省
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
先
の
青
木
専
務
理
事
改
革
私
案
（
七
五
年
五
月
）
に
対
し
て
、
い
わ
ば
「
政
界
も
ど
き
激
し
い
主
導
権
争
い
」
の
結
果
、
数
人
の
理
事

が
、
「
体
育
省
」
を
設
置
し
国
民
総
ス
ポ
ー
ツ
で
の
指
導
性
を
そ
こ
が
発
揮
す
べ
き
だ
、
と
主
張
し
た
。
そ
の
内
容
目
体
は
正
論
だ
が
、

し
か
し
こ
れ
は
す
ぐ
に
消
え
た
。
ま
た
、
一
九
七
七
、
八
年
に
は
、
国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
の
充
実
お
よ
び
効
率
化
を
促
進
す
る
目
的
か

ら
「
ス
ポ
ー
ツ
省
」
設
置
を
目
標
と
し
て
、
現
行
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
改
善
策
を
関
係
機
関
に
建
議
す
る
た
め
加
盟
団
体
な
ら
び
に
友
好
団

体
と
協
力
し
て
研
究
、
検
討
を
進
め
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
高
揚
す
る
ス
ポ
ー
ッ
の
世
論
を
背
景
に
し
た
も
の
だ
が
、
一
方
、
こ
の
間



スポー，ツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（1）

の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
頼
み
の
財
政
は
世
間
体
が
悪
い
と
の
意
識
を
生
み
、
「
国
は
も
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
力
を
い
れ
る
べ
き
だ
」
と
の
議
論

が
盛
ん
に
な
り
、
各
省
庁
に
分
散
化
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
一
元
化
し
て
、
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
で
難
航
し
て
い
る
体
協
を
救
っ
て
欲

し
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
が
「
ス
ポ
ー
ッ
省
設
置
を
求
め
る
決
議
」
で
あ
っ
た
。
当
初
か
ら
「
そ
こ
ま
で
手
を
広
げ

る
べ
き
で
な
い
」
「
不
可
能
だ
」
と
、
内
部
に
反
対
意
見
も
あ
っ
た
こ
の
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
発
展
」
の
事
業
が
重
荷
に
な
っ
て
来
て
い
た

　
　
　
（
2
0
）

の
で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
の
項
は
日
本
体
育
協
会
『
日
本
体
育
協
会
七
十
五
年
史
』
一
九
八
六
年
を
主
に
参
照
し
た
。

（
2
）
　
朝
日
新
聞
「
ど
こ
へ
行
く
…
…
日
本
体
育
協
会
」
一
九
七
六
年
六
月
二
二
日
。

（
3
）
　
内
海
和
雄
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
、
二
三
七
頁
。

（
4
）
　
「
座
談
会
・
社
会
体
育
の
現
状
を
語
る
ー
社
会
体
育
実
態
調
査
か
ら
ー
」
『
健
康
と
体
力
』
第
二
巻
第
七
号
、

　
～
二
四
頁
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

一
九
七
〇
年
七
月
号
、
二
三

朝
日
新
聞
、
一
九
七
四
年
五
月
一
七
日
。

朝
日
新
聞
「
日
本
体
育
協
会
」
2
8
、
｝
九
七
六
年
五
月
二
九
日
。

『
日
本
体
育
協
会
七
十
五
年
史
』
、
二
一
八
頁
。

朝
日
新
聞
「
体
協
」
⑭
、
一
九
七
一
年
九
月
二
四
日
。

新
日
本
体
育
連
盟
各
年
次
総
会
決
議
か
ら
。
特
に
一
九
七
〇
年
一
月
の
第
五
回
全
国
大
会
決
議
以
降
は
日
本
体
育
協
会
の
こ
う
し
た
体
質
が
ス

　
ポ
ー
ツ
界
の
民
主
化
の
障
害
と
し
て
名
指
し
で
批
判
を
始
め
て
い
る
。

（
1
0
）
　
朝
日
新
聞
、
一
九
七
六
年
四
月
三
〇
日
。

（
1
1
）
　
朝
日
新
聞
、
一
九
七
四
年
五
月
一
七
日
。

（
1
2
）
　
朝
日
新
聞
、
一
九
七
六
年
六
月
一
三
日
。

61



一橋大学研究年報　人文科学研究　38

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
）
の
一
五
四
頁
。

（
3
）
参
照
。

同
上
、
一
五
六
頁
。

朝
日
新
聞
、
連
載
「
日
本
体
育
協
会
」
3
3
、
一
九
七
六
年
四
月
二
七
日
～
六
月
＝
二
日
。

（
2
）
の
＝
二
七
頁
。

内
海
和
雄
「
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
歴
史
」
『
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出
版
、

朝
日
新
聞
「
日
本
体
育
協
会
」
⑪
、
一
九
七
六
年
五
月
九
日
。

（
5
）
に
同
じ
。

｝
九
八
九
年
、
参
照
。

62

五
、
ス
ポ
ー
ッ
運
動
－
新
日
本
体
育
連
盟
（
新
体
連
）
の
七
〇
年
代
1

　
1
、
新
体
連
の
発
足

　
戦
後
一
九
四
九
年
に
労
働
組
合
の
体
制
化
と
労
働
者
の
健
康
維
持
を
意
図
し
、
そ
し
て
｝
方
で
労
働
者
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
を
一
定
反
映

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

さ
せ
て
発
足
し
た
労
働
組
合
体
育
大
会
は
、
六
〇
年
の
安
保
改
定
を
め
ぐ
る
国
内
世
論
の
二
分
さ
れ
る
中
で
終
了
し
た
。
こ
れ
で
労
働
組

合
を
対
象
と
す
る
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
消
失
し
た
。
確
か
に
、
そ
の
体
制
化
の
意
図
は
明
白
で
あ
っ
た
が
、
労
働
者
へ
の
ス
ポ
；

ツ
普
及
で
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　
六
〇
年
代
の
「
高
度
経
済
成
長
」
に
よ
る
環
境
破
壊
、
厳
し
い
労
働
条
件
下
、
国
民
の
健
康
な
身
体
や
文
化
を
求
め
る
運
動
の
一
環
に
、

ス
ポ
ー
ッ
運
動
が
誕
生
し
た
。
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
前
後
し
て
国
民
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
は
高
揚
し
た
が
、
日
本
体

育
協
会
は
先
述
の
よ
う
に
十
分
に
は
対
応
し
切
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
高
揚
す
る
青
年
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
対
応
す
る
上
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か
ら
も
、
そ
し
て
政
府
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
の
政
治
反
動
化
へ
の
手
段
化
へ
の
対
抗
も
含
め
て
、
民
主
青
年
同
盟
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
前
か
ら
全
国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
を
開
催
し
て
き
た
が
、
そ
れ
を
発
展
的
に
解
散
し
て
、
一
九
六
五
年
一
一
月
に
「
新
日
本
体

育
連
盟
」
を
誕
生
さ
せ
た
。
（
実
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
後
に
総
評
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
し
た
「
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
協
会
」
も

六
五
年
五
月
に
誕
生
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
め
ぼ
し
い
活
動
も
な
い
ま
ま
に
、
や
が
て
、
メ
ー
デ
ー
時
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
開
催
の
み
へ
と
縮

　
　
　
　
（
2
）

小
し
て
行
っ
た
。
）

　
新
体
連
の
創
立
宣
言
は
、
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が
少
数
の
ひ
と
の
独
占
物
で
あ
っ
た
時
代
は
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
は
万
人
の
権
利
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
格
調
高
い
「
ス
ポ
ー
ツ
権
」
宣
言
か
ら
始
ま
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
の
宣
言
は
、
「
高
度
経
済
成

長
」
の
下
で
、
国
民
の
健
康
破
壊
、
環
境
破
壊
が
進
行
す
る
中
で
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
が
高
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

が
充
足
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
事
へ
の
批
判
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
軍
国
主
義

的
利
用
や
民
主
的
諸
運
動
へ
の
対
抗
物
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
な
が
ら
、
自
主
的
、
民
主
的
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
を
志
向
し

た
。　

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
権
思
想
の
生
ま
れ
る
背
景
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
の
民
主
教
育
の
伝
統
が
あ
り
、
そ
し
て
当
時
の
「
新
し
い
人
権
」

の
高
揚
が
あ
る
。
そ
し
て
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
、
勤
労
者
音
楽
協
会
（
労
音
）
、
「
う
た
ご
え
」
、
労
演
等
の
文
化
運
動
の
伸
展
と
軌
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

一
に
し
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。

　
2
、
新
体
連
の
活
動

　
六
〇
年
安
保
以
降
、
保
守
政
治
は
不
安
定
な
ま
ま
、
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
そ
の
安
定
策
の
一
つ
と
し
て
大
き
く
位
置
付
け

た
が
、
そ
れ
を
六
八
年
の
「
明
治
百
年
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
引
き
継
ぎ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
政
治
的
利
用
が
明
確
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
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学
習
指
導
要
領
も
、
「
武
道
」
「
集
団
行
動
」
「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
」
の
導
入
に
よ
り
、
「
軍
国
主
義
的
体
育
」
の
推
進
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。

「
格
技
」
の
「
武
道
」
へ
の
変
更
も
単
な
る
名
称
変
更
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
、
「
明
治
百
年
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
と
結
合
し
た
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
な
側
面
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
新
体
連
は
地
域
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
組
織
し
、
連
盟
を
設
立
し
、
国
民
の
要
求
に
応
え
よ
う
と
い
う
一
大
「
ス
ポ
ー
ツ

運
動
」
を
始
め
た
。
こ
れ
は
む
し
ろ
高
度
化
を
推
進
し
、
あ
る
い
は
行
政
に
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
の
地
域
体
協
の
出
来
な
い
こ
と
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
新
体
連
の
方
針
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
情
勢
の
分
析
」
、
「
組
織
作
り
」
、
「
財
政
の
確
立
」
を
軸
と
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
し
て
は
い

ち
早
く
「
中
央
ス
ポ
ー
ツ
学
校
」
を
設
け
、
上
記
の
課
題
に
係
わ
る
内
容
ば
か
り
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ッ
科
学
、
ス
ポ
ー
ッ
社
会
学
等
の

「
教
育
．
学
習
」
の
方
針
を
提
起
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
運
動
と
い
う
新
し
い
歴
史
的
課
題
に
挑
戦
す
る
上
で
、
こ
う
し
た
教
育
・
学
習
は
不

可
欠
の
課
題
と
自
覚
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
日
体
協
に
は
無
い
も
う
一
つ
の
重
要
な
活
動
は
、
自
治
体
や
国
へ
の
交

渉
に
よ
る
要
求
運
動
の
重
視
で
あ
る
。
国
や
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
が
不
十
分
な
中
で
、
そ
し
て
日
体
協
・
地
域
体
協
が
こ
う
し
た
行

動
を
全
く
行
わ
な
い
中
で
、
新
体
連
は
地
道
な
「
施
設
開
放
・
増
設
・
補
助
金
獲
得
」
の
運
動
を
旺
盛
に
展
開
し
た
。
そ
う
し
た
運
動
は

新
体
連
の
み
で
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
従
っ
て
関
連
の
諸
勢
力
と
の
協
力
・
共
同
の
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果

は
徐
々
に
現
れ
始
め
た
。

　
第
三
回
全
国
大
会
決
議
（
一
九
六
七
年
一
一
月
一
三
日
）
で
は
以
下
の
七
項
目
に
よ
る
組
織
、
活
動
方
針
を
提
起
し
た
。

　
．
要
求
に
根
ざ
し
た
普
及
と
向
上
の
活
動
を
班
・
サ
ー
ク
ル
を
中
心
に
展
開
す
る
。

　
・
教
育
研
究
活
動
を
重
視
し
、
学
校
、
学
習
会
、
研
究
会
を
積
極
的
に
開
く
。

　
・
機
関
紙
体
制
を
確
立
し
、
機
関
紙
を
続
け
て
増
や
す
努
力
を
す
る
。
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・
財
政
事
業
活
動
を
確
立
し
、
活
動
の
全
面
的
発
展
を
支
え
る
よ
う
に
す
る
。

　
・
支
部
・
班
づ
く
り
を
す
す
め
、
連
盟
員
を
増
や
す
。

　
・
中
央
の
体
制
を
強
化
し
、
組
織
機
構
を
整
備
す
る
。

　
・
す
べ
て
の
県
に
新
体
連
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
こ
れ
は
当
時
の
日
体
協
．
地
域
体
協
の
実
情
と
比
較
す
る
と
画
期
的
で
あ
り
、
そ
の
後
の
伸
展
の
基
盤
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
時

「
政
府
．
独
占
資
本
の
攻
撃
、
と
く
に
企
業
内
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
労
働
組
合
破
壊
（
た
と
え
ば
、
資
本
の
側
の

一
方
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
提
供
や
管
理
に
よ
っ
て
労
使
協
調
思
想
の
宣
伝
な
ど
）
と
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
活
動
、
選
手
生
活
に
た
い
す
る

圧
迫
．
干
渉
が
激
し
く
な
っ
て
」
（
「
第
五
回
全
国
大
会
決
議
」
一
九
七
〇
年
｝
月
一
八
日
）
き
た
。
そ
し
て
、
新
体
連
そ
れ
自
体
へ
の
攻

撃
も
激
し
さ
を
増
し
た
。
例
え
ば
、
目
治
体
、
企
業
、
そ
し
て
体
協
自
体
か
ら
、
「
新
体
連
は
ア
カ
だ
」
「
新
体
連
に
参
加
し
た
ク
ラ
ブ
は

体
協
に
は
参
加
さ
せ
な
い
」
等
々
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
民
主
化
の
上
で
、
日
体
協
の
民
主
化
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
新
体
連
の
日
体
協
批
判
も
七
〇

年
辺
り
か
ら
、
名
指
し
で
厳
し
さ
を
増
し
た
。
そ
れ
は
新
体
連
が
創
立
以
来
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が
、

　
．
国
民
の
精
神
と
身
体
の
全
面
的
な
発
達
の
主
要
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、

　
・
大
衆
的
・
民
主
的
・
科
学
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
創
造
に
つ
と
め
、

　
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
自
由
と
権
利
擁
護
を
た
た
か
う
、

こ
と
が
、
平
和
と
民
主
主
義
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

3
、
組
織
方
針
の
充
実
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第
六
回
全
国
大
会
（
一
九
七
〇
年
一
一
月
一
一
、
二
日
）
は
組
織
方
針
上
、
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
個
人
会
員
制
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
大
会
に
お
い
て
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
団
体
加
入
制
を
採
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
自
然
な
形
態
に
近
づ
け
た
こ
と
、
そ
し
て

こ
れ
ま
で
の
気
負
い
す
ぎ
て
「
専
門
家
集
団
」
と
し
て
の
意
識
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
大
衆
的
な
ス
ポ
ー
ッ
団
体
と
し
て
再
確
認
し
、

学
園
、
職
場
、
地
域
で
の
ク
ラ
ブ
つ
く
り
を
提
起
し
、
こ
の
間
や
や
低
下
気
味
で
あ
っ
た
組
織
を
そ
の
後
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
七
〇
年
辺
り
、
文
部
省
の
「
社
会
体
育
調
査
」
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
上
で
の
施
設
不
足
は
深
刻
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
七
二
年
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
で
は
施
設
建
設
の
対
人
口
比
で
の
設
置
基
準
を
設
け
た
が
、
新
体
連
の
自
治
体
レ
ベ
ル
で

の
施
設
建
設
要
求
と
交
渉
も
活
発
化
し
た
。
そ
し
て
「
ク
ラ
ブ
活
動
を
基
礎
と
す
る
強
大
な
連
盟
を
」
（
第
八
回
全
国
大
会
決
議
、
一
九

七
三
年
二
月
三
、
四
日
）
と
い
う
よ
う
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
基
礎
と
し
た
活
動
ス
タ
イ
ル
の
定
着
化
を
目
指
し
た
。

　
第
八
回
全
国
大
会
（
一
九
七
三
年
二
月
二
、
三
日
）
以
降
、
「
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精
神
の
確
立
」
も
検
討
さ
れ
始
め
た
。
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
な
い
し
フ
ェ
ア
プ
レ
；
精
神
の
強
調
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
根
強
い
「
ス
ポ
ー
ツ
バ
カ
」
つ
ま
り
「
ス
ポ
ー

ツ
以
外
の
社
会
的
な
諸
問
題
に
関
心
を
持
つ
こ
と
を
タ
ブ
i
視
し
、
記
録
・
技
術
の
向
上
を
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
や
民
主
的
な
発
展
と
切

り
離
す
傾
向
」
の
克
服
、
ス
ポ
ー
ツ
と
政
治
の
正
し
い
関
係
の
あ
り
方
の
認
識
を
大
き
な
課
題
と
し
た
。

　
第
九
回
全
国
大
会
（
一
九
七
四
年
二
月
二
、
三
日
）
は
小
選
挙
区
制
導
入
の
動
向
の
中
で
、
そ
れ
が
民
主
主
義
の
基
本
に
関
わ
る
問
題

で
あ
り
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
に
も
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
反
対
運
動
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
こ
の
大
会
で
は
特
別
決
議
と
し
て

「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
的
転
換
期
に
あ
た
っ
て
　
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
関
係
者
の
広
範
な
共
同
を
」
を
採
択
し
た
。
歴
史
的
転
換
点
と

は
、
「
今
日
、
日
本
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
は
、
そ
の
根
本
的
な
あ
り
か
た
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
基
本
認
識
に
立
ち
、
現
在
の
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
状
況
が
、
国
民
の
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
条
件
に
は
な
い
こ
と
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
貧
困
さ
は
欧
米
諸
国
に
比
べ

て
著
し
い
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
を
省
み
ず
、
し
ば
し
ば
「
し
ご
き
」
を
伴
う
極
端
な
英
才
教
育
的
な
選
手
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養
成
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
界
の
財
政
の
大
半
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
収
益
と
そ
れ
に
伴
う
腐
敗
と
権
力
構
造
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
批
判
し
、
国
民
の
要
求
を
実
現
す
る
方
向
へ
の
転
換
を
広
く
呼
び
掛
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
七
五
年
の
第
一
〇
回
全
国

大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
選
手
養
成
は
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
一
部
の
躊
躇
を
克
服
し
て
、
記
録

や
競
技
力
の
向
上
、
選
手
の
育
成
も
方
針
と
し
て
確
認
し
た
。

　
新
体
連
の
こ
う
し
た
活
動
と
も
連
動
し
て
、
国
会
で
は
日
本
共
産
党
議
員
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
界
の
民
主
化
を
迫
る
質
問
が
な
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
（
七
四
年
三
月
八
日
）
で
の
寺
前
巌
議
員
に
よ
る
国
立
競
技
場
利
用
規
定
の
体
協
の
優
先
的
使
用
の
改
正
、

参
議
院
予
算
委
員
会
（
七
四
年
四
月
五
日
）
で
の
塚
田
大
願
議
員
に
よ
る
国
体
参
加
資
格
問
題
で
の
体
協
独
占
の
不
合
理
と
そ
の
撤
廃
を

求
め
る
質
問
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
社
会
教
育
法
第
一
三
条
の
規
程
の
実
質
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
地
域
レ
ベ
ル
で
は
未

だ
こ
の
「
差
別
」
は
根
強
く
残
り
、
そ
の
撤
廃
閥
ス
ポ
ー
ツ
の
民
主
化
”
ス
ポ
ー
ツ
権
保
障
の
一
環
と
し
て
の
運
動
は
八
O
年
代
を
通
し

て
も
新
体
連
活
動
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　
先
の
国
会
質
問
に
よ
り
、
国
立
競
技
場
の
体
協
以
外
へ
の
貸
し
出
し
も
よ
り
容
易
に
な
り
、
国
体
参
加
が
体
協
加
盟
団
体
に
限
る
と
い

う
拘
束
、
体
協
の
一
本
化
を
外
し
、
「
オ
ー
プ
ン
化
」
（
七
六
年
三
月
一
六
日
、
体
協
国
体
委
員
会
決
定
）
を
実
現
し
た
。
こ
う
し
て
体
協

の
独
占
的
な
、
ま
た
他
団
体
へ
の
排
除
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
大
き
な
障
害
が
一
つ
除
去
さ
れ
た
。

　
日
本
共
産
党
は
七
六
年
に
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
画
期
的
な
発
展
の
た
め
に
1
国
民
ス
ポ
ー
ッ
基
本
法
の
制
定
を
ー
」
を
、
政
党
で

は
初
め
て
ま
と
も
な
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
提
起
し
た
。

　
そ
の
骨
格
は
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技
力
の
向
上
策
と
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ッ
基
本
法
の
制
定
の
提
案
で
あ
る
。

　
国
民
ス
ポ
ー
ッ
振
興
で
は
、

　
・
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
大
幅
増
設
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・
大
量
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
養
成
と
配
置

　
・
学
校
教
育
に
お
け
る
体
育
の
地
位
の
向
上

　
・
公
園
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
低
料
金
の
公
共
施
設
の
増
設

を
提
案
し
た
。

　
そ
し
て
競
技
力
の
向
上
で
は
、

　
・
コ
ー
チ
と
科
学
者
の
協
力
に
よ
る
科
学
的
で
合
理
的
な
指
導
方
法
の
導
入

　
・
少
年
か
ら
青
年
に
い
た
る
選
手
指
導
の
総
合
的
体
系
の
確
立

　
・
有
給
の
コ
ー
チ
制
度

　
・
国
立
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
所
の
設
立

な
ど
の
実
現
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
具
体
化
す
べ
き
国
民
ス
ポ
ー
ッ
基
本
法
の
制
定
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
は
次
の
原
則
を
必
須
と
す

る
。　

・
す
べ
て
の
国
民
は
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
権
利
を
持
つ

　
・
国
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
必
要
な
施
設
の
建
設
や
指
導
者
の
養
成
に
つ
い
て
の
長
期
計
画
を
た
て
、
財
政
的
措
置
を
講
じ
、
そ
れ
を
実

　
　
施
す
る
義
務
を
負
う

　
・
国
は
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
必
要
な
財
源
支
出
を
行
う
が
、
ス
ポ
！
ツ
団
体
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
内
部
問
題
に
介
入
し
な
い
。

　
こ
れ
ら
は
、
六
五
年
の
新
体
連
の
創
立
以
降
の
ス
ポ
ー
ッ
権
思
想
と
そ
の
具
体
化
の
運
動
の
成
果
と
、
七
六
年
の
欧
州
審
議
会
の
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
憲
章
」
（
大
臣
裁
決
は
七
五
年
）
の
国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
精
神
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ

る
。
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こ
の
よ
う
な
、
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
活
発
化
に
伴
い
、
自
民
党
文
教
部
会
で
は
新
体
連
や
共
産
党
の
活
発
化
と
体
協
の
不
活
発
さ
へ
の
危

機
感
か
ら
、
既
述
の
よ
う
な
日
体
協
へ
の
質
問
と
な
り
、
そ
れ
は
青
木
専
務
理
事
に
よ
る
体
協
改
革
私
案
（
七
四
年
五
月
八
日
）
へ
、
さ

ら
に
体
協
職
員
組
合
に
よ
る
改
革
案
へ
と
連
な
っ
て
行
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
新
体
連
の
活
動
実
績
が
広
く
認
識
さ
れ
始
め
、
影
響
力
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
そ
の
一
つ
の
典
型
は
「
全
国
ス
ポ

ー
ッ
祭
典
」
へ
の
革
新
都
政
の
後
援
・
助
成
の
決
定
で
あ
り
、
こ
れ
を
前
後
し
て
新
体
連
へ
の
攻
撃
と
自
治
体
に
よ
る
後
援
の
増
加
と
い

う
二
つ
の
局
面
が
い
っ
そ
う
進
行
し
た
。

　
新
体
連
は
一
九
七
九
年
の
第
一
二
回
全
国
総
会
段
階
で
、
そ
の
組
織
は
全
国
四
〇
都
道
府
県
で
二
一
種
目
約
二
〇
〇
〇
ク
ラ
ブ
が
登
録

し
、
全
国
種
目
組
織
も
登
山
、
ス
キ
ー
、
剣
道
、
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球
、
水
泳
、
卓
球
と
な
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
全
国
セ
ン
タ

ー
、
サ
ッ
カ
ー
の
東
西
連
絡
事
務
所
な
ど
、
一
〇
種
目
の
組
織
が
確
立
し
、
陸
上
競
技
、
柔
道
、
空
手
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ

ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ス
ケ
ー
ト
等
の
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
種
目
に
お
い
て
も
指
導
員
の
養
成
と
派
遣
、
指
導
法
の
研
究
、
各
競
技
大
会
の
水
準
の
向
上
の
点
で
大
き
な
改
善
を
見
た
。

ま
た
機
関
誌
『
月
刊
民
主
ス
ポ
ー
ツ
』
の
充
実
と
共
に
、
出
版
活
動
も
推
進
し
た
。

　
七
九
年
の
第
一
二
回
全
国
総
会
（
二
月
一
七
、
八
日
）
で
は
特
別
決
議
「
ス
ポ
ー
ツ
権
の
確
立
を
め
ざ
し
て
1
協
力
・
共
同
の
よ
び

か
け
　
　
」
を
採
択
し
た
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
が
青
少
年
の
発
達
に
と
っ
て
不
可
欠
の
文
化
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
憲
法
二
五
条
の
「
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
」
の
構
成
要
素
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
そ
の
思
想
と
政
策
は
欧
州
審
議
会
（
O
O
…
o
二
9

国
巽
○
需
）
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
認
識
さ
れ
た
。
し
か
し
日
本
で
は
七
〇
年
代
後
半
の
政
治
、
文
化
、
教
育
な
ど
社
会
の
全
般

的
な
反
動
化
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
反
動
的
な
利
用
が
進
行
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
国
際
競
技
力
の
低
下
も
大
衆
化
の

立
ち
遅
れ
と
無
関
係
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
国
や
自
治
体
や
企
業
は
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
政
治
的
差
別
を
せ
ず
、
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公
共
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
建
設
や
指
導
者
の
大
量
養
成
等
の
条
件
整
備
を
行
う
よ
う
求
め
、
広
く
ス
ポ
ー
ツ
界
に
呼
び
掛
け
た
。

　
そ
し
て
こ
の
年
の
一
二
月
九
日
、
「
ス
ポ
ー
ツ
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
、
そ
の
思
想
と
運
動
の
意
義
を
広
く
確
認
し
た
。
こ

れ
は
新
体
連
に
と
っ
て
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
一
つ
の
総
決
算
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
治
、
文
化
、
教
育
、
思
想
の
反
動
化
に
抗

す
る
大
同
団
結
へ
の
提
唱
で
も
あ
っ
た
。

　
新
体
連
で
は
国
際
交
流
も
い
ち
早
く
始
め
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
体
育
連
盟
（
F
S
G
T
）
や
イ
タ
リ
ア
人
民
ス
ポ
ー

ツ
連
合
（
U
I
S
P
）
、
あ
る
い
は
国
際
勤
労
者
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
i
大
会
へ
の
選
手
派
遣
な
ど
の
交
流
も
積
極
的
に
行
っ
た
。
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

七
七
年
段
階
で
は
欧
州
審
議
会
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
憲
章
」
も
把
握
し
、
国
際
的
視
野
で
の
活
動
も
推
進
し
た
。
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（
6
）

　
4
、
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
統
一
戦
線
」
の
提
唱

　
七
二
年
の
保
体
審
答
申
の
立
て
役
者
と
も
言
う
べ
き
川
本
信
正
は
、
そ
の
後
も
国
民
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
積
極
的
な
論
陣
を
張
っ
た
。
日

体
協
の
い
う
「
国
民
総
ス
ポ
ー
ッ
運
動
」
と
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
で
あ
り
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
も
イ
コ

！
ル
で
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
標
語
が
「
よ
り
速
く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
強
く
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
に
も
生

か
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
「
よ
り
美
し
く
、
よ
り
親
し
く
」
も
含
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　
そ
し
て
六
五
年
の
新
体
連
の
結
成
を
、
「
ス
ポ
ー
ッ
を
国
民
の
権
利
と
し
て
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
（
三
一
一
＝
頁
）
画
期
と
捉
え
、

国
民
ス
ポ
ー
ッ
の
発
展
の
た
め
に
、
国
民
的
合
意
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ッ
宣
言
」
「
ス
ポ
ー
ツ
憲
章
」
の
制
定
を
訴
え
た
。
そ
の
内
容
は
、

「
ス
ポ
ー
ッ
が
憲
法
に
基
づ
く
国
民
の
権
利
で
あ
る
と
の
基
本
認
識
か
ら
始
ま
る
べ
き
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
中
に
盛
り
込
ん
で

ほ
し
い
の
は
、
①
ス
ポ
ー
ツ
と
政
治
の
関
係
、
②
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
関
係
、
③
ス
ポ
ー
ツ
の
普
遍
的
な
モ
ラ
ル
と
市
民
道
徳
の
関
係
、

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
原
則
と
し
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
発
展
的
継
承
、
⑤
ス
ポ
ー
ッ
の
大
衆
的
発
展
と
競
技
力
向
上
の
統
一
理
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念
、
な
ど
」
（
三
四
四
頁
）
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
、
「
体
協
、
新
体
連
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、
全
国
体
育
指
導
委
員
協
議
会
、
国
民
体
力
つ
く
り
協
議
会
、
余
暇
開

発
セ
ン
タ
ー
の
六
団
体
・
機
関
が
、
合
同
会
議
を
持
つ
」
よ
う
提
案
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
過
程
で
は
必
要
に
応
じ
て
、
日
教
組
、
労
働

組
合
、
経
営
者
団
体
、
青
少
年
団
体
、
政
党
な
ど
に
呼
び
掛
け
、
そ
の
意
見
を
求
め
た
り
、
公
開
討
論
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

た
と
え
時
間
が
か
か
ろ
う
と
も
、
そ
の
よ
う
な
民
主
的
な
手
続
き
を
経
て
行
く
こ
と
、
そ
う
し
た
関
係
諸
団
体
・
機
関
の
大
連
合
に
よ
る

統
一
戦
線
の
結
成
こ
そ
が
、
今
考
え
ら
れ
る
唯
一
の
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
基
本
方
策
」
で
あ
る
、
と
提
起
し
た
。

　
当
時
の
情
勢
下
、
極
め
て
大
胆
、
率
直
、
真
摯
で
、
し
か
も
的
を
得
た
提
案
で
あ
り
、
何
よ
り
も
国
民
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
を
願
っ
て
の
発
言
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
体
協
に
は
こ
れ
に
応
え
る
土
壌
も
な
く
、
川
本
の
貴
重
な
提
案
は
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
組
織
」

（
6
）

内
海
和
雄
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
、
一
五
九
頁
。

同
前
、
三
〇
八
頁
参
照
。

同
前
、
並
び
に
内
海
和
雄
『
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
、
参
照
。

内
海
和
雄
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
、
三
〇
三
頁
。

内
海
和
雄
「
イ
ギ
リ
ス
ス
ポ
ー
ツ
政
策
研
究
（
2
）
」
「
人
文
科
学
研
究
3
4
』
一
橋
大
学
研
究
年
報
、
一
九
九
七
年
三
月
の

　
　
　
　
　
　
　
「
デ
ニ
ス
・
ハ
ウ
エ
ル
研
究
」
の
項
参
照
。

川
本
信
正
『
ス
ポ
ー
ッ
の
現
代
史
』
大
修
館
書
店
、
一
九
七
六
年
の
特
に
「
第
V
章
市
民
ス
ポ
ー
ッ
の
展
開
」
を
参
照
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
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六
、
「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
発
展
と
課
題

　
1
、
テ
レ
ビ
と
ス
ポ
…
ツ

　
戦
後
の
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
観
賞
は
、
多
く
は
ラ
ジ
オ
の
ス
ポ
ー
ツ
番
組
、
「
聴
く
ス
ポ
ー
ッ
」
で
あ
り
、
新
聞
の
「
読
む
ス
ポ
ー
ツ
」

が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
五
三
年
の
テ
レ
ビ
ス
ポ
ー
ッ
放
映
開
始
（
八
月
；
百
の
甲
子
園
）
以
降
は
、
そ
の
主
役
は
テ
レ
ビ
ヘ

と
変
化
し
た
。
図
表
1
－
6
－
1
に
見
る
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
は
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
向
け
て
急
速
に
普
及
し
た
。
つ
ま
り
、
五

八
年
の
｝
、
九
八
二
、
三
七
九
台
（
契
約
）
か
ら
六
五
年
の
一
八
、
二
二
四
、
二
＝
云
・
へ
、
七
年
間
に
九
倍
に
も
伸
び
た
。
そ
し
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
後
、
伸
び
率
は
や
や
減
少
し
た
も
の
の
、
普
及
の
速
度
は
落
ち
ず
、
図
表
の
よ
う
に
七
〇
年
代
も
一
貫
し
て
普
及
し
た
。

　
そ
し
て
テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ー
ツ
番
組
放
映
時
間
数
は
図
表
1
－
6
－
2
に
見
る
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
局
の
増
加
に
伴
い
少
し
ず
つ
増
加
し
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

放
送
時
間
に
占
め
る
ス
ポ
ー
ッ
番
組
の
放
映
時
間
は
六
〇
年
代
の
二
％
台
か
ら
七
〇
年
代
に
入
る
と
平
均
三
・
八
％
へ
と
上
昇
し
た
。

　
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
国
内
景
気
沈
滞
の
お
陰
で
、
テ
レ
ビ
自
体
が
金
の
掛
か
ら
な
い
ホ
ー
ム
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
と
し
て
ま
す
ま
す
人
気
が
出
た
。
も
ち
ろ
ん
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
の
一
環
を
占
め
た
が
、
一
方
で
国
民
の
「
す
る
ス
ポ
ー
ッ
」
へ
の
参

加
が
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」
へ
の
関
心
を
も
高
め
、
ま
た
後
者
か
ら
前
者
へ
の
刺
激
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
次
第
に
ス
ポ
ー
ツ
番
組
が
一
つ
の
目
玉
商
品
化
し
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
民
放
が

ス
ポ
…
ツ
番
組
に
カ
を
入
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
ス
ポ
ン
サ
ー
が
付
き
易
い
」
か
ら
で
あ
る
。
（
因
み
に
N
H
K
は
番
組
ご
と
の

割
合
は
出
し
て
い
な
い
。
）

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
番
組
の
中
に
「
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
」
は
入
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
実
際
の
ス
ポ
ー
ッ
報
道
は
も
っ
と
多
い
と
考
え
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　　　　　　　　　　　図表1－6－1　テレビ受信契約数
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出典＝『放送受信契約数統針要覧』日本放送協会編，平成7年版

　　　　　　　図表1－6－2　テレビスポーッ番組放映時間の割合

　　　（％）

　　　45

→一契約数

愚一衛星契約数
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①
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1966　　　　1968　　且970　　1972　　1974　　L976　　1978　　夏980　　1982　　1984　　！986　　1988　　1990　　［992

出典　『日本放送年鑑』日本民間放送連盟，1980年版，1994年版より

＊1988年以降の「スポーツ番組」の項目がなくなった

　　図表1－6－3　新聞（一般紙・スポーッ新聞）発行部数

㎜　45㎜

㎜
　3㎜
㎜　2㎜
㎜　15㎜

　1（㎜

㎜　　　　0
　　　　1％51％7！％9197119η19751977且田91％11螂19邸1兇7且醐1曲且1的5且995且”71999

　出典　目本新聞協会調べ

一一一 紙（朝　夕刊セノト）

スポーツ紙

臼一 帯数

1994

73



一橋大学研究年報　人文科学研究　38

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
現
在
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
は
「
政
治
・
経
済
・
ス
ポ
ー
ツ
・
天
気
予
報
」
の
四
本
柱
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
の
一
角
を
占
め
、
厳
然
と
視
聴
率
へ
影
響
を
与
え
る
位
置
を
占
め
て
い
る
。

　
「
何
故
国
民
は
ス
ポ
ー
ッ
番
組
を
見
る
の
か
」
、
ヒ
ー
ロ
i
性
の
あ
る
番
組
は
視
聴
率
も
高
い
こ
と
は
多
く
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の

心
性
は
そ
れ
自
体
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
テ
レ
ビ
放
映
時
間
の
割
合
は
漸
増
で
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
む
し
ろ
放
映
時
間
帯
が
ナ
イ
タ
ー
を
代
表
と
し
て
夜
七
～
九
時
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
タ
イ
ム
を
中
心
と
す
る
放
映
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
番
組
の
普
及
に
つ
れ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

雑
誌
の
種
類
や
点
数
、
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
売
れ
行
き
も
次
項
で
見
る
よ
う
に
鰻
登
り
に
な
っ
た
。

（
1
）
　
日
本
放
送
協
会
編
『
放
送
受
信
契
約
数
統
計
要
覧
』
平
成
七
年
版
。

（
2
）
　
日
本
民
間
放
送
連
盟
編
『
日
本
放
送
年
鑑
』
一
九
八
○
年
版
、
一
九
九
四
年
版
よ
り
。

　
れ
て
い
な
い
。
多
分
「
娯
楽
」
項
目
に
一
括
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
一
九
八
七
年
か
ら
は
ス
ポ
ー
ッ
項
目
は
算
出
さ

74

　
2
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
と
ス
ポ
ー
ツ

　
①
新
聞
（
一
般
紙
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
）
発
行
部
数

　
新
聞
の
発
行
部
数
は
図
表
1
－
6
－
3
の
よ
う
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
か
ら
九
九
年
ま
で
の
三
五
年
間
に
、
世
帯
数
は
約
二
五
〇
〇
万
か

ら
約
四
九
〇
〇
万
へ
二
倍
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
一
般
紙
も
約
二
七
〇
〇
万
部
か
ら
四
七
〇
〇
万
部
へ
約
二
倍
弱
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
紙

は
約
三
〇
〇
万
部
か
ら
六
三
〇
万
部
へ
の
二
倍
強
と
増
加
し
た
。
こ
の
中
で
両
紙
と
も
七
〇
年
代
は
一
貫
し
て
増
加
し
た
。
（
八
O
年
代

の
行
革
期
に
は
低
下
し
た
。
）
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こ
の
中
で
、
一
般
紙
の
ス
ポ
ー
ツ
面
は
、
特
に
土
・
日
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
報
道
す
る
日
・
月
の
ス
ポ
ー
ッ
欄
が
拡
大
さ
れ
て
久
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ま
た
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
総
合
レ
ジ
ャ
ー
紙
志
向
の
ス
ポ
ー
ツ
紙
に
転
期
が
き
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
般
紙
の
系
列
に
あ
る
ス
ポ

ー
ッ
紙
は
こ
れ
ま
で
一
般
紙
の
拡
張
の
景
品
と
さ
れ
る
事
も
多
か
っ
た
が
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
公
正
取
引
委
員
会
の
監
視
の
強
化
に
よ

り
そ
れ
が
容
易
で
な
く
な
っ
た
こ
と
、
一
般
紙
の
九
七
％
が
宅
配
、
三
％
が
駅
頭
な
ど
の
即
売
市
場
に
く
ら
べ
、
ス
ポ
ー
ッ
紙
は
宅
配
が

七
〇
％
を
超
え
な
い
と
い
わ
れ
、
即
売
市
場
で
の
販
売
部
数
が
大
き
く
影
響
す
る
。
そ
の
た
め
に
客
引
き
の
た
め
に
一
面
ト
ッ
プ
は
大
き

な
活
字
と
原
色
で
彩
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
）
　
大
木
勝
「
総
合
レ
ジ
ャ
ー
紙
志
向
の
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
に
転
期
が
来
た
」
「
総
合
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
』
恥
9
3
、
一
九
八
○
年
夏
季
号
（
七
月
）
。

　
②
ス
ポ
ー
ッ
雑
誌

　
図
表
1
－
6
－
4
は
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
雑
誌
の
発
行
部
数
で
あ
る
。
月
刊
誌
の
中
で
も
球
技
が
大
き
く
、
七
四
年
の
六
六
七
万
冊
か

ら
七
九
年
の
一
三
三
四
万
冊
、
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
週
刊
誌
も
漸
増
し
た
。
こ
う
し
て
ス
ポ
ー
ッ
総
計
で
は
七
四
年
の
四
五
六
九
万
冊

か
ら
七
九
年
の
六
一
四
八
万
冊
へ
増
加
し
た
。
（
「
ス
ポ
ー
ツ
雑
誌
の
現
勢
」
『
総
合
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
』
M
9
2
、
一
九
八
O
年
春
、

六
二
頁
）

　
3
、
ス
ポ
ー
ッ
観
戦

　
テ
レ
ビ
の
普
及
が
直
接
的
な
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
機
会
を
減
少
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
サ
ッ
カ
ー
観
客
動
員
数
の
戦

後
の
減
少
は
、
テ
レ
ビ
の
普
及
と
、
テ
レ
ビ
に
お
け
る
サ
ッ
カ
ー
番
組
の
増
加
と
に
因
る
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
図
表
1
，
6
－
5
は
プ
ロ
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図表1－6－4　スポーッ雑誌発行部数

一←一ゴルフ　（月）

一昌一 山（月）

→一スキー（月）

→←球技（月）

→←一その他（月）

｝一・一一 言f　（月干り詩

＋週刊誌
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出典、『総合ジャーナリズム研究』No92，1980年春，p62．

　　　　　　　図表1－6－5　セ・パ両リーグ年度別観客動員数
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野
球
の
観
客
動
員
数
の
推
移
を

　
　
　
　
　
（
1
）

見
た
も
の
で
あ
る
。

　
六
四
年
か
ら
七
〇
年
代
初
旬

ま
で
、
セ
リ
ー
グ
は
約
六
百
万

人
に
増
加
し
た
が
そ
こ
で
ほ
ぼ

横
這
い
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、

六
五
年
か
ら
七
三
年
ま
で
の
読

売
巨
人
軍
の
九
年
連
続
優
勝
が

あ
り
、
高
度
成
長
を
支
え
た
働

き
盛
り
の
国
民
に
と
っ
て
、
巨

人
と
長
嶋
選
手
、
王
選
手
つ
ま

り
O
N
は
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
り
、

「
巨
人
、
大
鵬
、
卵
焼
き
」
は

高
度
経
済
成
長
の
「
常
勝
」
の

代
名
詞
と
な
っ
た
。
逆
に
。
ハ
リ

ー
グ
は
こ
の
時
期
六
二
年
の
約

三
九
〇
万
人
か
ら
七
二
年
の
二

五
〇
万
人
ま
で
減
少
し
た
。
し
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か
し
七
〇
年
代
中
盤
以
降
は
徐
々
に
増
加
し
、
八
○
年
に
は
ぞ
れ
ぞ
れ
一
〇
三
〇
万
人
と
五
八
O
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
図
表
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
パ
リ
ー
グ
の
観
客
動
員
数
は
セ
リ
！
グ
の
半
分
に
も
満
た
ず
、
七
六
年
に
は
三
分
の
｝
に
も
下
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
セ
リ
ー
グ
と
パ
リ
ー
グ
の
観
客
動
員
数
の
大
き
な
格
差
、
そ
し
て
セ
リ
ー
グ
自
体
も
読
売
巨
人
軍
に
よ
る
牽
引
は
明
白
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
見
る
と
、
六
〇
年
代
の
観
客
動
員
数
は
六
〇
年
代
は
セ
リ
ー
グ
で
漸
増
、
パ
リ
ー
グ
で
減
少
を
記
録
し
た
。
こ
れ
は
テ
レ
ビ

普
及
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
即
断
は
で
き
な
い
が
、
七
〇
年
代
中
盤
以
降
は
む
し
ろ
テ
レ
ビ
普
及
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
と
共
に
、
観
客
動
員

数
も
進
展
し
た
。

（
1
）
　
セ
リ
ー
グ
、
パ
リ
ー
グ
共
に
次
の
資
料
を
参
照
し
た
。

　
・
田
需
国
8
F
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
野
球
連
盟
、
二
〇
〇
〇
年

　
・
O
お
雪
ω
o
o
F
セ
ン
ト
ラ
ル
野
球
連
盟
、
二
〇
〇
〇
年

（
2
）
　
こ
こ
に
は
資
料
を
示
し
て
い
な
い
が
、
上
記
資
料
に
因
れ
ば
、

　
度
に
な
っ
て
い
る
。

読
売
巨
人
軍
は
セ
リ
ー
グ
内
で
も
最
も
観
客
動
員
数
が
少
な
い
球
団
の
四
倍
程

　
4
、
「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
意
義

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、
テ
レ
ビ
の
普
及
に
牽
引
さ
れ
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
。
ラ
ジ
オ
に
限
ら
ず
テ
レ
ビ
放
映
に

お
い
て
も
当
初
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
観
客
動
員
数
が
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、
放
送
へ
の
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
事
態
は
む
し
ろ
逆
で
、
特
に
テ
レ
ビ
放
映
に
よ
っ
て
そ
の
競
技
へ
の
関
心
は
高
ま
り
、
特
に
野
球
の
ナ
イ
タ
ー
を
典
型
と
し
て
新
聞
雑

誌
の
発
行
部
数
は
増
え
た
。
ナ
イ
タ
ー
の
場
合
、
ナ
イ
タ
ー
自
体
の
放
映
を
見
、
深
夜
の
ス
ポ
ー
ッ
ニ
ュ
ー
ス
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
再
度
確
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認
し
、
そ
し
て
翌
日
の
新
聞
朝
刊
で
再
度
確
認
す
る
と
い
う
思
考
行
動
が
一
般
化
し
た
。
ま
た
、
六
〇
年
代
以
降
の
「
す
る
ス
ポ
ー
ッ
」

興
隆
に
対
し
て
、
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」
に
お
け
る
優
れ
た
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
は
明
日
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
目
ら
の
参
加
へ
の
刺

激
を
大
い
に
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

　
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
の
テ
レ
ビ
普
及
と
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」
の
興
隆
は
、
国
民
の
意
識
に
大
き
な
影
響
を
与
え
始
め
て
お

り
、
「
は
じ
め
に
」
で
見
た
よ
う
に
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
状
況
の
把
握
の
上
で
不
可
欠
な
視
点
と
な
っ
て
お
り
、
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」
で
の
私

事
性
と
公
共
性
の
問
題
も
分
析
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」
自
体
の
大
き
な
変
動
は
テ
レ
ビ
が
大
き
く
普
及
し
た
七
〇
年
代
以
降
つ
ま
り
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
化
が

進
み
、
そ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ
の
商
品
化
と
世
界
化
を
促
進
し
た
が
、
さ
ら
に
九
〇
年
代
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
に
よ
っ
て
、
ソ

フ
ト
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ッ
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
需
要
が
増
し
た
。
し
か
し
、
研
究
そ
れ
自
体
は
九
〇
年
代
に
入
っ
て
始
ま
っ
た
と
い
う
の
が
実

態
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
九
〇
年
代
に
発
表
さ
れ
た
次
の
三
点
を
参
照
に
し
な
が
ら
、
既
に
七
〇
年
代
に
始
ま
っ
て
い
た
「
見
る
ス
ポ
ー

ツ
」
の
実
態
、
意
義
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
こ
う
。
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（
1
）
　
「
す
る
・
み
る
」
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
早
川
は
、
近
代
ス
ポ
ー
ツ
は
「
す
る
ス
ポ
ー
ッ
」
偏
重
で
あ
っ
た
と
し
て
、
「
す
る
・
み
る
」
ス
ポ
ー
ッ
把
握
を
提
唱
す
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ま
で
の
「
高
度
化
大
衆
化
」
の
関
係
で
は
な
く
「
す
る
と
み
る
」
の
関
係
で
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
の
課
題
が
見

え
て
く
る
と
述
べ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
本
来
す
る
こ
と
と
見
る
こ
と
が
同
時
に
機
能
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
主
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
、
「
み

る
」
機
能
性
に
よ
る
ス
ポ
ー
ッ
界
や
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
た
ち
の
自
浄
能
力
が
発
揮
さ
れ
て
こ
ず
、
過
度
な
商
業
主
義
化
、
目
然
破
壊
等
へ
の
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「
あ
ら
ぬ
方
向
に
向
け
ら
れ
て
」
し
ま
っ
た
、
と
批
判
す
る
。
そ
の
た
め
今
、
「
す
る
・
み
る
」
機
能
性
か
ら
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
を
分
析
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
方
法
を
提
起
す
る
。

　
一
つ
は
技
術
獲
得
過
程
に
お
け
る
「
み
る
」
機
能
の
自
覚
で
あ
る
。
運
動
技
術
の
学
習
過
程
は
学
習
者
個
人
の
中
で
「
行
為
の
執
行

者
」
と
「
内
面
の
調
整
者
」
が
存
在
す
る
。
後
者
は
ま
さ
に
「
み
る
」
機
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
す
る
行
為
に
も
「
み
る
」
機
能
が
、
そ

し
て
見
る
行
為
者
の
側
に
も
「
す
る
」
機
能
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
て
、
す
る
行
為
者
に
と
っ
て
は
「
す
る
」
機
能
が
、
見
る
行
為
者

に
と
っ
て
は
「
み
る
」
機
能
が
主
要
な
行
為
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
事
を
意
味
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

心
理
学
説
の
応
用
で
あ
る
。

　
他
方
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
観
衆
・
応
援
者
の
「
す
る
・
見
る
」
機
能
で
あ
る
。
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
一
体
化
す
る
自
己
陶
酔
感
、
あ
る
い
は

自
ら
も
プ
レ
ー
を
楽
し
む
契
機
を
つ
か
も
う
と
し
て
い
る
観
衆
の
「
み
る
」
は
、
競
技
そ
れ
自
体
の
善
し
悪
し
を
も
方
向
付
け
、
過
度
な

商
業
主
義
に
よ
る
目
然
破
壊
へ
の
道
を
阻
止
す
る
力
と
な
る
、
と
規
定
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
早
川
は
、
「
み
る
」
機
能
を
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
の
「
内
在
的
把
握
」
の
方
法
と
し
て
提
起
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
心
理
学
的
把
握
の
み
な
ら
ず
社
会
学
的
な
実
証
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
2
）
　
ス
ポ
ー
ツ
産
業
と
し
て
の
「
見
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
ス
ポ
ー
ツ
享
受
の
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
「
み
る
ス
ポ
ー
ッ
」
を
位
置
付
け
よ
う
と
言
う
の
が
『
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」
の
振
興
』
の

意
図
で
あ
り
、
文
部
省
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課
が
中
心
と
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
あ
る
。
そ
し
て
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
と
「
み
る

ス
ポ
ー
ツ
」
の
関
係
を
ゲ
ー
ム
の
生
産
者
と
消
費
者
と
し
て
分
類
し
、
そ
の
点
か
ら
「
見
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
」
つ
ま
り
高
度
化
ス
ポ
ー
ツ
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を
見
る
消
費
者
は
、
エ
リ
ー
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
と
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
の
分
極
化
・
空
洞
化
を
、
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「
感
動
・
評
価
・
モ
デ
ル
・
学
習
」
を
通
し
て
競
技
者
ス
ポ
ー
ツ
と
市
民
ス
ポ
ー
ツ
を
繋
ぎ
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
統
合
的
機
能
を
働
か
せ

て
、
望
ま
し
い
ス
ポ
ー
ツ
・
モ
デ
ル
を
発
見
し
、
改
善
す
る
。
ま
た
、
こ
の
過
程
は
「
み
る
ス
ポ
ー
ッ
」
が
地
域
の
看
板
と
な
る
こ
と
に

よ
り
、
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
郷
土
へ
の
目
信
が
培
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
豊
か
に
醸
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ク

オ
リ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
の
一
環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
享
受
を
位
置
付
け
て
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造
へ
進
む
、
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
「
み
る
ス
ポ
ー
ッ
」
を
図
表
1
－
6
－
6
の
よ
う
に
「
需
要
構
造
」
「
供
給
構
造
」
「
主
催
構
造
」
の
三
つ
の
視
点
か
ら
構
造
分
析
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
基
本
的
な
視
点
は
提
示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
実
績
に
つ
い
て
に
実
証
は
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
3
）
　
メ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ー
ッ

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
は
国
民
の
ス
ポ
ー
ッ
知
識
を
豊
富
に
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
関
心
を

大
き
な
も
の
に
し
た
。
そ
し
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
の
ニ
ュ
ー
ズ
番
組
も
「
政
治
・
経
済
・
ス
ポ
ー
ツ
・
天
気
予
報
」
と
し
て
四
本
柱
の

一
環
に
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
を
必
ず
挿
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
各
種
目
で
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
存
在
が
視
聴
率
を
上
げ
る
。
が
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
視
聴
の
基
盤
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
機
能
が
強
く

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」
に
よ
っ
て
、
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
刺
激
を
与
え
、
「
す
る
ス
ポ
ー
ッ
」
へ
と
繋
が

っ
て
い
る
。

　
だ
が
、
九
〇
年
代
に
テ
レ
ビ
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
、
マ
ル
チ
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
を
す
る
と
、
ソ
フ
ト
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ッ
イ
ベ
ン
ト
が
不

足
す
る
こ
と
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
独
占
的
買
収
が
始
ま
り
、
「
ペ
イ
㌔
ハ
ー
・
ビ
ュ
ー
」
テ
レ
ビ
化
し
て
、
通
常
の
契
約
料
金
で
は
見
れ

な
い
事
態
も
生
じ
、
こ
こ
で
の
貧
富
の
格
差
拡
大
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
は
、
全
世
界
の
人
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
、
各
国
の
公
共
放
送
と
の
契
約
を
重
視
し
て
い
る
。
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一
方
、
国
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
の
保
持
、
国
民
文
化
と
し
て
の
保
障
の
視
点
か
ら
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
．
ア
ク
セ
ス

と
し
て
、
基
本
的
契
約
料
金
で
の
放
映
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
「
特
別
指
定
行
事
」
と
し
て
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
ダ
ー
ビ
ー

競
馬
、
グ
ラ
ン
ド
ナ
シ
ョ
ナ
ル
競
馬
、
サ
ッ
カ
ー
（
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
問
＞
カ
ッ
プ
、
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
ッ
プ
）
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
テ
ニ
ス
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
レ
ガ
ッ
タ
対
抗
戦
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
ゲ
ー
ム
の
一
〇
競
技
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
の
公
共
性
と
は
何
を
根
拠
に
し
て
い
る
の
か
、
広
瀬
は
公
共
性
の
基
準
と
し
て
視
聴
率
一
〇
％
程
度
を
示
し
、
五

％
程
度
で
は
そ
の
確
保
は
難
し
い
と
述
べ
て
い
る
（
四
七
頁
）
が
、
そ
の
根
元
は
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
に
あ
る
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
上

の
究
明
は
し
て
い
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
マ
！
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
9
δ
轟
『
ス
ポ
ー
ッ
」
と
「
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
9
ス
ポ
ー
ツ
」
（
八
九
頁
）
と
は
両
輪

の
関
係
で
あ
る
が
、
時
折
、
後
者
を
犠
牲
に
し
た
前
者
の
横
暴
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
身
を
置
く
広
瀬
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
を
提
起
し
た
点
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
公
と
私
そ
れ
自

体
は
公
共
で
な
く
、
そ
の
両
者
の
重
複
部
分
の
み
が
公
共
で
あ
る
（
一
四
〇
頁
）
と
す
る
議
論
は
、
論
点
が
ず
れ
て
し
ま
う
。
と
も
あ
れ
、

今
後
の
論
点
を
示
し
た
。

82

（
1
）
　
早
川
武
彦
『
地
球
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ
と
人
間
』
創
文
企
画
、
一
九
九
五
年
。

（
2
）
　
文
部
省
競
技
ス
ポ
ー
ツ
研
究
会
編
『
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」
の
振
興
　
　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
新
し
い
享
受
に
向
け
て
ー
』

　
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
九
六
年
。

（
3
）
　
広
瀬
一
郎
『
メ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ー
ッ
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
。

べ
ー
ス
ボ
ー
ル
　
マ



七
、
ス
ポ
ー
ツ
権
論
の
台
頭

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（1）

　
1
、
ス
ポ
ー
ツ
権
の
推
移

　
六
〇
年
代
に
入
り
、
西
欧
先
進
国
で
は
、
一
方
で
は
東
欧
諸
国
の
め
ざ
ま
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
進
出
に
押
さ
れ
て
、
そ
し
て
自
国
内
の

経
済
的
高
成
長
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
政
策
を
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興
を
福
祉
国
家
政
策
の
一
環
と
し
て

位
置
付
け
始
め
た
。
ド
イ
ッ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
プ
ラ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
ー
六
五
年
の
諮
問
機
関
、
七
二
年
の
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

機
関
化
1
の
設
置
と
政
策
の
推
進
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
推
進
で
リ
ー
ド
し
た
欧
州
審
議
会
は
特
に
有
名
で
あ
り
、
一
九
七
二
年
保
健
体

育
審
議
会
答
申
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
世
界
的
動
向
と
並
行
し
て
、
日
本
国
内
で
も
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
と
し
て
の
論
調
が
七
〇
年
代
の
主
流
と
な
っ
た
。
日

本
で
の
ス
ポ
ー
ツ
独
自
法
は
一
九
六
一
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
の
自
由
権
を
認
め
た
も
の
だ
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
社
会
権
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
し
て
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
一
九
六
五
年
に
先
の
よ
う
な
「
ス
ポ
ー
ツ
は
万
人
の
権
利
」
と
の
「
よ
び
か
け
」
を

も
っ
て
創
立
し
た
新
日
本
体
育
連
盟
の
そ
の
後
の
権
利
意
識
と
そ
の
具
体
化
の
ス
ポ
ー
ッ
運
動
の
実
践
は
、
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
権
論

の
大
き
な
基
盤
を
形
成
し
た
。

　
一
方
、
「
ス
ポ
ー
ツ
外
」
で
は
あ
る
が
、
国
際
的
に
見
て
、
既
に
一
九
七
〇
年
に
は
国
際
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
「
レ
ジ
ャ
ー
憲

章
」
を
採
択
し
、
「
第
一
条
　
人
は
す
べ
て
レ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
。
」
と
い
う
レ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
権
利
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
資
源
活
用
の
権
利
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
参
加
の
権
利
、
そ
し
て
レ
ジ
ャ
i
教
育
へ
の
権
利
等
を
謳
っ
た
。
し
か
し
、
83
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「
レ
ジ
ャ
ー
憲
章
」
は
主
に
こ
の
推
進
母
体
で
あ
る
「
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
」
が
十
分
に
こ
の
権
利
論
の
立
場
に
立
ち
き
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

か
っ
た
こ
と
が
、
「
レ
ジ
ャ
ー
の
権
利
」
の
一
般
化
に
な
り
得
な
か
っ
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
四
大
公
害
裁
判
に
お
け
る
原
告
の
勝
利
は
地
域
レ
ベ
ル
で
の
住
民
運
動
に
支
え
ら
れ
、
地
域
レ
ベ
ル

で
の
権
利
意
識
の
高
揚
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
一
九
七
〇
年
の
家
永
教
科
書
裁
判
を
め
ぐ
っ
て
出
さ
れ
た
「
杉
本
判
決
」
は

「
国
家
の
教
育
権
」
で
は
な
く
、
「
国
民
の
教
育
権
」
の
立
場
を
明
確
に
提
起
し
た
。
こ
れ
は
、
「
新
し
い
人
権
」
の
一
つ
と
な
り
、
そ
の

後
の
諸
分
野
で
の
権
利
論
の
発
展
に
と
っ
て
決
定
的
な
イ
ン
。
ハ
ク
ト
を
与
え
た
。
七
二
年
六
月
二
七
日
に
は
最
高
裁
が
日
照
権
を
認
め
る

判
決
を
出
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
背
景
に
、
一
九
七
三
年
の
大
阪
空
港
発
着
陸
差
し
止
め
請
求
裁
判
で
は
、
夜
九
時
以
降
の
発
着
陸
の
差
し
止
め
要
求
に
よ
る

裁
判
で
、
国
は
空
港
の
「
公
の
福
祉
」
つ
ま
り
「
上
か
ら
の
福
祉
」
論
を
立
て
た
が
、
住
民
側
は
地
域
の
福
祉
、
「
下
か
ら
の
福
祉
」
で

戦
っ
た
。
こ
の
過
程
で
出
さ
れ
た
「
環
境
権
」
も
ま
た
「
新
し
い
人
権
」
を
構
成
し
た
。

　
一
九
七
二
年
一
二
月
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
一
環
と
し
て
、
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
権
の
旦
ハ
体
化
、
つ
ま
り
す
べ

て
の
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
権
利
を
実
質
的
に
保
障
す
る
も
の
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。

　
そ
う
し
た
背
景
の
下
に
、
新
体
連
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
そ
の
後
の
運
動
で
支
え
ら
れ
て
き
た
「
ス
ポ
ー
ツ
は
万
人
の
権
利
」
意
識
は
、

一
九
七
二
年
一
二
月
号
の
永
井
憲
一
論
文
「
権
利
と
し
て
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
」
（
『
体
育
科
教
育
』
）
に
よ
っ
て
初
め
て
法
論
理
と
し
て

展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
図
表
2
－
6
－
1
の
よ
う
に
、
七
〇
年
代
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
権
利
1
ー
ス
ポ
ー
ツ
権
」
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ

た
。　

し
か
し
、
図
表
1
－
7
－
1
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
そ
れ
は
八
O
年
代
に
入
る
と
他
の
諸
権
利
論
と
同
様
に
、
伸
展
す
る
新
自
由
主
義

に
よ
っ
て
次
第
に
沈
静
化
さ
れ
、
実
質
は
八
一
年
の
松
本
忠
士
、
大
川
睦
夫
論
文
以
降
皆
無
と
な
っ
た
。
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スポーッの権利・公共性と新自由主義二個人的消費主義との対抗（！）

　　　　　図表1－7－1　スポーッ権研究主要論文　1972年以降

番号 発行年月 表　　　　　　　　題 筆　　者

1 197212 権利としての体育・スポーツ（『体育科教育』） 永井憲一
2 197310 雑：月刊社会教育　特集・権利としてのスポーッ 川本信正

・権利としてのスポーッ

●くらしのなかにリクレーションとしてのスポーツを 大掘孝雄
3 1974．2 スポーッ権の確立と市民運動の展開　1 影山　健
4 3 同上　　　　　　　　　　2
5 1974．10 国民のスポーッ権の保障の方途（『月刊社会教育』） 広畑成志

1975．3 ヨーロッパ・みんなのためのスポーッ憲章

6 1975．3 基本的人権と体育・スポーツ（『民主スポーッ』） 影山　健
7 4 スポーッの権利と振興法（『民主スポーツ』） 野田底吾
8 1975．10 雑：体育教育　　特集・国民のスポーッ権を考える

・国民総スポーッと国民のスポーッ権 竹之下休蔵

・国民スポーッ統一戦線 川本信正
・国民の権利としてのスポーツ 影山　健
・スポーッ権とスポーッ運動 伊藤高弘
●スポーッ権とスポーツ行政の今後 粂野　豊
・「スポーッ権」論批判 飯塚鉄雄

9 1977．1 スポーッ権と国民スポーッ運動（『一橋論叢』） 伊藤高弘
10 1977　9 権利としてのスポーッ　（『現代スポーッ論序説』スポーッを考

えるンリーズ①）
11 1978．1 スポーッ権を考える1～3（『運動文化』13，14，15） 関　春南
12 1978．4 『スポーッ政策』スポーッを考えるシリーズ④ 中村敏雄編
13 1978．6 国民のスポーッ権と体育科教育の任務（『保健・体育』） 草深直臣

1978．11 ユネスコ「体育・スポーッ国際憲章」
14 1978．12 「体育・スポーッ権」の再検討（『学術研究一教育・社会教育・ 浜野吉生

教育心理・体育編一』早稲田大学教育学部，『体育・スポーッ

法学の諸問題』1983，9に所収）
15 1979．12 スポーッ権と民主スポーッ（『議会と自治体』） 大沢　毅
16 1980．1 雑：スポーツのひろば　　特集・スポーッ権を考える

・スポーッ団体と補助金問題 伊賀野明
・ユネスコ「体育・スポーツ国際憲章」をどのように読むか 森川貞夫
・スポーッ理念の転換 関　春南

17 1980．3 体育・スポーッ国際憲章の現代的意義（『スポーッのひろば）』 唐木国彦
18 4 『スポーッ社会学』 森川貞夫
19 4 スポーッ権とスポーッ振興法　上（『スポーッのひろば』） 浜野吉生
20 5 同上　　　　　　　　下
21 1980、秋 スポーツ権の意義と課題（「季刊教育法』NO．37） 中村敏雄
22 1980．秋 雑：国民教育　46　特集・権利としての体育・スポーッ 中村敏雄

・「対談」権利としての体育・スポーッを考える 伊ケ崎暁生

・権利としてのスポーッ理念 関　春南
23 1981．4 スポーツ権の法理論と課題（『法律時報』） 松元忠士
24 198Ll2 スポーッの権利（『社会主義法研究年報』NO，6） 大川睦夫
25 1982．5 現代社会におけるスポーッ（『エコノミスト』） 桑原武夫
26 198612 「スポーッ権」思想の史的研究一我が国の「スポーッ権」 佐原龍誌

思想に対する時代区分試案一（『東京体育学研究』VQL13

日本体育学会東京支部
27 1989， 『スポーッの公共性と主体形成』 内海和雄

出典＝内海和雄『スポーッの公共性と主体形成』不昧堂出版，L989年，P116．
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八
二
年
の
桑
原
武
夫
論
文
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
現
代
文
明
の
一
つ
で
あ
り
、
現
代
社
会
の
制
約
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
る

諸
制
約
の
一
環
に
、
ス
ポ
ー
ツ
権
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。
地
球
規
模
で
見
れ
ば
、
要
求
の
第
一
は
未
だ
生
存
権
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

「
ス
ポ
ー
ツ
権
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
進
国
に
お
け
る
国
内
問
題
と
し
て
し
か
成
立
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
が
、
日
本
で

は
憲
法
第
一
三
条
の
幸
福
追
求
権
と
の
関
わ
り
で
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
た
。
そ
し
て
「
見
る
も
の
と
し
て
も
、
ス
ポ
ー

ツ
権
が
成
立
す
る
根
拠
は
充
分
あ
り
そ
う
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
権
論
が
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た
領
域
、
し
か
し
ま

す
ま
す
大
き
く
な
り
重
大
化
す
る
領
域
の
そ
れ
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
て
、
桑
原
論
文
は
そ
れ
以
上
ス
ポ
ー
ツ
権
論
を
詰
め
た
も
の
で
は

な
い
が
、
当
時
桑
原
の
よ
う
な
著
名
な
思
想
家
が
ス
ポ
ー
ツ
を
論
じ
る
こ
と
目
体
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ッ
権
の
可
能
性
を
論
じ
た
こ
と
自
体
、

低
調
化
す
る
ス
ポ
ー
ツ
権
論
へ
の
大
き
な
援
護
と
な
っ
た
。

　
八
六
年
に
佐
原
龍
誌
が
歴
史
的
な
時
期
区
分
を
行
う
が
、
理
論
自
体
の
展
開
を
推
進
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
ス
ポ
ー
ッ
権

論
は
八
九
年
の
拙
著
『
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
と
公
共
性
の
表
裏
の
関
係
、
つ
ま
り
「
ス
ポ
ー
ツ
の

権
利
・
公
共
性
」
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
権
論
が
発
展
さ
れ
る
ま
で
、
つ
ま
り
八
0
年
代
は
殆
ど
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
。
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（
1
）
内
海
和
雄
「
イ
ギ
リ
ス
ス
ポ
ー
ツ
政
策
研
究
」
1
、
『
人
文
科
学
研
究
3
3
』
｝
橋
大
学
研
究
年
報
、
一
九
九
六
年
。

（
2
）
　
内
海
和
雄
『
ス
ポ
ー
ッ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
、
同
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
不
昧
堂
出
版
、

　
三
年
。

（
3
）
　
内
海
和
雄
「
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
。

一
九
九

2
、
ス
ポ
ー
ツ
権
論
の
内
容
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こ
こ
で
の
内
容
は
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
で
の
権
利
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
た
め
に
は
「
金
、
暇
、
場
所
、
仲
間
」
そ
し
て
ス

ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
が
必
要
で
あ
り
、
前
提
で
あ
る
が
、
七
〇
年
代
の
日
本
は
そ
れ
ら
を
少
し
ず
つ
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
は
多

様
な
可
能
性
を
持
っ
た
文
化
で
あ
る
。
身
体
形
成
、
友
人
関
係
形
成
、
精
神
的
・
感
情
的
浄
化
、
文
化
形
成
、
そ
し
て
社
会
統
合
等
々
を

内
包
す
る
文
化
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
ど
の
点
を
強
調
す
る
か
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
捉
え
方
も
異
な
る
が
、
そ
れ
に
参
加
す
る
か
し

な
い
か
の
選
択
権
は
ス
ポ
ー
ツ
権
に
お
け
る
自
由
権
で
あ
る
。
も
し
こ
の
自
由
権
さ
え
も
奪
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
強
制
、
場
合
に

よ
っ
て
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
自
由
権
は
放
任
状
態
で
は
実
現
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
一
定
の
条
件
整
備
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
条
件
整
備
を
義
務
づ
け
た
も
の
が
社
会
権
で
あ
る
。
戦
後
の
福
祉
国
家
は
こ
う
し
て
自
由
権
と
社
会
権
を
結
合
し
て
保
障
し

た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ
権
は
「
新
し
い
権
利
」
の
一
環
と
し
て
、
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
掛
け
て
伸
展
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
一
人
日
本
ば
か
り
で
な
く
、
既
に
福
祉
国
家
と
し
て
蓄
積
の
あ
っ
た
西
欧
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
「
ス
ポ
ー
ッ
の
権
利
・
公
共
性
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
九
〇
年
代
の
思
想
状
況
の
分
析
で
展
開
す
る
。

ノ＼

　、

七
〇
年
代
の
概
要

　
国
土
総
合
開
発
を
一
層
促
進
す
る
「
日
本
列
島
改
造
論
」
を
引
っ
さ
げ
て
登
場
し
た
田
中
角
栄
内
閣
（
七
二
年
七
月
七
日
）
は
、
金
権

政
治
の
極
地
で
あ
り
、
そ
し
て
田
中
目
身
は
七
六
年
冒
頭
の
ロ
ッ
キ
f
ド
社
か
ら
の
ボ
ー
イ
ン
グ
買
い
入
れ
汚
職
疑
獄
で
そ
の
七
月
に
は

逮
捕
さ
れ
た
。

　
七
二
年
五
月
一
二
日
の
沖
縄
の
本
土
復
帰
は
、
本
土
の
沖
縄
化
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
沖
縄
の
復
帰
を
条
件
と
す
る
本
土
へ
の
ア
メ
リ

カ
軍
基
地
の
配
備
を
目
論
み
、
日
本
の
軍
事
大
国
化
に
よ
る
ぺ
ト
ナ
ム
戦
争
（
一
九
七
五
年
四
月
三
〇
日
集
結
）
へ
の
前
線
基
地
と
な
っ
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た
。　

六
〇
年
代
の
「
高
度
経
済
成
長
」
、
公
害
、
労
働
災
害
の
深
刻
化
を
受
け
て
、
全
国
で
は
革
新
目
治
体
が
多
く
誕
生
し
た
。
東
京
で
は

六
七
年
四
月
に
美
濃
部
革
新
知
事
が
誕
生
し
、
七
〇
年
代
前
半
に
向
け
て
そ
の
数
は
増
し
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化
や
保
育
所
の
設
置
な

ど
、
多
く
の
福
祉
政
策
を
推
進
し
た
。
そ
し
て
七
〇
年
代
の
遅
く
な
い
時
期
に
東
京
都
知
事
を
生
ん
だ
共
闘
方
式
に
よ
り
、
社
会
党
、
共

産
党
が
中
心
と
な
る
「
民
主
連
合
政
府
」
構
想
も
提
唱
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
動
向
に
危
機
感
を
感
じ
た
保
守
派
は
、
公
選
法
の
改
悪
や
日
米
軍
事
協
定
の
更
な
る
推
進
、
そ
し
て
靖
国
神
社
へ
の
閣
僚
の

公
式
参
拝
等
、
革
新
と
保
守
の
対
立
は
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
七
〇
年
代
後
半
に
は
社
会
党
が
革
新
連
合
か
ら
脱
落
し
た
。

　
経
済
的
に
見
れ
ば
、
七
〇
年
代
の
特
徴
と
し
て
、
六
〇
年
代
の
「
高
度
経
済
成
長
」
の
矛
盾
が
噴
出
し
た
。
つ
ま
り
公
害
や
労
働
災
害
、

都
市
へ
の
無
秩
序
な
人
口
集
中
に
よ
り
公
害
、
都
市
問
題
、
そ
し
て
生
活
の
諸
困
難
が
生
じ
た
。
そ
の
克
服
の
た
め
に
六
〇
年
代
終
盤
か

ら
住
民
運
動
、
そ
れ
を
支
え
る
諸
権
利
意
識
が
高
揚
し
、
権
利
意
識
の
革
新
目
治
体
が
全
国
に
広
く
普
及
し
た
。
そ
れ
ら
は
福
祉
要
求
を

拡
大
さ
せ
、
政
府
と
し
て
も
福
祉
政
策
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
。

　
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
（
一
九
六
九
年
～
）
に
よ
る
大
規
模
な
公
共
投
資
と
「
経
済
社
会
基
本
計
画
」
（
一
九
七
三
年
～
）
に
よ
る

「
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
た
め
に
」
、
内
需
を
拡
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
公
共
投
資
と
福
祉
の
結
合
点
の
一
つ
に
ス
ポ

ー
ツ
施
設
が
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
以
降
関
連
省
庁
の
余
暇
政
策
推
進
体
制
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
は
「
大

き
く
」
伸
展
し
た
。

　
七
〇
年
代
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
六
〇
年
代
の
よ
う
な
長
時
間
労
働
を
採
用
す
る
こ
と
は
欧
米
か
ら
の
批
判
も
あ
り
表
面
上
は
不

可
能
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
国
民
の
側
か
ら
見
て
も
余
暇
時
間
の
一
定
の
増
大
と
、
そ
れ
に
伴
う
余
暇
活
動
へ
の
要
求
も
徐
々
に
拡
大
し

始
め
た
。
こ
れ
は
既
に
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
に
必
須
と
さ
れ
て
い
た
国
民
の
体
力
管
理
上
の
「
体
力
つ
く
り
」
政
策
と
、
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今
後
増
大
す
る
余
暇
管
理
の
「
余
暇
」
政
策
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
こ
と
が
政
府
と
し
て
も
必
要
に
な
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に

直
接
関
わ
る
文
部
省
や
地
方
公
共
団
体
で
も
七
二
年
保
体
審
答
申
以
降
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
大
き
く
伸
展
し
た
。

　
ま
た
国
民
、
地
域
住
民
の
目
主
的
ス
ポ
ー
ツ
運
動
も
発
展
し
、
国
際
的
に
は
七
六
年
の
欧
州
審
議
会
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
・
み
ん
な
の
ス

ポ
ー
ツ
憲
章
」
、
七
八
年
の
ユ
ネ
ス
コ
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
国
際
憲
章
」
に
お
け
る
「
ス
ポ
ー
ツ
を
享
受
す
る
こ
と
す
べ
て
の
人
に
と
っ

て
の
基
本
的
権
利
で
あ
る
」
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
権
は
、
日
本
で
は
七
〇
年
の
家
永
教
科
書
裁
判
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
杉
本
判
決
」
以
降

の
国
民
の
教
育
権
思
想
や
、
同
じ
く
七
三
年
の
大
阪
空
港
裁
判
に
お
け
る
「
環
境
権
」
等
の
「
新
し
い
人
権
」
の
高
揚
の
一
環
と
し
て
、

七
二
年
か
ら
活
発
に
論
議
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
目
主
的
運
動
を
支
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
自
治
体
、
国
の
ス
ポ
ー
ッ
施
策
へ
の
大
き
な
理

論
的
、
心
理
的
な
力
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
は
地
域
で
の
普
及
で
あ
る
か
ら
、
実
態
と
し
て
は
地
域
ス
ポ
ー
ッ
の
た
め
の
施
設
建
設
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、

ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
形
成
が
課
題
と
な
り
、
一
定
程
度
伸
展
し
た
。
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